

































































本電子書籍を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。





本電子書籍は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　その宣言は、順調に。

『大切な三姉妹を守る、家か政せい夫ふだ』

　電話口から告げられた野の宮みやクロウの真っすぐな返答を耳にして、ワタシ、キャサリン・ノーナンバーは思わず笑みをこぼした。

　よく言ってくれた、と。

　安あん堵どと共に椅子にもたれかかり、ワタシは「あー、はいはい」と呆あきれたように手を振る。

「ワタシの恋こい路じよりも三姉妹のほうが大事ってことね。よーくわかりましたよーだ」

『そうは言ってないだろう。俺にとっては、キャサリンも大切な女性のひとりだよ』

「……アンタ、あんまそういうことばっか言ってると、いつか刺されるわよ？」

『なにそれ怖い』

「怖いのなら、今後思わせぶりな発言は自重することね──あ、ゴメンなさい。ちょっと用事が入っちゃったから切るわ。それじゃあ、またね。天然タラシくん」

『おい待て、誰が天然タラ──』

　クロウの抗議を遮るように通話を終了。スピーカーホンにしていたスマホをしまい、一呼吸置くと、ワタシは眼前の円卓に鎮座する『三つの人影』を見やった。

「これで満足かしら、偉大なるボスのみなさま？」

　──そう。

　ワタシがいるこの場所は、いつものフルピース諜ちよう報ほう部ぶの長官室ではない。

　ここは、人里離れた荒野の地下深くに建設された、薄暗い会議室。

　大昔から、裏世界のスパイたちが戦争協定や貿易交渉など、重要な会合をする際に使用してきた、硝煙漂う貯蔵室ワインセラー。

　言わば、スパイ組織専用の寄合所だ。

　いま目の前にいる三人は、フルピースと肩を並べる、他スパイ組織のボスたちだった。

　商売敵の親玉たち、と言い換えてもいい。

（苦手なのよね、このひとたち……）

　監視団体『パシフィックボーン』。

　懲罰機関『ミラージャスティス』。

　幽閉機構『ゴーストライフ』。

　そしてワタシたち、秘密組織フルピース。

　裏世界を牛耳るこれら四大スパイ組織は、商売敵でありながら『四影大陸フオーグラウンド』という名の同盟下にあった。

　百年近く前に行われた、『四大殲せん滅めつ戦争』直後に締結された同盟だ。

　同じスパイ組織である以上、依頼を奪い合い、果ては殺し合うこともある。

　それはあまりに不毛だから組織間の争いは極力なくしましょうねー、というのが、この同盟の最大の目的だった。

　ただ。同盟だからと言って、仲間になったわけではない。極力なくそうというだけで、争いを禁止していないところなんか、最高に皮肉だ。

「今回、うちの女スパイたちがナインに惚ほれてしまった結果、彼には解雇という理不尽を押しつける形になってしまったわけですけど、本人がこうして現職に納得してくれている以上、ワタシは自分の解雇判断を正しかったものとして捉えようと思いますわ。間違いだなんて思ったら、組織のために辞めていった彼に失礼ですもの……」

　無駄にエモい感じに語り、ぐすん、とカラカラの目元を指で拭ってみせるワタシ。

　今回、ワタシがこんな辺へん鄙ぴな場所に呼び出された理由は、ひとつ。

　──なぜ、ナンバーナインを解雇したのか？

　そんないまさらな理由を問いただすためだけに、この親玉共はボスの最高権限を発動。『緊急会合』と称し、クロウ解雇に最も関与しているワタシをわざわざ招集しやがったのだった。マジでフ××ク。

　本来、解雇などの内部情報が外部組織に漏れることはないのだが、四影大陸は同盟関係であるがゆえに組織間に『穴』が生まれ、こうして情報が流れてしまうのだ。

　それは逆説、相手の情報もこちらに流れてくる、という意味ではあるのだけれど。

（解雇されても話題に上るとか。よっぽど注目されてたのね、クロウのやつ……）

　さすが、元フルピース最強のスパイ十じつ指し。

　この会議室に入って早々、挨拶する間もなく『まずは、ナンバーナインが本当にスパイを辞めたかどうかを確認させろ』と命令されたワタシは、仕方なくクロウに電話をかけた。

　解雇情報を掴つかんでいるのにこんな確認を求めてくるあたり、彼らはまだクロウが辞めた事実を信じられていないようだった。

　それだけ強い懐疑心──クロウの声を聴かせただけでは到底、信じないだろう。

　そこでワタシは、元カレにディナーに誘われたというネタを皮切りに会話の流れを作り（ワタシが無駄にハイテンションだったのは、こちらの環境音を誤ご魔ま化かすためだ）、冒頭のクロウのセリフを順調に引き出したのだった。

　ワタシの感動必至の説明に合わせ、ジョークが苦手なクロウ本人からのあの宣言。

　さすがの親玉三人衆も、これで納得せざるを得ないはず。

　本当、クロウはよく言ってくれたわ。

「──よもや、真実だったとはな」

　と。

　しゃがれた老男性の声が、円卓の右手側から響いた。

　監視団体、パシフィックボーンのボス──ボルズ・パゴレレだ。

　すでに九十歳を超えている老体だが、野心はいまだ衰えていない智ち略りやく家かである。

　照明が切れかかっているのか。絶妙な薄暗さのせいで、その表情までは見て取れない。

「儂わしらを攪かく乱らんするためのデマの可能性も考慮しておったんじゃが……」

「諜報部としても、ナインを失うのは相当な痛手でしたわ。けれど、組織を維持するためにはこうするしかなかったんです。本当、残念でなりません」

「ふん、会話を誘導しておった女め狐ぎつねがよく言う」

　あちゃー、やっぱバレてたか。

　老いてもスパイ組織のボス。観察力、洞察力は侮れないわね。

「あら。女狐だなんて、ひどい言い草ですわ。また泣いちゃいそう」

「白々しい──じゃが、先の宣言のおかげで逆に話はシンプルになった。あとは、ナンバーナインを解雇した理由をあらためて問いただすだけじゃ」

「？　ですから、それは先ほどお話しした通りで」

「儂らが聞きたいのは、組織を維持するため、などという上辺の言い訳ではない──いまこの場で求めておるのは、お前さんの狡こう猾かつでズル賢く、そして、執念深く打算的な『真の理由』じゃよ」

「真の理由？」

　冷静に返しながらも、跳ねあがりかけた心臓をギリギリのところで抑える。

（このひとたち、まさか……）

　息を呑のみ、わずかに警戒を強めていると。

「──キャサリンちゃん、ナインくんを利用してるでしょー！」

　円卓の左手側から、そんな鈴のように甲高い少女の声が鳴った。

　幽閉機構、ゴーストライフの若きボス──マリル・レインだ。

　この親玉たちの中で唯一、ワタシが戦闘で勝てない相手である。

　ワタシは動揺を出さぬよう、軽い咳せき払ばらいをはさんで。

「利用している、と言いますと？」

「トボけちゃってー！　ナインくんをあの葉は咲ざき家に送り込んだの、全部キャサリンちゃんの策略なんでしょー？　あたちにはバレバレなんだからねッ！　ぷんぷん！」

「いや、送り込んだだなんて……ナインがあの転職先を選んだのは、完全に偶然ですよ。ワタシが渡した転属先リストのファイルの中から、彼がたまたま家政夫の依頼書を──」

「──コレを見ても、まだトボけられるか？」

　不意に。

　会話に割り込むようにして、円卓の正面から男性の低い胴どう間ま声ごえが届いた。

　懲罰機関、ミラージャスティスのボス──ゴーン・ライトだ。

　過去に行った組織間の合同演習で、うちのボスと互角に闘やり合った猛も者さである。

　ふと。ワタシの目の前に、カラン、と小さな瓶が投げ込まれた。

　テーブルの上に転がるその小瓶を手に取り、ラベルを確認する。

『アムール』。

　そこには、フランス語でそう記されていた。

　見覚えのある商品名だった。

「表の世界で一部の界かい隈わいに人気の香水だ。いまはもう販売停止されているそうだがな──ソレの匂いを嗅いだ人間は中枢神経を刺激され、軽度の興奮状態に陥る。液体に触れるだけでも効果が出るらしい。中には、コレを『惚れ薬』と呼ぶ人間もいたそうだな」

「────」

「薬物ほどの依存性はなく、興奮にも大した持続性はない。マセた子供ガキどもが遊びで使っていたような代物だが、一時的に鼓動を激しくする効果があるのは事実だ。貴様はコレを使い、ナンバーナインに家政夫の依頼書を選ばせたんだ」

「……選ばせた？」

「白々しさも、そこまでくると清すが々すがしい」

　皮肉たっぷりにつぶやき、腹に響く低音でゴーンは続ける。

「ナインに転属先リストファイルを渡す直前、貴様はその香水を依頼書に振りまいておいたんだ。匂いがわからないレベルの、極少量を。すると、どうなるか？　依頼書を手にしたナインの鼓動は激しくなり、まるで、運命の職業に出会ったかのような錯覚に陥ることになる。心理学で言うところの『吊つり橋ばし効果』という奴やつだ」

「……、……」

「貴様はこの心理を利用して、ナインの転職先を家政夫に誘導したんだ。事実、依頼書を手にしたナインは、家政夫という職業を目にして不思議な高揚感に胸を躍らせているような表情をしていたそうじゃないか……おっと、これはあくまでオレの『予想』だがな」

　まるで半月前のあの解雇シーンを見てきたかのごとき発言に、ワタシはテーブルの下で思わずギュウ、と握り拳を作った。

　ここまで詳しく、事細かにそのときの状況を把握しているということは、間違いない。

（コイツら、フルピース内部にスパイを潜らせてるわね……）

　クロウに惚れたあの女スパイたちの中にまぎれ込んでいたのか。

　あるいは、ジムでトレーニングしていた男スパイたちの中に？

　まあ誰であれ、三人が結託してこの会合を開いているあたり、おそらくは三つすべての組織がフルピースにスパイを放っていることだろう。同盟関係の『穴』を利用した形か。

　こちらと同じ、というわけだ。

「そして、貴様も解雇通達時、ナインの笑顔を見てトキメいていた。数年来の付き合いになる、姉弟きようだい同然のナインの笑顔を見て、だ。奴の顔立ちがいいからと言って、このウブな反応は明らかに不自然だろう。これは、貴様自身も香水の影響を受けていた証あかしだ」

「…………」

「なにより貴様の策略を示す物的証拠として、フルピースの焼却施設からその香水の瓶の破片が見つかっている。焼けていて指紋までは採取できなかったそうだがな──依頼書をファイルのバインダーに収めず、一枚の紙切れ状態で挟んでいたのも、ナインが選ぶ確率を上げるための工作だ。ババ抜きでジョーカーを一枚手札から飛び出させるかのように、より目立つ形で挟んでおいたんだ」

　ともあれ、と区切って。

　なにかの合図のように、ゴーンはテーブルをコン、と叩たたいた。

「そんな風にして貴様は、ナインに家政夫を選ばせ、葉咲家に送り込んだんだ──裏世界における最重要危険人物、最凶最悪のアンチヒーロー」

　一拍置き、親玉三人衆は声をそろえて、告げた。




「「「葉咲冬ふゆ子こを、排除するために」」」




「……………………」

　ワタシは、あえて無言を貫いた。

　肯定も否定もしない。

　録とり溜ためた海外ドラマをどれから見ようかと悩んでいるときのように、神妙な顔つきで両腕を組み、三人の推測に耳を傾けた。

　まずは、老人が言った。

「葉咲冬子は儂らにとって最大の脅威であり、同時に最高の好機チヤンスでもある。化物じみた奴を排除できたとなれば、組織の株は爆発的に上がる。人間に害をおよぼすウィルスを根絶するようなものじゃ。葉咲冬子というウィルスを排除した瞬間、その組織は世界的な脅威を駆逐した英雄ヒーローとして、盤石の信頼を得ることになる……信頼第一のスパイ組織にとって、それは何物にも代えがたい財産となるじゃろう」

　次いで、少女が言った。

「でも、だからこそ、あたちたちは葉咲冬子に触れずにいたんだよー！　単純に倒せないから手を出せなかったってのもあるけど、誰かが抜け駆けしたら四つのパワーバランスが崩れちゃうと思ってー！　小さな暗殺組織やらなんやらが頻出してきている昨今、あたちたち四影大陸の和を乱すのはあまりにリスキーなんだよー！　だから本当は、葉咲冬子と親友関係にあるってだけでも、キャサリンちゃんには自重してほしいぐらいなの。なのに、ジャイアントキリングを狙ってなのかなんなのか、唐突にフルピース最強のナインくんを送り込んじゃったからさー！　あたちたちは大慌てで、この場を設けたんだよー!!」

　最後に、男性が言った。

「葉咲冬子が家政夫を募集していたのは完全なる偶然だろう。奴の行動を把握することは、世界中の誰にも不可能だからな。だが、鎧よろい塚づか茂しげるを亡くした葉咲冬子が近く家政夫を求めるであろうことは、昔から奴と付き合いがある貴様なら予測可能だった──そして予測通り家政夫の依頼が舞い込んできたところで、貴様は満を持して最強のスパイをあてがった」

　ワタシは、それでもまだ口を開かない。

　ゴーンが、最後の詰めだと言わんばかりに続ける。

「ここまでうまく事が運ぶと、七年前、貴様がナインと出会ったその時期から、こうなることを予想していたのではと思えてくるがな……だから、ナインを教育機関に通わせず、常識を欠如させ、女を無自覚に堕おとしまくる三流スパイに育てた。きたる葉咲冬子排除の機会を見越して、任務達成率10％という『解雇の口実』を用意していたんだ」

　狡猾でズル賢く、そして、執念深く打算的。

　これが、この親玉三人衆が思い描く、ワタシの『真の理由』なのだろう。

　なるほど。この緊急会合は釘くぎを刺すと同時に、ワタシを断罪するものだったわけだ。

「キャサリン・ノーナンバー。あらためて問う──なぜナンバーナインを解雇した？」

　ゴーンの重苦しい質問。

　認めろ、と言外に訴えてきているのがバレバレである。

　ここでワタシが、『ゴメンなさい。冬子排除のためにナインを利用し、解雇しました』なんて発言をすれば、フルピースの信用は一気に地に落ちることとなるだろう。

　それだけは決して許されない。

　フルピースの家族のためにも、そして、ワタシたちのボスのためにも。

　それに。ここに向かう前、我らがフルピースの十四代目ボスは、ワタシの緊張をほぐすようにこう声をかけてくれたんだ。

〝──まあ、適当にあしらってこい！　全部キャサリンに任せる！　ガハハハッ！──〟

　って。

　その期待に、ワタシは全力で応えなくてはならない。

　……というか、ガハハハ、じゃないのよ。まったくあの筋肉白髪ジジイ。ひとの苦労も知らないで。なんか腹立ってきたわね。

　ワタシは、そんなボスへの敬愛と苛いら立だちを胸に、諜ちよう報ほう部ぶ長官としてできる最善を尽くすために──ドカッ！　と。

「何度も言わせないでくれるかしら？　三下スパイの親玉さん」

　たしかな敵てき愾がい心しんと共に、目の前のテーブルに乱暴に両足を乗せたのだった。

　親玉三人衆への、反逆の意思表示だ。

　同盟関係にあろうと、争いは禁止されていない。

　そう。たとえこの場で万が一、万が一戦闘が始まろうと、それは禁止行為ではないのだ。
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　まったく、本当に最高の皮肉である。

　香水の瓶を蹴り飛ばし、足を組んで、ワタシは傲岸不遜に言う。

　本気の威嚇だと示すために、強い殺気を滲にじませることも忘れない。

「組織を維持するため──最初からそう説明してるじゃない。耳が悪いの？　ワタシが答えられるのは、その回答だけだわ。これ以上はなにも出ないし、出すこともできない」

「……これだけ証拠がそろっているのに自白しない、と？」

「証拠？　ハッ。もしかして、さっきあなたたちがサラウンドで自慢げに垂れ流してきた妄想のこと？　あれのどこに証拠能力があるのよ。その香水を使ってた確たる証拠もない。焼却施設にあった破片にも指紋はない。ワタシがナインを三流スパイに育てた事実さえも存在しない──こんな推論を並べ立てて、ワタシになにを自白しろって言うのよ？」

「…………」

「三人寄れば文殊の知恵、なんて言葉もあるんだから、今度はもうすこしマシな弁を用意してきなさいな──それでも、それでも特別にひとつだけ、あなたたちに教えてあげる」

　足を下ろし、ワタシはテーブルに手をつくと、椅子から立ち上がった。

「ワタシは、冬子を排除しようなんて気はサラサラない。それだけはまぎれもない真実よ。信じたこともない神様って奴に誓ってもいい。だから」

　安心して、三下らしくブルッてろ──

　唾棄するように言い残し、ビシッと綺き麗れいに右手の中指を立ててやると、ワタシはコートをなびかせて会議室の出口に向かった。

　うん、キマったわね……！　格かつ好こいい、ワタシ！

　ちょい言い過ぎた気もするけど、責任は全部ボスが取ってくれるでしょ！　うんうん！

「──あー、気持ちよく啖たん呵かを切ったあとですまないんじゃが」

　と。最高に悦に入りながらドアノブに手をかけたところで、ボルズのそんなしゃがれた声がワタシを引き止めた。

　クッ……！　このまま会議室を出てたら文句なしにキマってたのに！

「ま、まだなにか用でも？」

　ケンカ腰のワタシの態度に怒り心頭になっているのかと思っていたが、ボルズは何事もなかったかのような平穏さで、こう訊たずねてきた。

「お前さんがさっきナンバーナインとの電話で話していた、『軍部の元カレにディナーに誘われた』とかいう話。あれは本当なんかのぅ？」

「？　ええ、本当だけど。雑談に嘘うそを混ぜる必要もないでしょう」

　ついさっき廊下ですれちがった、というのは嘘だけれど、誘われたのは事実だ。

　本当、なんでいまさら誘ってきたんだか。

「そうか。ならまあ、せいぜい楽しんで来るといい」

「……??」

　なんだ、その無意味な確認は？

　訝いぶかしみながらも、ワタシはドアノブを回し、ようやく会議室を後にする。

　ああ。やっぱあのひとたち、苦手だわ。




　　　　▲




　明かすのなら。

　親玉三人衆の妄想は、半分がハズレで、半分が正解だ。




　まず。

　クロウを三流スパイに育てた云うん々ぬんは、ハズレ。

　むしろワタシは、彼をスパイ十指に相応ふさわしい、一流のスパイにしようとしていた。

　が。ワタシの指導不足で、クロウの任務達成率は三流スパイの域を出なかった。

　その容姿を利用して、ハニートラップ専門のスパイにでも転身させたほうがよかったのだろうか……いや、クロウの天然っぷりは生まれつきで、他人が矯正できる次元を超えている。転身させても同じ結末をたどったことだろう。

　教育機関に通わせていなかったのは、単純にクロウの類たぐい稀まれな戦闘能力を錆さびさせるのが惜しかったからだ。

　戦闘力だけでスパイ十指の座につく天賦の才。そんな唯一無二の『武器個性』を学校生活に割いて失うぐらいなら、世間知らずのスパイになったほうが万倍もマシだと考えた。

　その結果。まさか組織を存続危機に陥らせる天然タラシに育つとは、思いもしなかったけれど。

　……だから、まあ。

　胴どう間ま声ごえ、ゴーン・ライトの推測もわからないではないのだ。

　偶然、最重要危険人物の冬子から家政夫募集が入り、フルピースの存続危機が重なって、さらにタイミングよくクロウを解雇したとくれば、『ナインの10％という任務達成率は、解雇のために仕組まれていたものなのでは？』と勘繰りたくもなる。ワタシでも疑う。

　けれど、それこそ弟のようなクロウを一流にしたかったのは、誰でもないワタシなんだ。

　三流スパイにしようとしただなんて言いがかりは、誰であろうと絶対に許さない。

　……許してしまったら、あらゆる思いが崩れてしまう。

　三流スパイにしてしまった後悔と、解雇してしまった罪悪感。

　それらを、酒の肴さかなと偽って電話をかけることで薄めようとしているワタシが……クロウのいつも通りの声を聴いて安心しているワタシが、さらに醜いものになってしまう。

　これ以上、ワタシは醜い姉になりたくない。

（……もしかしたら、本当の三流スパイは、ワタシのほうなのかもしれないわね）




　そして、あとの半分。

　意図的にクロウに家政夫業を選ばせ、葉咲家に送り込んだ。

　これは、事実だ。

　では、なぜ惚ほれ薬を使ってまで、クロウを家政夫として送り込んだのか？

　理由は、葉咲冬子をフルピースの仲間に引き込むため、だ。

　あんな強大な力を有している人材を排除するだなんて、もったいなさすぎる。

　ひとりでスパイ組織を壊滅できるほどの規格外。体現化した暴力。

　上に立つ者であれば、排斥よりも共存を望むべきだろう。

（なにより……まあ、あんな怪物でもワタシの親友だしね）

　拳で語り合った友を排除するほど、ワタシは冷酷じゃないのである。

　ただ。親友だからこそ、簡単にうなずくような人間ではないことはわかりきっていた。

　だから、様々なタイミングが重なった状況を活用し、現時点で唯一、葉咲冬子に勝てる可能性のあるクロウを送り込もうと思った。

　説得に応じないのであれば、純然たる力でねじ伏せればいい──そう考えたのだ。

　柔よく剛を制す、ではなく。

　剛よく剛を制す、というか。

　冬子も大概ワタシに似て脳筋野郎だから、キチンとした実力勝負で負ければ、案外素直にうなずくと思うのよね。

　このタイミングで冬子が家政夫募集の依頼を出してきたのは、ゴーンの推測通り完全に偶然なのだろうけれど……ソレをワタシに委託してきたのは、だから、フルピースに引き込もうとしているこちらの思惑を、すべて見透かしてのことなんだと思う。

　やれるものならやってみな。

　そう、強者特有の余裕ぶった態度で、フルピースの諜報員スパイを誘い込み、あえてクロウという『罠わな』を抱え込んだわけだ。

　クロウを採用した直後。電話で『最高の家政夫を派遣してくれてありがとー！』とお礼を言ってきたことがあったが、あれこそ強者の煽あおりそのものだ。

　良い罠をありがとう、と、ワタシに中指を立ててきているのである。

　面白い。最高だ。

　これだから、冬子の親友はやめられない。

（……まあ、親友のくせに冬子の電話番号はおろか、仕事内容すら知らないんだけど）

　本当、彼女の仕事はなんなんだろう？

　低俗な暗殺組織を潰して回り、『あるモノ』を捜しているとは聞いたことがあるが……それでお給料がもらえるのかしら？

　本人は昔、酒の席で『私は正義のヒーローなのよ！』なんて言ってたことがあるけれど、まさか本気で言っているわけもないだろうし。

　……本気じゃない、わよね？




　　　　△




　緊急会合終了後。

　薄暗い会議室を出て、クロウや冬子に関することを考えながら、監視カメラが設置された無機質なコンクリートの廊下を歩いていると。

「──失礼いたします」

　そんな、凛りんとした断りと共に。

　突如。目の前の曲がり角から、右目に眼帯をしたメイド服姿の女性が飛び出してきた。

　監視団体パシフィックボーンの老ボス、ボルズ・パゴレレの側近──エリーだ。

　その右手には、およそメイドには相応しくない、ゴツいアーミーナイフが握られている。

　エリーは高速でこちらに詰め寄ると、ワタシの頸けい動どう脈みやく狙って躊躇ためらいなく、シュン！　とそのナイフを横よこ薙なぎに払ってきた。

「おー、いい動きと殺気ね──、っと」

　身体からだをわずかに背後にそらし、最小限の動きでナイフを避ける。

　と同時に。ワタシは左脚を振り上げ、ヒールのつま先でナイフの刃を粉々に砕いた。

「なッ……!?」

「ほら、攻撃を一回で終わらせない」

　右脚を軸に半回転し、武器を失い唖あ然ぜんとするエリーの側頭部目がけて、回し蹴りを放つ。

　ワタシの脚力で蹴ってしまうと頭ごともげて死んでしまうので、足の甲がエリーの頬ほおに触れる寸前で止める。

　蹴りの風圧で、エリーの前髪がブワッ！　と乱雑に巻きあがった。

　寸止め空手って言うんだっけ？　こういうの。

「攻撃は終わった直後が一番危険なのよ。奇襲だからって、一撃で仕留められるとは限らない。外したときのために二撃目に繋つながる行動アクシヨンを必ず用意しておくこと。そうすることで、攻撃が連続したものになって隙が減るから。ＯＫ？」

　アドバイスしながら足を降ろすと、エリーは地獄を覗のぞいてきたかのような驚きよう愕がくの表情で、額の脂汗をぬぐったあと。

「ま、まいりました……さすがはキャサリン様、お見事でございます」

　そう、恭しくお辞儀をしてみせたのだった。

　コードネーム『Ｅ』。通称、エリー。

　ボルズの爺じいさんの右腕を務める彼女は、各スパイ組織も一目置いている実力者だ。

　うちの『No.008ナンバーエイト』と同じく暗器の扱いに長たけた実戦型のスパイで、任務達成率が95％を割ったことはないらしい。あの爺さんにはもったいない逸材である。たしか今年で十八歳になったんだったかしら？

　この子、抜群に顔がかわいいのよねえ……儚はかなげというか、お人形みたいというか。

　うちの諜ちよう報ほう部ぶにほしい、切実に。

　見た目だけで判断しているわけじゃなく、能力も買った上での話ね？　うん。

　そんなことを考えつつ、乱れたコートを羽織りなおし、歩みを再開する。

　すると。「失礼いたします」と言ってエリーもついてきた。

「で、エリーはどうしてこんなところにいるの？　地上で待機してるの飽きちゃった？」

「そのような子供じみた理由で持ち場は離れませんよ……先ほど、会議室のほうからキャサリン様の殺気を感知したものですから。なにかあったのかと思いまして様子を見に」

「あー、さっき親玉共を威嚇したやつか。地上にまであふれてたの？」

「それはもう、異常なまでに」

「むぅ、ちょっとやりすぎたかしらね……じゃあ、さっき襲いかかってきたのも『うちのボスに殺気を向けてんじゃねー！』ってワタシを諫いさめに来た感じ？」

「いえ。あのような老いた駄犬……ではなく、ボスの心配はいたしておりません。襲ったのは、完全にわたくしの私欲でございます」

「私欲？」

「これほどまでの殺気を放出しているいまのキャサリン様なら、この右目を抉えぐっていただいたときのように、わたくしに最高の『死』を感じさせていただけるかと思いまして……我慢できず奇襲した次第でございます」

　頭が吹き飛ぶ未来を幻視させる、いい回し蹴りでございました、と。

　エリーは恍こう惚こつとした表情でお礼を述べるのだった。

　見ての通り、エリーは『死』を間近に感じることで『生』を実感するタイプだ。戦場にこういった兵士は意外と多い。ワタシには一生理解できない感覚だ。

「相変わらず歪ゆがんだ性癖ね……まあ、その原因を作ったワタシが言えた義理じゃないか」

「いまでも思い出します。あの夜、雪原の戦場に現れたキャサリン様の姿を。わたくしが右目ひとつの代償で帰還できたのは、奇跡でしかありません──ですが」

「？　なに？」

「この御恩は、いつか必ず」

「……へえ」

　静かな殺気が、エリーの全身から滲にじみ出る。

　右目を潰された借りは返す、という意味か。

　数年前のあの夜。ワタシとエリーは、スパイ任務でやむを得ず対立し、刃やいばを交えた。

　依頼人同士が敵対していることで、雇われたスパイ同士も敵対する。よくある話だ。

　憎しみなんてなかった。立場がちがうだけで、互いに負の感情は抱いていなかった。

　むしろ、あふれんばかりの好意を抱きながら、ワタシたちは殺し合った。

　けれど。

（ちゃんと怒りの感情も残ってたのね、この子）

　ワタシに屈服しているようで、常に報復の機会を狙っている。

　エリーのこういう、したたかな野心が大好きだ。

「それじゃあ、楽しみに待ってるわね」

「はい、楽しみにお待ちください」

「まあでも、エリーはワタシと闘やる前に、まずはナインにリベンジすべきだと思うけどね。実戦演習とはいえ、ワタシよりアイツに敗まけてる回数のほうが多いんだし」

「……それは、まあ」

「この際だからリベンジしちゃう？　するようなら、連絡して呼んであげるわよ？」

　アイツが応じるかどうかは知らないけれど。

　冗談まじりのワタシの提案に、しかし、エリーは冷徹な表情で「いえ」と拒否を示した。

　どこか動揺を隠そうとしているような声音だった。

「キャサリン様にお手間をかけさせるわけにはまいりません。お気持ちだけで結構です。それに、彼はスパイを辞めた身ですから。いまさらリベンジなど」

「えー？　そんなん別に気にしないって。まあまあ、一回だけ試しに電話してみて──」

「キャサリン様ッ！」

　と。コートからスマホを取り出そうとしたワタシの腕を、エリーが慌ててガバッ！　と阻止するように掴つかんできた。

　戦闘時以外は感情の起伏に乏しいエリーが、ここまで取り乱すというのも珍しい。

　その両耳は、ビックリするぐらい赤くなっていった。

「ほ、本当に大丈夫ですから……そっとしておいていただけると、あの、はい……」

「……ははーん、そういうこと。なるほどなるほどー」

「な、なにが『なるほど』なのですか？」

「べっつにー？　エリーはかわいいなあ、って思っただけよ」

「……キャサリン様との本気のリベンジマッチ、いますぐに始めてもいいんですよ？」

「うわっ、わかったわかった！　わかったから、ソレは仕し舞まって！」

　ガチな殺気を漂わせ、スカートの中から新しい暗器を取り出そうとするエリー。

　冗談の通じないメイドさんだこと。普通、照れ隠しに殺し合い始めようとする？

　いやまあ、からかいすぎたワタシも悪いか。

　……にしても、クロウのやつ、こんな幼いたい気けなエリーまで堕おとしてたとはね。もはや歩くハニートラップじゃないあの天然タラシ。略してタラちゃん。

「まったく……今度同じようなことを言いだしたら、躊躇わず斬りますからね？」

「へいへーい」

「返事は『はい』を一回──ところで、キャサリン様。話は変わるのですが」

「なにー？」

　地上に繋がるエレベーター前に到着したところで、エリーは世間話をするかのように。

「『蛇の丸焼き』はお好きですか？」

　と、わけのわからない質問をしてきた。

　ワタシは「？」と首をかしげながらも、エレベーターのスイッチを押して扉を開く。

「いや、あまり好んでは食べないかしらね。そもそも食べたことすらないかも……というか、突然なに？」

「では、『短針の壊れたアナログ時計』と『水中の豚』は？」

「……えっと、はい？」

「答えられませんか。では──」

　区切って、エリーは廊下に設置された監視カメラをチラリ、と視線だけで確認。

　ワタシの背に左手を添え、エレベーターの中にそっと押し込みながら。

「──地上に着くまでの間に、ゆっくりとお考えください」

　トン、トトン、トットトン、と。

　ワタシにだけ伝わるように、指先でリズミカルに背中を叩たたいてきたのだった。

「な……、ッ!?」

「コレは、奇襲のお詫わびでございます。それでは、またお会いできる日まで」

　驚きに振り返った直後、エリーと袂たもとを分かつかのように、エレベーターの扉が閉まる。

　地鳴りのような駆動音と共に上昇を始める箱の中。

　ワタシは、彼女からの伝言に唖然としていた。

「嘘うそでしょ……？」

　スパイにだけ伝わる、『スパイ言語』というものがある。

　二進法や十進法、音楽記号やモールス信号など……様々な数式や法則、規則性、または音色や温度、果ては神話における神々の逸話までもを使用した、複合暗号のことだ。

　文字や動作で伝えることもあるが、こうして叩く対象や物、部位で伝える場合もある。その組み合わせによって、内容は百八十度反転する。

　今回は──左手の人差し指で一回、薬指で素早く二回、小指で一拍挟んでの三回。

　エリーのその暗号をスパイ言語で解析すると、『読み解け』という指示になる。

　これはつまり、先ほどの質問の中にあったわけのわからない三つの単語を、この三つの音の伝言を基にして、さらにスパイ言語で訳せ、という意味だ。

（各単語の文節数と、固有名詞の文字数、それぞれの歴史や生態を加味した上で、肩甲骨の左斜め下四十二度という位置を考慮すると……）

　蛇の丸焼き──『裏切り』。

　短針の壊れたアナログ時計──『３』。

　水中の豚──『内部』。

　といった風に、単語と数字の羅列に生まれ変わる。

　裏切り、３、内部。

　エリーが自分の組織内の事情をワタシに、それもあんなタイミングで伝えてくるはずがない。監視カメラを意識したことと『お詫び』という言葉を鑑みれば、エリーにとっての敵組織……つまり、我々フルピースの事情を指した暗号、と解釈するのが妥当だろう。

　つまり、この暗号の意味は──




「──フルピース内部に、裏切り者が三人いる」








第一章　元スパイは新妻ギャルと契約する。






　　　　▼▼




　内気で、卑屈で、臆病で。

　そんな弱い自分が、大嫌いだった。

　弱さを隠すために口調も変えてみたけど、それは弱い自分を浮き彫りにするだけだった。

　強くなりたい、強くありたい。

　そう願っても、過去の弱いあたしがイジワルな顔で、ジクジク心を突いてくる。

　ほんとは強くないくせに、弱虫のくせに、って。

　そうして嫌な気持ちになっちゃった日は、あたしは決まって大好きな絵本を抱いて眠る。

　タイトルは──『背中の王子さま』。




　　　　□




　十一月十六日、木曜日。

　薄雲の隙間から弱々しい陽ひ射ざしがこぼれ落ちる、午前六時二十分。

「う、嘘だろ……」

　俺こと野の宮みやクロウは、葉は咲ざき邸の台所でひとり、予想外の事態に困惑していた。

　手にしていた箸をそっと置き、自身の未熟さと悔しさに肩を震わせる。

　まさか、こんな奇跡が起こるとは……。

「一晩置いた肉じゃがが、こんなにおいしくなるだなんて……ッ!?」

　そう。

　昨夜、自治会長の大おお村むらさんに『作りすぎたからおすそ分け』といただいた肉じゃがが、一晩経たって驚きよう愕がくの味に変化していたのだ。

　いただいた直後、痺しびれ薬が混入されていないかと、一度だけ毒味させてもらっていた。大村さんに失礼だが、そのときは特になにも感じなかった。やさしい家庭の味だな、と、そんな普通の感想を抱いただけだった。

　それがどうだ。一晩置いてみたら、ただの肉じゃがが至高の食物に豹ひよう変へんしていた。

　マジ奇跡。

　じゃがいも、ニンジン、しらたき、豚肉と、器たる食材に最高の旨うま味みが染み込み、均等に凝縮して詰め込まれている。俺が作ってもこうはならないだろう。

「今度、大村さんに秘ひ訣けつを聞いて……いいや、ダメだ。それでは大村さんを越えることはできない。この奇跡は、自分の手で生み出さないと……」

　ぶつぶつとつぶやきながら、残りの肉じゃがを金色の汁ごと白米にぶっかけてかき込み、俺の本日の朝飯は終了。

　食器をシンクに置いて、いつも通り三姉妹の朝食作りに戻る。

　──葉咲家の家政夫になって、およそ半月が経った。

　日本の生活にもだいぶ慣れてきた。時差も完全に合わせることができたし、家政夫業もスムーズにこなせるようになった。

　この台所での炊事が特にそうだ。調理器具や調味料の位置なども目測で完璧に把握しているので、これぐらいの朝食であれば目をつむってでも作り切ることができる。焼き加減や煮込み具合などの時間調整も、０・０４秒の誤差範囲内で行うことが可能だ。

　それでも、大村さんの作る奇跡的な味は、やはり越えることはできないのだけれど。

　ともあれ──秘密組織フルピースのスパイをしていた頃には想像できなかった、穏やかでやさしい未来だ。

　子供の頃の俺が手に入れたかった未来ではないけれど……まあ、これはこれで悪くない。

「ん？」

　ふと。外の喧けん騒そうが強まってきていることに気づいた。

　リビングの窓越しに、わずかに女性の話し声が聴こえてくる。

　近所の主婦のみなさまが、朝の井戸端会議を始めたようだ。

「頃合いか」

　味み噌そ汁しるをかき混ぜつつ、俺は右耳のワイヤレスイヤホンに右手を添えた。

　イヤホンの側面にあるボタンを押し、通常機能から特殊機能に変更する。

　すると。無音だったイヤホンから、外の雑多な環境音にまぎれて、女性ふたりの話し声が聴こえてきた。

　玄関前の生垣に仕掛けた『盗聴器』が拾っている音声だ。

　このスパイ道具もまた、家の中に設置した監視カメラ同様、スパイ時代の元上司であるキャサリン・ノーナンバーに『念のために』と渡されていたものだった。

　ほかにも、いくつかスパイ道具は渡されているが……まあ、そちらはあまり使う機会はないだろう。

　というか、どんな事態を想定して渡してきてるんだ、キャサリンのやつ。

　家政夫に転職しただけで、敵地に赴くわけではないというのに……。

「よし、音質は良好」

　転職当時は、もうスパイではなく家政夫なのだからと、こうしたスパイ道具を使うことを躊躇っていたのだが……桜さくらがさらわれたあの一件を機に、使えるものはすべて駆使していこう、と考えをあらためた。

　そしていま、俺は解禁されたそのスパイ道具を駆使し、主婦のみなさまの会話から有益な情報を得ようとしていたのだった。

　スーパーのタイムセールとか、なんかそういう、家政夫にとって有益な情報をッ！

　……こんな使われ方したくない、と、盗聴器の泣く声が聴こえてきそうだった。

「この声は……向かいの田た中なかさんと、その隣に住む佐さ々さ木きさんだな」

　コンロのグリルに鮭さけを並べ、塩を振りながら、俺はふたりの会話に耳をそばだてる。

『──っていうことがあったんですって。お金持ちも考えものよねえ』

『白しら峰みね財閥なんて有名なお家となると余計に大変そうね……レジャー施設とかもすごい数を経営してたわよね？』

『たしか国内に数百店舗とかだったかしら──あ、それで思い出した。白峰財閥のではないけど、こないだ叶かな画え市の外れに、大型レジャー施設ができたんですってね』

『ああ、知ってる知ってる。〝ウィッシュランド〟とかいう、温水プールが楽しめる施設よね。この前、そこのスタッフのアルバイト募集のチラシが来てたわ』

『うちにも来てたわよ。ガキんちょ共が食べ盛りで食費がバカにならないから、ちょっと面接にでも行ってみようかしら？』

『いいわね、私も行ってみようかな……というか、チラシで思い出したんだけど』

『あ、もしかして〝ラインマート〟の限定セールのこと？』

『そう！　今日の午前十一時から一時間限定で、卵１パック五十円ですってね。スーパーのホームページにあるネットチラシにしか載ってなくて見逃すところだったわ。それも、おひとり様３パックまで買い放題なんですって』

「３パックも、だと……ッ!?」

　三人分の朝食を並べ終えたところで、思わず声に出してしまう俺。

　卵１パック五十円というだけでも驚愕なのに、それを３パックも購入可能なのか！

　スーパーのネットチラシは毎夜、寝る前に確認しているが、ラインマートのような隣町のスーパーまではチェックしていなかった。

「乗るしかない、このビッグでエッグなウェーブに……！」

　午前十一時から一時間ということは、午前十時半には戦場ラインマートに到着しておくべきか。このふたりが知ってるということは、主婦の情報伝達率を考えると最低六十人の主婦がセール情報を掴つかむ計算になる。こういった情報はネズミ算式に広がるものなのだ。

　六十人を相手に行われる卵争奪戦。おそらく、五分と経たずに完売するだろう。

　三十分前に店内に待機しておくことは、勝利の必須条件となる。

「となると、家事の順番をすこし入れ替える必要があるな……先に洗濯物を干して、戦場から帰ってきたあとに掃除機をかけるのがベストか」

「──んぁー……」

　と。

　そんな風に争奪戦に向けた戦略を練っていると、眠たげな声をもらしながら葉咲三姉妹の長女、夏なつ海みがリビングに現れた。

　目は半分閉じていて、足取りもおぼつかない。

　眠たげというか、まだ夢の中にいるようだった。

　ジャージはいつも通りのソレだが、今朝は淡い茶髪をポニーテイルに結わず、そのままストレートに下ろしていた。結う気力もなかったようだ。

　その鋭く切れ長の吊つり目も、いまではトロン、と眠気で垂れ下がっていた。そんな気の抜け切った状態でも美少女然とした容姿は見劣りしないのだから、これはもう単純に素材がいい、と言わざるを得ない。

　俺はイヤホンをズボンに仕し舞まうと、夏海が座るであろうテーブルに水を用意した。
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「おはよう夏海。ほら、まずは寝起きの水を一杯飲んでおけ。転ぶなよ」

　この状態でよく階段を降りてこられたものだ。

　フラフラの夏海の背中に手を添え、介護よろしくテーブルに向かわせる。

　すると。夏海はゆっくりと背中の手を見やったあと、寝ぼけ眼まなこのまま俺の顔を見上げて。

「……王子さま？」

　と、純粋無む垢くな子供よろしく、どこか期待するような声で、そうつぶやいたのだった。

　……ふむ。エプロン姿の王子というのも、なかなかにシュールだな。

　主従関係どうなってるの？　みたいな。

「俺は王族の出ではないが……まだ寝ぼけてるのか？」

「え──あ、…………は、はあぁッ!?」

　ようやくこれが現実だと気づいたらしい。

　夏海は半分閉じていた目をパッチリと開くと、俺から距離を取るように後ずさった。

　目測で、およそ二メートル。

　そんなに離れなくてもよくない？

「俺の心をシュン……、とさせるいいバックステップだ。目は覚めたようだな」

「あ、あたし……あれ？　さっきまで部屋で寝てて、あ、あれ……？」

「だいぶ寝ぼけてるな……水を飲む前に一度、顔を洗ってきたらどうだ？」

「あ、ああ……悪い、そうするわ」

　額に手を当てながら夏海はリビングを出て、洗面所に向かった。

　冷たい水で顔を洗えば、一発で完全に目も覚めるだろう。

「それにしても……王子さま、か」

　部屋に置いてあるファンシーなぬいぐるみなどで薄々勘づいていたことだが。

　案外、三姉妹の中で一番女の子らしいのは、夏海なのかもしれないな。







　午前七時。さっぱり目を覚ました夏海が朝食を終えると、入れ替わるように桜と秋あ樹きがリビングにやってきた。

　この時間には珍しく、ふたりともすでに制服姿だ。

　桜はいつものような『五秒前に起きました』みたいなボサボサヘアーではなく、キチンと黒髪のセミロングをセットしていて、トレードマークの桜のヘアピンも装着していた。

　秋樹も、毎朝下ろしている長い髪を綺き麗れいに三つ編みに結わいていて、いつでも出かける準備は万端といった様相だった。

「おはよう、桜、秋樹」

「おはよー」

「お、おはようございます」

「ふたりとも、今日は朝から用事でもあるのか？」

　桜と秋樹も、いつもだったらこの時間はまだ寝ている時間だけれど。

　緑茶を並べながら問うと、テーブルについた桜が面倒くさそうにため息をついた。

「学園祭の諸もろ々もろの準備よ。もう二週間もないからね。私は『白雪姫』の朝稽古で、秋樹もなんかあるんだってさ──いただきまーす」

　桜の合掌に合わせて、隣り合って座る秋樹も「いただきます」と小さく手を合わせた。

　弁当も詰め終えてすこし暇になった俺は、ふたりの対面に移動して、椅子に座る。

「学園祭の準備となると、帰りも遅くなりそうなのか？」

　遅くなるのなら、夕飯を作る時間をズラさなければいけなくなるが。

　俺の質問に、桜は淡々と食事を続けながら。

「いや、帰りはむしろ早いわよ……その、私の件があったからね。しばらくの間、学校側が下校時間を早めてくれるみたい」

「ああ、なるほど」

　先せん達だつて、桜が主犯格の鈴すず木きにさらわれたのは、陽ひが沈み始めた夕刻だった。

　その一件を受け、叶画高校が防犯措置を取ってくれたというわけか。

「先生方の判断に感謝だな。今度、冬ふゆ子こさんに代わって学校に直接お礼にでも──」

「絶対に来ないでッ！」

「拒否が力強すぎるッ!?」

「前に、私のクラスに乗り込んできたのを忘れたわけじゃないでしょ？　クロウが来たら絶対またややこしいことになるに決まってるんだから。アンタはおとなしくお家うちでステイしてなさい。返事は？」

「……了解した」

「うむ、よろしい」

　口くち髭ひげが生えた侯爵のように、満足げにうなずく桜。

　……まあ、うん。

　出向くのが無理なら、学校には電話で軽く感謝を伝えておくとしよう。

　それに、またあの事務員さんに遭遇して結婚を迫られても困るからな。

「ところで、秋樹のクラスは結局なんの出し物なの？　私、聞いてなかったわよね？」

　話題を変えるように桜が訊たずねると、秋樹は「ふぇッ!?」と明らかな動揺を見せた。

「べ、別に普通の出し物だよ」

「普通のって？」

「それは、あの……高校生が経営してもおかしくないレベルの、普通のやつって意味」

「へえ、経営ってことは喫茶店かなにかなんだ。なになに、なんのお店なの？」

「あ……、えっと…………は、はむッ!!」

「おわッ！」

　突如。断食五日目の修行僧よろしく、眼下の朝食にはむはむと食らいつき始める秋樹。

　ま、瞬く間に朝食がなくなっていく！　フードファイターもビックリだぁ！

　作った側としてはうれしいけども！

　ものの一分で朝食を平らげ、お茶で無理やり流し込むと、「ごちそうさまでした！」と秋樹は二階に逃げて行ってしまった。

　よほど、クラスの出し物について言及されたくないようだ。

「怪しいわね……今度、こっそり覗のぞきに行っちゃおうかしら？　へへへ」

「やめてやれ。知られたくなさそうだから、無理に詮索しないでやろう」

「はいはい、わかってるって。冗談で言ってみただけよ」

「まったく。悪戯いたずら好きな姉を持ったものだな、秋樹も」

　……なんて。そんな大人ぶったことを言いながら、俺も気にならないわけではなかった。

　家族に伝えにくい出し物……いかがわしいお店、とかではないよな？

　ついこの間、都内で『ＪＫビジネス』を行った違法店が摘発されたなんていうニュースを目にしたばかりだが……。

　ま、まっさかー……だって学校だし、そんな違法なことは、ねえ？

　でも、俺は学校というものを知識としてしか知らないから、もしかしたら、実際はそういった商売が横行しているのかも……。

「というか、そうだ」

　変な汗が背中に滲にじみ始めた頃。ふと思い出したかのように、桜はポン、と手を叩たたいた。

「クロウに言っておかなきゃいけないことがあったんだ」

「なんだ？　い、いかがわしいお店ならダメだぞ！」

「なんの話をしてんのよアンタは……じゃなくて、今日の放課後、友達と部屋で台本読みするから、そのつもりでよろしくねって話。あ、もちろんその友達は女の子だから。変な勘繰りはしないこと」

「ほう、友人が」

　三姉妹が友人を連れてくるのは、俺が家政夫になってはじめてのことだ。

「了解した。では、おやつに美味おいしいクッキーでも焼いて──」

「大丈夫、クロウは自分の部屋で待機してて。その子、二時間ぐらいで帰る予定だから。その間は外に出ないようにしてくれるだけでいいわ」

「……なにゆえ？」

「友達に会って変な詮索されないためよ。その子すごい恋愛脳だから、家政夫だって説明しても絶対『恋人なの？』とか訊きいてくるはずなのよ──そうなったら色々と面倒だから、部屋に隠れててほしいってだけ」

「ああ、なるほど」

　よかった。友人に見せたくないほど俺のことを嫌っているのかと心配になってしまった。

「そういうことなら自室で待機するとしよう。うん、桜に迷惑はかけたくないからな」

「ゴメンね。できるだけ早く帰らせるから」

「それでは友達に失礼だろう。俺のことは気にせず、自由に台本読みをするといい」

「えへへ、やさしいじゃん。ありがと」

　笑みを浮かべてうれしそうに言ったあと、「ごちそうさまー」と手を合わせる桜。

　そうか、友人が来るのか。

　すこし早い帰りということは、午後三時あたりには帰宅してくると見ていいだろう。

（それまでにクッキーを焼いて置いておけば、友人と遭遇することもないよな？）

　どうしても客人をおもてなししたい俺なのだった。

　それに、友人に『おやつのひとつも出てこないとか、桜の家ってショボくね？』などと思われてしまっては家政夫の名折れだからな。

　ここはひとつ、大村さんの家で開発した俺オリジナルのクッキーをご賞味いただこう！

　ふっふっふっ……いまから桜と友人の喜ぶ顔が目に浮かぶようだ。

「？　どしたの？　クロウ。私の顔になんかついてる？」

「左頬ほおに米粒がふたつ」

「あはは、そんな漫画みたいなこと──って、ほんとじゃんかッ!?」

　桜の乗りツッコミもよそに、俺はクッキー作製の野心を胸に、椅子から立ち上がる。

　よし。午前中ですべての家事を終わらせて、すぐにクッキー作りに取り掛かろう。

　でも、その前に、まずは限定セールの卵争奪戦に勝利せねばなッ！




　　　　□




『ウイーっス。クロウっち、いるー？』

「……いないって言ったら？」

『怒る』

「カルシウム摂とろう……？」

　午前九時半。三姉妹を見送り、洗濯物を干し終えたあと。さっそくクッキーの生地を練り冷蔵庫で寝かせたところで、その来訪者はやってきた。

　浅黒い肌と、金髪と黒髪のプリン頭がトレードマークの新妻ギャル。

　勝手に編成された『ママ友ふたり組』の片割れ──小こ林ばやし流る美み、そのひとである。

　相も変わらず、綺麗に分かれたプリン頭だな。

　……本当、不自然なくらいだ。

　俺は、手に付着したクッキーの粉をエプロンで拭き、インターホンカメラ越しに続けた。

「冗談はさておき。今日は焼肉には行きませんよ？」

『ふひひ、あーしも焼肉はしばらくいいっスかねー』

　数日前。小林が突然家に来たかと思うと、引越し祝いで焼肉食べ放題の無料チケットを二枚もらったというので、それならば、とご相伴にあずかった一幕があったのだ。

　腹が破裂しそうなほど焼肉を堪能した小林は、しばらく肉を見るのも嫌になったとか。

『今日はご飯のお誘いじゃなくって、別のお誘いで来たんスよー』

「別の誘い？」

『そうっスそうっス。あのね？　ちょっと急なんスけど、今週の土曜日に──』

「待ってください」

　と。

　俺はそこで、小林の話を一旦遮った。

『？』と不思議そうに首をかしげるカメラ内の小林を、いま一度確認する。

　注視する箇所は──綺麗に分かれた、プリン頭。

（焼肉のときは見間違いかもと思っていたが……これはもう、ほぼ確定だな）

　脳内で、過去の習慣を思い返す。

『な、なんスか？　まさかこのタイミングでトイレっスか？　あーし、このまま玄関前に放置プレイっスか!?』

「ああ、すみません。すこしインターホンの調子がおかしいみたいで──じゃあ、立ち話もなんなので中に入ってお話ししましょうか？」

『え？　と、唐突っスね……』

　中に入ることまでは予想していなかったのか、小林は露骨に動揺してみせた。

『あー、う、うん。それは、全然かまわないっスけど。でも、すぐ終わる話っスよ？』

「まあまあ。俺も、小林さんに話したいことができたので」

『できた？』

「ちょっと待っててください」

　訝いぶかしむ小林もよそに、インターホンカメラを切断。

　足早に玄関に向かい、困惑気味の小林を中に招き入れた。

「どうぞ。お入りください」

「お、お邪魔しやーっス……な、なんか緊張するっスねー」

「外で話すことが多いですからね、俺たち──スリッパはこちらに」

「あ、どうもっス」

「いえいえ」

　そう言って、俺は小林の足元に来客用のスリッパをストン、と並べ、壁にペタン、と左手をついたあと、右足で廊下をドスン、と一回踏み鳴らして、リビングに向かう。

　中途。廊下に飾られている花瓶の鏡面反射を利用し、背後をついてくる小林を確認する。

「へえ、綺麗なお家っスねー」

　小林は、まず最初になにもない天井を見上げたあと、すぐさま視線を落として、廊下のインテリアに目を輝かせていた。

　──確定だ。

「入る前からわかってはいたっスけど、やっぱ広いっスねー。このお家」

「本当に。掃除が大変で仕方ないですよ」

　リビングに入り、小林をテーブルに座らせたあと、俺は台所でお茶の用意を始めた。

　先ほどまで使用していた、ある道具を手に取り、背中に忍ばせる。

「おかまいなくっス。ほんと、すぐ終わる話なんで」

「いや、俺からの話はすぐには終わらないだろうからな。ゆっくりしていってくれ」

「な、なんか怖いっスね……そのクロウっちの話って、いったいなんの話なんスか？」

「俺の話からするか？　別に小林の話からでもかまわんが」

「あーしはどっちでもいいっスけど……つーかクロウっち、急に敬語抜けてね？　あーしのことも呼び捨てになってるし」

「すまないな。俺は昔から、同業者にはこういう接し方をするようにしているんだ。正確には、元同業者になるんだが」

「……同業者？」

「では、俺の話からしよう」

　あとに引き伸ばすほど、楽しい話というわけでもない。

　ふたり分のお茶を運び、小林の対面のテーブルに座ると、俺は告げた。




「小林──お前、どこのスパイだ？」




「…………はい？」

　唖あ然ぜんとした顔をする小林。

　まあ、そう素直には自白しないか。

「と、突然なんスか？　あーしがスパイ？　スパイって、映画とかドラマに出てくるやつっスよね？　サイレンサー銃とか持って情報を盗んだりする……」

「そう。だからその諜報員オフイサーなんだろ？　お前は。どこの組織かまでは読めないが……まあ、スパイ組織のシェアを鑑みるに、おそらくは四影大陸フオーグラウンドのどれかだろうな」

「ふ、ふひひひッ！」

　小林は心底おかしそうに笑い始めた。

「真面目な顔で切り出すからなにかと思えば、クロウっち冗談キツイっスよー！　もしかしてとは思ってたっスけど、クロウっち、ガチの天然さんっスか？」

「そのプリン頭」

　このままでは埒らちが明かない。

　半ば無視するようにして、俺は緑茶をすすりながら述懐を始めた。

「お前と出会って半月経たつが、驚くほどまったく変化していないな。人間の髪は、半月もあればコンマ数ミリは伸びる。どんな人間だろうと確実に伸びる。にもかかわらず、お前の髪は数日前の焼肉のときに比べて、０・６３ミリ、金髪部分が上にせりあがっている──なんの意図があってかは知らないが、１ミリにも満たない金髪部分をわざわざ染め直して、意図的にプリン頭を維持している証拠だ」

「──、──」

「俺は目測が得意でな。ミリ単位で数値を把握することができるんだ──まあ、そこまでならまだ、変わったひとなんだな、と無理やり納得することがきる。不自然ではあるが不可解ではない。これは、お前を疑うことになったきっかけに過ぎない」

　だが、と俺は湯ゆ呑のみを置き、続ける。

「お前はさっき、俺の『伝言』に反応した。天井を見ろ、という、スパイしか知りえない【スパイ言語】にしっかりと反応していたんだ」

　小林の足元にスリッパを、ストン。

　壁に左手を、ペタン。

　右足で廊下を、ドスン。

　小林対象者の眼下、足のつま先から27センチ前方の位置に、履き物を使用した音を一回。

　小林の目線より12センチ上方、左手側の壁を叩たたく音を、左手で一回。

　右足の踵かかとで踏みつける47ｄＢデシベル相当の音を、小林の左前方１・２メートルの位置で一回。

　これら三つの状況、三つの音をスパイ言語で解析すると、

『天井を見ろ』

　という指示になる。

　日常音の中にまぎれ込んでいるこうしたスパイ言語を聞き逃さないようにするのが、俺の習慣であり日課であった。

「この家はデザイナーズハウスのように無駄に洒落しやれていて、廊下のインテリアもそれなりに目立つ造りになっている。なのに、小林はインテリアには目もくれず、まず真っ先に、なにもない天井を見た。まるで、誰かに指示されたみたいに不自然に、そして的確にな。この事実だけでも、お前がスパイであるという証拠には充分すぎる」

「…………」

「スパイではないことを証明するために、指示を無視することもできた。だが、はじめてこの家に入るお前にはそれができなかった。この家は俺の領域テリトリー。小林からすれば敵の根城だ。なにが仕掛けられているかわからない──だから、お前は指示に従った。罠わなだとわかっていても、なにがあるかわからない天井を確認せずにはいられなかったんだ」

　だから、小林は天井を見たあと、『すぐさま』視線を落としていた。

　まるで、スパイ言語を理解していない一般人を装うかのごとく。

　敵の根城への侵入。家に入ろうとするだけで、あれだけ動揺するわけだ。

　小林は、すこしだけ口端をゆがめて。

「……あーしが、単なる天井好きだったのかもっスよ？」

「かもな。限りなく低いが、その可能性も残されてはいる──だから、ほら」

　区切って、俺は小林の目の前にある湯ゆ呑のみを顎で示した。

　小林からすれば、自身の素性を明かそうとしてくるいまの俺は、敵でしかない。

　そんな敵が淹いれた、お手製のお茶だ。

「そのお茶、一口だけ飲んでみてくれよ。ほんの一口でいい、それだけで効いてくるはず……おっといけない、口がすべった」

「……、なんか入れたんスか？」

「まさか。客人の飲み物になにか入れるだなんて、そんなことするわけないじゃないか。失礼だろ。そもそも、さっきから俺は同じお茶をぐびぐび飲んでるだろうが」

「──、──」

「だから、ほら。スパイじゃないと言うのなら、俺の淹れたお茶を──」

　瞬間──ガタッ、と。

　小林がわずかに腰を浮かしたのを見て、俺は背中に忍ばせていたある道具を一瞬で引き抜き、ビタッ、と彼女の額に突きつけた。

　クッキーの生地を混ぜるための『ゴムベラ』だ。

　それこそ、サイレンサー銃とかだったらサマになっていたんだろうけどな。

　家政夫の俺には、こうした調理器具のほうがお似合いだ。

「──飲めない、ってことは、スパイだと認めるってことでいいか？　『小林流美』」

「…………あーしを、どうするつもりっスか？」

　警戒心を最大限に、突きつけられたゴムベラをにらみながら問いかけてくる小林。

　大方、ひどい拷問にかけられた上で排除殺害されるのでは、と危惧しているのだろう。

　スパイらしい思考回路だ。

　が。小林がスパイだと判明したところで、俺は特になにもするつもりはなかった。

　拷問や排除はもちろん、そのネタを弱みに利用する気もサラサラない。

　半月という期間を鑑みても、俺を排除しに来た刺客という線は薄いだろうから、無駄に敵視するつもりもない。
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　もちろん吹ふい聴ちようする気もなければ、キャサリンに密告する気もなかった。これはあくまで、野宮クロウという家政夫の身に起きた個人的な問題なのだから。

　ただまあ、俺の前職を知った上で近づいてきているのは間違いないだろうから、小林の素性と、近づいてきた目的は吐いてもらうつもりだった。

　そのあとは、普通に見逃してハイ終わり。それだけだ。

　しかし。

　小林スパイとしては、そんな『なにもない結末』は享受できない。

　スパイであることをバラされたのに無傷で見逃される……そんな都合のいい展開、小林の心理からすれば、なんの対価もなく大金を渡されるようなものだろう。

　絶対に裏がある、と勘繰ってしまうわけだ。

　であれば、それ相応の──見逃されるに足る対価を用意してやるしかない。

　俺は、ゴムベラをテーブルに置いて。

「そうだな。お前には、素性と目的を明かした上で、俺と理不尽な契約を結んでもらう」

「……理不尽な、契約？」

「そうだ」

　残りのお茶を飲み干し、わざとあくどい表情を作って、俺は続ける。

「小林には俺専用の協力者エージエントになってもらう。俺の命令に必ず従う、絶対的な服従者にな。この契約を結ばなければ……どうなるかわかるよな？」

　俺が困るだけだが。

「……、なるほど、スパイであることを言い触らさない代わりに、あーしに奴隷になれ、って言うんスね？　く、クロウっちもなかなか、ゲスなこと考えるじゃないっスか」

「え」

　予想外の解釈をされてしまった。

「いいっスよ、望むところっス。そのほうがこっちとしても逆に安心っスよ。それで、どんな命令をするつもりなんスか？　こ、ここで裸になれ、とでも命令するっスか？」

「いや、風邪引いちゃうだろそれ。自分の身体からだを大切にしなさい」

「真面目な注意っスぅ……」

「そんな恥ずかしいのじゃなくて、もっと単純な命令だよ──じゃあ、最初の命令な？」

　コホン、と咳せき払ばらいをはさんで、俺は言った。

「俺と一緒に、隣町のラインマートに行って、卵を買ってもらう」

「……は？」

「スーパーだよ、スーパー。そこで卵１パック五十円の限定セールがあるんだ。おひとり様３パックまで買えるらしいから、ふたりで６パック買える計算になる──そこでさらに追加の命令だ。無事卵を購入することができたら、小林には手に入れた卵３パックのうち、２パックを俺に献上してもらう！　どうだ、理不尽すぎて泣けてくるだろうッ！」

「────」

「なんだその呆あきれた顔。あ、代金はちゃんとあとで払うからな。安心して俺のために卵を買ってくるといい。俺専用の協力者として、従順にな！」

「…………いや、もう、なんつーか……ほんと」

　緊張の糸が切れたのか。

　心底呆れ果てた、と言わんばかりに脱力し、ズルズル……、と椅子にもたれかかると、小林はすこし小馬鹿にしているような視線をこちらに向けてきた。

「クロウっちって、マジでバカだったんスね……三流スパイなわけっスよ」

「普通に傷つくが？」







　その後。

　小林の素性と目的を訊きいていく中で、十九歳という年齢は正しいソレだが、小林流美という名は偽名、その経歴もすべて嘘うそであることが判明した。

　新妻ギャルという『キャラ』も、作られたものだったらしい。

　浅黒い肌も、『ぬおっ』や『ぬはぁ』などの変わった驚き方や『～ナス』などの語尾も、すべてキャラ付けの一環だったそうだ。俺も、気にはなっていた。

　特徴的な言葉を使うことで自身のキャラをより濃く印象付け、一般人として主婦たちの輪にまぎれ込んでいた、というわけだ。

　これは一見すると、スパイは目立ってはいけない、という大前提に反するように思えるが、実はそうでもない。

　スパイであれば、影の薄い主婦を演じることもできる。

　しかし変な話、目立たなすぎる人間というのは、逆に目立ってしまうものなのだ。

　周囲から浮く、というやつ。

　浮いてしまった存在は、その輪を離れるまで嫌でも目立ち続けることになる……小林はそれを怖おそれ、多少なりとも濃い新妻キャラで通すことにしたのだろう。

「その『あーし』っていう一人称や『～っス』っていう語尾も、キャラ付けの一環か？」

「いや、それは関係ないっス。覚えた日本語がギャルっぽいやつだっただけで」

　覚えた日本語、ということは海外出身か。

　そうなると、日本人のような茶色の瞳はカラーコンタクトで、髪の毛は金髪だけでなく黒髪部分もわざと染め直している可能性があるな。

「もうすこしマトモな日本語があっただろうに……それじゃあ、新婚っていうのも」

「より主婦に見られるようにするための偽装っスね。──ナッくんは、実在するひとっスけどね。名前だけ借りてる感じっス」

「じゃあ、そのプリン頭は？」

「これも、一応キャラ付けの一環ではあるんスけど……」

「けど？」

「……まあ、この髪色にした意味は特にないっスよ。強いて言うなら、あーしが黒と金のプリン頭が好きだったってだけの話っス」

「そうか。変わってるんだな、小林」

「クロウっちにだけは言われたくなかったっス……」

　そして──肝心の所属組織。

　小林流美は、監視団体パシフィックボーンのスパイだった。

　智ち略りやく家かとして有名な老スパイ──ボルズ・パゴレレの部下ということになる。

　パシフィックボーンはその名の冠する通り、スパイ組織を監視するための団体だ。

　スパイ組織の金の流れや諜ちよう報ほう員いんの流れ、情報の流れなどの異変を素早く察知し、スパイ界かい隈わいの治安を維持する。

　言わば、スパイ専用の警察だ。

「パシフィックボーン所属ってことは、俺に近づいてきた目的は……」

「『元ナンバーナインの監視および抑制』。それが、あーしに与えられた任務っスよ」

「監視と、抑制？」

「要はブレーキ役っス。フルピース史上最強のスパイ十じつ指し……そんな、とんでもない力を持った危険な人間が、一般人たちが暮らす表世界に出てくるんスよ？　暴走しないように見張るのは当然の話じゃないっスか」

　となると、半月前のあの日。

　葉咲家の前に現れた小林は、まさしく大胆不敵に俺を監視しにきていたわけか。

　というか。

「……あの爺じいさん、俺を危険物かなにかと勘違いしてるんじゃないのか？　暴走なんて、俺がするわけないだろう」

「あくまで保険の監視っスよ──つか、ボスは最近まで、クロウっちが解雇された事実を疑ってたみたいっスけどね。潜伏させてるあーしに、何度もクロウっちの現状を確認してきたっスから。『本当に家政夫に転職しているのか？』『ただ趣味でエプロンを着けてるだけじゃないのか？』って……まあ、誰かになにか言われたのか、つい先日ようやく信じたっぽいスけど」

「俺は、危険だと思われてたっていう事実が信じられないよ……」

　ともあれ、だ。

　これで小林の素性は知れ、その目的も割れた。

　一応は知り合いであるボルズの指令の下、俺のみを監視しているというのであれば現状、放っておいても問題はなさそうだ。

　小林の任務内容が俺の排除に切り替わったとしても、物騒な話だけれど、返り討ちにすればいいだけの話だ。

　先ほどの反応速度からするに、小林は実戦型のスパイではない。

　俺のような元スパイでも充分に対処できるはずだ。

「あ、ただしひとつ忠告。どんな事情であれ、三姉妹に危害を加えたら小林だろうと容赦しないからな？　そこだけは肝に銘じておいてくれ。俺がこの話を切り出した目的は、三姉妹を守るためでもあるんだから」

「大丈夫っスよ。別にそっちに用はないっスから」

「そうか、ならばよし。気が済むまでただの家政夫を監視していくといいさ。時間の無駄だと思うけど」

「そうさせてもらうっスよ。バレた以上、気兼ねなく監視活動も行えるっスからね」

　ニヤリ、とシニカルな笑みをたたえる小林。

　なるほど。小林がここまで情報を素直に、詳つまびらかに明かしたのは、今回の任務に対してどれだけ強い決意を抱いているかの裏返しでもあるわけだ。

　背水の陣というか、捨て身の覚悟というか。

　まあ──スパイは嘘をつく生き物だ。

　小林のこの吐露がすべて嘘だったとしても問題ないよう、警戒だけは怠らないでおこう。

「開き直られても困るがな……まあ、三姉妹が無事ならかまわないか。好きにするといい。とりあえず、お茶でも淹いれ直そうか」

　話の区切りとばかりに俺は立ちあがり、台所へ。

　時刻は午前十時前。そろそろラインマートに向かう準備を始めないとな。

　と。ポットのお湯をそそぎ、お茶を淹れ直していると、テーブルに座る小林が目の前の湯ゆ呑のみを見つめながら訊いてきた。

「あの、クロウっち」

「なんだ？」

「それで、結局このお茶にはなにが入ってたんスか……？　毒薬、とか？」

「……すまん。さっきのはブラフだから、それは普通に飲んじゃって大丈夫だぞ」

「なッ、……」

　ただのお茶をずっと警戒していたことに、恥ずかしさを覚えたのだろう。

「だ、だから三流スパイなんスよ……」

　不ふ貞て腐くされたように湯呑みを手にする小林の頬ほおは、薄い朱色に染まっていた。







　そうして。

　一通りの話を終えた俺たちママ友ふたり組は、ラインマートに向かった。

　結果──俺は卵を買えなかった。

　なんの成果も得られませんでした。

　店内には予想を超える七十名あまりの主婦が集っていた。彼女たちの覇気はすさまじく、セールが始まった瞬間に俺は吹き飛ばされ、卵を目視することすら叶かなわなかった。

　主婦の軍勢、おそるべし。

「余裕で買えるだろうと思って、冷蔵庫にあった卵を全部クッキーに使ってしまった……今日の夕飯も、卵スープとオムライスにしようと思っていたのに」

「あの、クロウっち」

　と。自身の無力さに失望しながら店外に出ると、小林がバツが悪そうに話しかけてきた。

　その手には、ラインマートのビニール袋。

　中には、追い求めていた卵が３パック、しっかりと入っていた。

「なんか、運よく人混みに飲まれずに買えちゃったんで、契約通りに２パック渡すっスよ……だから、その、そんな落ち込まないで？」

「……いいのか？」

「もちろんっスよ。そもそも、あーしこんなに食べきれないし」

「すまない、それでは遠慮なく……あ、これお金です」

　すでに契約関係が怪しくなっているやり取りだった。

　俺専用の協力者というか、俺専用の介護者のようだった。

　今度なにかお礼をしないと……、と考えながら帰路についていた最中、小林が「つか」と思い出したように切り出してきた。

「あーし、こんな卵を買うためにクロウっちのところに来たんじゃないんスよ。話があるんスって」

「こんな卵て」

「今週の土曜日に、公民館近くの公園広場で『古こ書しよ古こ書しよバザー』ってのがあるんスけど、よかったらクロウっちも行かないっスか？　その名の通り、古い本がいっぱい並ぶバザーらしいんスけど、昨日大村さんに誘われたときに、よければクロウっちも誘っておいて、って頼まれてたんスよー」

「なるほど、そうだったのか」

「主婦の中に溶け込むためには、こういう地味に面倒くさいイベントにも積極的に参加しないとなんスよねー……で、どうっスか？　クロウっち」

「ふむ、バザーか」

　小林の言う通り、地元住民と交流を深めるという意味でも、行かない選択肢はないか。

　これも、家政夫道を極めるため、ひいては協力者を増やすための活動の一環だ。

「それでは、土曜日は予定を空けておこう。開催時刻は？」

「午前十時っス。ああ、もちろん三姉妹の誰かを連れて来ちゃっても大丈夫っスからね。むしろ、大村さんは連れて来てほしい、みたいなこと言ってた気が」

「了解した。予定が空いてそうなら連れて行く」

　読書好きの秋樹なんかは目を輝かせながらついて来そうだ。

「お願いするっスね──あ」

「どうした？」

　訊たずねると、小林は隣り合う俺の顔をチラチラと見やりながら。

「……あーしは、クロウっち専用の協力者なんスよね？　クロウっちの命令には、絶対に従わないといけない服従者、と」

「？　そうだな。そういう理不尽な契約だ」

「じゃあ、いつでも奴隷のあーしを呼び出せるように、連絡先とか交換しといたほうがいいんじゃないんスか……？」

「ああ、それもそうか」

　いつも小林が家に来ていたので、連絡先交換の必要性を失念していた。

　ポケットからスマホを取り出し、さっそくお得意の『フリフリ』機能を準備する。

　自分から提案してきた小林は、なぜか面食らったような顔をしていた。

「ほら、小林もスマホを出せ。フリフリっていう機能で交換しよう。知ってるか？　フリフリ。これが意外と楽しいんだ」

「……それは、命令？」

「命令命令。いいから早く出せ。じゃないとひとりで勝手にフリフリしちゃうぞ？」

　交換相手がいないのにフリフリするとか、もはや奇行である。

「ふひひ。そっスか、命令っスか。命令なら仕方ないっスね」

　俺のフリフリ煽あおりを受けて、小林はなぜかうれしそうにスマホを取り出すのだった。

　命令されて喜ぶとか……。

　やはり、小林もなかなか変わったスパイのようである。




　　　　□




　小林の温情を受けて見事卵２パックを持ち帰った俺は、残りの家事を終わらせたあと、大急ぎでクッキー作りに取りかかった。

　寝かせていたクッキー生地を星やハートの形に型抜きし、オーブンに入れる。

　リビングにおいしそうなバターの香りが充満してきた頃には、時計はすでに午後二時を回っていた。

「あとはこのまま十五分焼くだけだな。ふぅ、なんとか間に合っ──、ッ!?」

　そのとき。玄関先からガチャリ、と扉の開く音がした。

　同時に、桜と知らない女の子の会話が聴こえてくる。

　今朝話していた『恋愛脳の友人』の声だろう。

「そんな！　帰ってくるのはまだ先だとばかり……こんなに早かったのかッ!?」

　勝手に午後三時あたりだろうと思い込んでいた。

　テーブルの上に置いてあるスマホに目を向けると、チカチカ、とＲＩＮＥのメッセージ受信を伝える光が点滅していた。おそらく桜が下校を始めたときにでも『いまから帰る』と連絡をくれたものだろう。クッキー作りに夢中になりすぎて気づかなかった！

「ど、どうにかして身を隠さねば！　桜に怒られ…………、あ」

「「あ」」

　大慌てで台所を離れようとするも、間に合わず。

　クッキーの匂いにつられて台所を覗のぞきに来たのであろう。リビングの入り口に立つ桜、そして、その友人と目が合ってしまった。

　そこに俺がいるとは思っていなかったのか。桜も友人も、驚きに目を見開いている。

　……桜の驚きは、また別の意味なのだろうけれど。

　俺は、拳銃を前にした一般市民のように、恐る恐る両手をあげながら。

「す、すまない、桜。ふたりのためにクッキーを作っていたらＲＩＮＥに気づかなくて、部屋に隠れる暇が──」

「──うおぉッ!?　まさかまさかのイケメン家政夫さんじゃないですかーッ！」

　と。

　そんな歓喜の声をあげながら、桜の友人が俺の目の前にまで詰め寄ってきた。

　すこし制服を着崩した、垢あか抜ぬけた外見の女の子だった。首のネクタイは緩み、スカートも危ういほどに短い。ギャルというほど派手ではないけれど優等生とは呼べない、そんな恰かつ好こうの女生徒だ。

　というか、この声……。

「なんだよ桜ー。『出かけてると思う』とか言いながら、イケメンさん普通に家にいるんじゃーん！　ねえねえイケメンさん、ウチのこと覚えてます？　教室にテロって来たとき、ウチ桜の後ろの席にいたんですよ？」

　テロって来た、というのは、テロという単語から推察するに事前通告もなしに乗り込む、といった意味合いだろうか？

　以前教えてもらった『タピる』といい、若者の日本語は面妖で難解だ。

「すまない……ちょっと覚えてないかもしれん」

「ぐはぁッ!!　ショックだけど、そりゃ覚えてないですよねッ！」

「でも、その声は覚えてるよ。桜の一件のとき、夏海の電話に出てくれた子だろ？」

　桜がさらわれたあの日。

　桜の行方を探るために夏海が電話をかけた相手の声が、この子の声だったはずだ。

　まさか今日、この子が来るとは思っていなかったけれど、いつか直接お礼を言えたら、とは思っていたんだ。

「あのときは本当にありがとう。おかげで桜も無事救えた。全部きみのおかげだ。本当に、本当にありがとう」

「────」

「まあ、顔も覚えてなかった失礼な俺が言っても説得力に欠けるというか、あまり感謝されてる気にはなれないかもしれないだろうが……」

「──相あい崎ざき祥しよう子こです」

　突然。

　桜の友人──相崎は、真面目な口調でそう自己紹介すると、右手を差し出してきた。

　俺は首をかしげながらも、その右手を握り返して。

「野宮クロウだ。呼び方は好きにしてくれてかまわない──、あ」

「え？」

　握手をした状態のまま、相崎の右耳付近の髪に左手を伸ばし、『ある物』をつまんでポケットに入れる。

　アイツ、こんなことまで……。

「な、なんです？　ウチの髪、変でした？」

「いいや、ちょっとゴミがついてただけだ。髪は別に変じゃないよ」

「そうですか、よかった……それで、野宮さん。唐突ではあるんですが」

「うん？」

「ウチと、結婚を前提にお付き合いし──」

「──はい、ストーップ」

　階段四段飛ばしぐらいの相崎の告白を遮って、桜が会話に割って入ってきた。

　と同時に、相崎の両肩を鷲わし掴づかみ、俺から引き離すようにして後方に引っ張っていく。

「な、なにすんの桜！　いまから式場の相談するとこなんだけど！」

「妄想飛躍しすぎ。というか、なんでいきなり付き合う話になんのよ」

「だって、声でウチだって気づいてくれたんだよ？　別に特徴的でもなんでもないこの声で！　なんか、顔見て気づかれるより運命感じるじゃん！」

「恋愛脳こじらせすぎでしょ……というか、クロウは毎日の家政夫業で忙しいんだから、アンタと付き合う暇なんてないの」

「えー？　またまたー。それマジです？　野宮さん！」

「……まあ、そうだな」

　桜の無言の圧をひしひしと感じながら、俺は答える。

「俺はまだ家政夫になりたてだから、いまは誰かと付き合うとかは考えられないかな。家政夫業に慣れてきたら、わからないかもしれないが」

　女性経験がないから、どう付き合ったらいいかわからないだけだけれど。

　俺の回答に、なぜか桜は「ふふん」と至極うれしそうに鼻を鳴らした。

「ほら、私の言った通りでしょ？　だから、クロウと付き合うのは諦めなさい」

「えぇー！　ウチも隣の組の矢や田だみたいに、年上の彼氏ほしかったのにー！」

「祥子には無理」

「考えうる限りの辛辣ッ!!　てか、わかった！　桜がそうやって諦めろって言ってくるのって、実は野宮さんのことが──」

「私にとってクロウはただの家政夫。それ以上でも以下でもないから。恋人だなんて以もつての外ほか。ほら、わかったらさっさと二階に行くわよ」

「ち、ちょっと！」

　抵抗むなしく、強引にリビング外の階段にまで追いやられてしまう相崎。

　さすがは桜だ。俺に拮きつ抗こうする腕力の持ち主なだけある。

「あ、相変わらず力強いな……わかった、野宮さんは諦めるから、力で押すのやめて！」

「じゃあ、素直に私の部屋で待ってる？」

「待ってる待ってる！　だからその暗殺者の目はやめて！」

「誰がキリングマシーンよ！」

「そこまでは言ってなくないッ!?」

　桜に押し負け（物理的に）、相崎は渋々といった様子で二階にあがっていった。

　相崎が二階に行ったのを確認したあと、桜はため息をひとつ。

　疲ひ労ろう困こん憊ぱいといった様子でリビングに戻ってきた。

「ご、ゴメンね。ほんと、勢いだけはすごい子で……」

「いや、こちらこそすまなかった。クッキー作りに夢中になりすぎた……結局、桜に迷惑をかけてしまったな」

「いいって、がんばって作ってくれたんだから怒れないわよ。というか、隠れてほしいってのは私のワガママだったわけだし。クロウはなにも悪くないわ。こっちこそゴメンね」

「なにを言う。桜こそなにも悪くないさ。謝らないでくれ──、お」

　と。タイミングを見計らったかのように、オーブンから調理終了の電子音が鳴った。

「ちょうどよかった」

　俺はオーブンに向かい、さっそくクッキーを取り出す。

「ほらほら、いい匂いだろ？　二階に行くついでに焼き立てを持っていってくれ。うん、なかなか上手に焼けたな」

「グッ……わ、私が作るのよりおいしそう……なんか悔しいわね」

「飲み物はなにがいい？　甘めに作ったから、紅茶のほうがいいと思うが」

「じゃあそれで」

「了解した」

「…………ダメだからね？」

　バターとココアの香りが混ざり合う中。そっと台所のカウンターにまでやってきた桜は、消え入りそうな声でそう言った。

　どこか拗すねたように唇を尖とがらせ、上目遣いにこちらを見ている。

　俺はミトンを両手から外して、クッキーを器に移しながら。

「ダメというのは、紅茶の話か？」

「じゃなくって……家政夫業に慣れてきても、ダメだから」

「……あ、さっきの誰かと付き合う云うん々ぬんの話か？」

　なかなかに厳しい職場だ。

　いやまあ、そもそも付き合える相手なんていないけれど。

「あはは、仕事に慣れてきてもダメなのか」

「ダメ。さっきの祥子はもう仕方ないけど、ああやって握手するのも、ほんとはダメ」

「19・２秒つないでいただけなのに？」

「やけに細かく測ってんのね……そ、そうよ。何秒だろうとダメ。だってクロウは、その、私がマーキングしてるんだから」

「マーキング？」

「……、く、クッキーはあとで取りに来るから！　それじゃあ！」

　途端。口早に言い置いて、桜は駆け足で二階に行ってしまった。

　耳まで真っ赤だったが、大丈夫だろうか……？

　まあ、あれだけ元気に走れれば心配ないか。

「──ああ、なるほど」

　ふと。ここで俺は、ようやく桜が言っていたマーキングの意味に思い至った。
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　桜を無事救った数日後。

　風呂場で頬ほおにお礼のキスをされたとき、たしかそんなことを言われていたんだった。

　そうか、あれは。

「『私の家政夫だから』──という意味のマーキングだったのか」

　あのキスはまさに、王女が騎士の所有権を示すソレ。

　唾を付けられているわけだ、俺は。

　にしたって、付き合うのはもちろん握手まで禁止とは……マーキングを経たことで、桜王女さまの独占欲は日に日に強まっているようだった。

「なんであれ、嫌われていないようでなによりだ」

　すこしだけうれしい気持ちになりながら、さっそく紅茶の用意に取り掛かる。

　お湯をそそいで、香りづけに蒸らし始めた、その最中。

「さて、……と」

　桜たちの気配が完全に二階に移動したのを確認すると、俺はポケットに手を入れ、相崎の髪に付着していた『ある物』を取り出した。

　──盗聴器だ。

　リビングの窓を背にしていたから太陽光の反射で気づくことができたが……一般人なら、見逃してしまうだろう。それほどまでに極小のサイズ。俺が生垣に潜ませているものより何十倍も小さい。

　メーカー製ではない、あらゆる企業のパーツを混ぜて組み上げられているオリジナルだ。たとえるなら、刑事ドラマなどでよく見る、各社新聞の文字をランダムに選んで作られた継ぎはぎの脅迫文のようなもの。これでは作製者の特定は不可能に近い。

　スパイが好んで使用する、複合タイプの盗聴器だ。

　強風で吹き飛ぶほどの軽量であることから、学校にいる間ではなく、ここに来るまでの短い通学路で付けられたものと思われる。

　が。引っつけられていたのは相崎だが、彼女はあまりにスパイから『遠い』。

　本来の対象者ターゲツトは、この葉咲家に関連する人物……まあ、俺と見て間違いないだろう。

　仕掛けた犯人は、いまさら推測するまでもない。

「やってくれるな、小林」

〝──気兼ねなく監視活動も行えるっスからね──〟

　気が済むまで監視するといい、とは言ったが、まさかここまでしてくるとは。

　さすがは現役スパイと褒めるべきか……やれやれ、抜け目のないやつである。

　しかし──監視活動は許したが、それに対抗しないとは言っていない。

　大胆不敵に監視を強めてくるのなら、こちらもそれ相応に対策を強めるのみだ。

「悪いな」

　一応謝罪を入れ、盗聴器を親指と人差し指で挟み、力を込めてパキッ、と粉々に砕く。

　バラバラになった残骸を包丁の柄で潰し、もはや粉末状になったソレをゴミ箱に捨てた。

「これでよし……お、そろそろか」

　両手を洗って粉末を流し、紅茶をティーカップにそそいでいく。

　甘い匂いと──俺の甘い考えが充満していた、午後二時半の一幕である。




　　　　○




「は、はああぁーー…………」

　リビングから慌てて二階の自室に駆け込んだ直後。

　バタン、と後ろ手に扉を閉め、私はその場に力なく尻もちをついた。

「お、どしたん桜。すごいクソデカため息じゃん。野宮さんとなんかあった？」

「……なんもない」

　そう。なにもない。

　半月前のあの日。はじめてクロウを目にして、なんかお父さんに似てるなと思ってジっと見てたら、なぜか夏なつ姉ねえが私の顔を確認してから『採用』って言っちゃって……それから、お風呂で服を濡ぬらされたり、教室に乗り込まれたり、一緒にスーパーに行ったり、温泉にふたりっきりで行ったり、さらわれたのを助けてもらったり。

　そういう諸もろ々もろを経た結果。

　私の気持ちも、まあ、そういう方向に傾いていって。

　男のひとは苦手だけど、クロウだったらいいかなみたいになって、マーキングと称した宣戦布告のキスをしたわけだけれど……クロウとの関係はまだなにも、なにも発展していなかった。

　……ただのお礼、っていう私の照れ隠しを真に受けてるのかな？

　というか。さっきの反応からするに、私のキスを挨拶かなにかだと勘違いしてるような気がする。クロウは海外が長かったからね。こういう嫌な予感は当ててしまう私なのだ。

　だから、なにもない。

　特別な関係に発展するような兆候は、いまだどこにも見当たらない。

　──なら、もう自分で生み出すしかない。

　すこしだけ積極的に、受動態じゃなく、能動態でいくしかない……！

「待ってばっかじゃ始まらないもん……うん、がんばる、がんばろう」

「なんかブツブツ鼓舞してんねー。台本読みもやる気マックスってことだ！」

「ところで、祥子」

「なんじゃらほい」

「頬にキスするのって、普通はどういう意味を持つと思う？」

「え、初夜の合図じゃないの？」

「…………」

「もしくは結納しましょうってアピール？　いや、どっちもアリか……うん、どっちもアリだな！　どっちもアリでお願いしますッ！」

「祥子に聞いた私がバカだったよ……」

　友人のぶっ飛んだ恋愛脳を前にして、私はクソデカため息をひとつ、もらした。




　　　　□




　時間は過ぎ。

　桜の友人、相崎祥子が帰ってから数時間後の、午後七時前。

　小林に譲ってもらった卵で予定通りオムライスを作り、さて桜と秋樹を呼ぼうかと廊下に出たところで、ガチャリ、とタイミングよく玄関の扉が開いた。

「おお。おかえりだ夏海」

「……ただいま」

　覇気のない弱々しい微笑で応え、靴を脱いでリビングに向かう夏海。

　怪け訝げんに眉をひそめつつ、とりあえず階段下から二階に向かって「夕飯ができたぞ」と呼びかけておいて、俺はリビングのソファに座る夏海の下へ。

　大学でなにか嫌なことでもあったのか？

　そう訊たずねようとする前に、俺の存在に気づいた夏海が「なあクロウ」と声をかけてきた。

「明日の夕飯、あたしの分はいらねえから……そのつもりでよろしくな」

「そうなのか。なにか用事でも？」

「……うん」

　区切って、夏海は両手で膝を抱えると、困ったように苦笑しながら言った。

「合コンに、行かなくちゃいけないんだ」








第二章　元スパイは夏なつ海みを案じて変装する。






　　　　▼▼





　ある村に、ひとりの女の子が住んでいました。

　その女の子は、とってもキレイな顔をしていました。

　村のおとなたちからは「村一番の美少女だ」とほめられ、村の男の子たちからは「顔がキレイだね」といつも告白されていました。

　でも、女の子はちっともうれしくありません。

　女の子は、もっとほかのところを見てほしかったからです。

　ほめられるたびに、女の子のその思いは強くなっていきました。

　そんなある日。

　女の子のうわさを聞きつけて、その村をまもっている領主がたずねてきました。

　領主は言いました。

「オレさまの妻になれ。さもなくば、この村をでていってもらう」

　女の子の両親はカンカン。大きな声で、領主に反対しました。

　けれど、このままでは領主に「なまいきなやつらだ！」としかられ、両親まで村を追いだされてしまうかもしれない。

　そう考えた女の子は、すこし勇気をだして、領主にこう言いました。

「わかりました。あたしは村をでていきます」

　顔も、そして心もキレイな女の子は、すぐに荷物をまとめます。

　言いたいことはあったけれど、それもいっしょにバッグにポイっ。

　村の入り口で、両親が泣いていました。「ああ、なんでこんなことに」

　女の子は両親の肩をやさしくだいたあと、村をでていきます。

　涙は、なぜかでてきませんでした。






　　　　□




　翌日。

　十一月十七日、金曜日。

「…………」

　真っ青な空が広がる午前九時。三姉妹を見送ったあと。俺は朝食の洗い物をしながら、昨晩の夏海との会話を思い返していた。







〝前にクロウに頼んだ、偽彼氏の作戦を提案してくれたダチに頼まれちまってさ。彼氏がいるのはわかってるけど、一回だけでいいから合コンに顔だしてくれねえかって拝まれちまって……それで、仕方なく。明日の夕方六時から、叶かな画え駅前の『酒しゆ天てん庵あん』って居酒屋でやるらしい〟

　大学内では、夏海には俺という彼氏がいることになっている。それを知った上で頼んでくるということは、単なる数合わせとして呼ばれただけなのだろう。

　平穏な大学生活を取り戻すきっかけとなった作戦の考案者のお願い……言うなれば恩人からの頼み事。

　夏海は、断りたくても断れなかった。

〝三対三の合コンで、相手は別の学科の男子。あたしを陰からつけ回すような陰湿な野郎共ではねえけど、正直テンションが合わなくってな。悪い意味での陽キャっつーか、なんつーか……それに、そいつら悪い噂うわさがあってさ。彼氏持ちだろうがなんだろうが関係なく、見境なく女を喰くいまくってる『ハイエナ』だって〟

　そこまで話して、夏海は俺の反応を窺うかがうように、ジっ、とこちらを見つめてきた。

　なにかに期待しているような、すがるような、そんな目だ。

〝クロウ、あたし……〟

　これだけ嫌そうに話されて、夏海の真意に気づけないほど、俺は鈍感ではない。

　夏海は、合コンに行かない口実がほしいのだ。

　そんなものに行くのはやめろ──

　夏海たちを守る家政夫として、そう口にしようとした、次の瞬間。

　先ほど階下から呼びかけていた桜さくらと秋あ樹きが、ふたりそろってリビングに下りてきた。

　途切れる空気と会話。ひとまずふたりにテーブルに座って待つよう指示したあと、すぐさま夏海に向き直る。

　けれど、それではもう遅かった。

〝──なーんてな！〟

　夏海は、そんなあっけらかんとした態度と共に、ソファから立ち上がった。

　その表情は、カラカラと音が鳴りそうなほどに、空っぽの笑顔。

〝悪いな、つまんねえ話しちまって！　とりあえずそういうわけだから、明日の夕飯はいらねえよって話。よろしく頼むな！〟

　ポン、と俺の肩を叩たたき、口笛まじりにテーブルに向かう夏海。

　誰がどう見ても、空元気でしかなかった。

　ここで素直に退いて『そうかそれじゃあがんばれ』なんて大人ぶった言葉をかけられるほど、俺はできた人間でもなければ、三姉妹を他人として見ているわけでもなかった。

　だが。夏海がこうして『殻』に閉じこもってしまった以上、それを破壊するのは困難だ。大人の意地は面倒くさい。それを、キャサリンという反面教師に甚いたく学ばされている。

　夕飯後にあらためて話を聞こうとしたところで、『なんの話だ？』とでも言って飄ひよう々ひようと躱かわされるだけだろう。

　だから。

　俺は夏海の肩に手を置き、桜と秋樹に聴こえぬよう、ある質問をしたのだ。

　俺なりの──元スパイなりの、解決方法のために。

〝……え？　相手の男たちの名前を教えろ？〟







「夕方六時、駅前の酒天庵……」

　つぶやきながら水を止め、エプロンで濡れた手を拭く。

　今日は主だった用事もないから、このままいつも通り家事をこなしてしまえば、昼過ぎには仕事を終えることができる。

　そこから『作戦の下準備』を始めれば、なんとか……。

「ん？」

　熟考していた、そのとき。

　ピンポーン、と来訪を告げるインターホンが鳴り響いた。

　思ったより早かったな。インターホンカメラでの確認もせず、俺は玄関に向かう。

「はよーっス、クロウっち」

　扉を開けた先にいたのは、俺専用の協力者エージエント、小こ林ばやし流る美みだった。

　三姉妹が朝食を摂とっている最中に、こっそりＲＩＮＥで『あとで家に来い』と連絡しておいたのだ。

　……にしても、俺専用って言葉は、なんだかちょっとだけいかがわしい雰囲気があるな。すごいいまさらだけど。

　ともあれ。

　今回の『下準備』には、この協力者の助力が必要不可欠だった。

「ふひひ。まさか昨日の今日であーしを呼びつけてくるとは思わなかったっスよ。そんなにあーしに会いたかったんスかー？」

　目を細めて「んー？」と下から煽あおるようにしてからかってくる小林。小憎らしい顔だ。

　俺は「はいはい」と面倒くさそうに片手を振って。

「今日に限っては会いたかったよ。待ち遠しかったくらいだ」

「……ふーん、そうっスか。会いたかったんスか。ふぅーん、へぇー、ほぉー」

「なんだその反応──いいから、まずは中に入れ。飲み物は？」

「コーヒーとかあったらうれしいかもっス。お邪魔しやーっス」

　中に小林を招き入れ、簡単なインスタントコーヒーを用意したあと、リビングのソファに向かい合って座る。

　まずは相あい崎ざきの髪につけていた盗聴器のことを問いただそうかとも思ったが、事態は一刻を争う。その件は後日、言及すればいいだろう。

　それよりもいまは、為なすべきことがある。

「それで、今日のご命令はなんなんスか？　ご主人さま」

「実はな……」

　そう言い、俺はくゆるコーヒーの湯気を見つめながら、今回の作戦概要の説明を始めた。

　作戦名は──『夏海防衛作戦』。

　相変わらず、ネーミングセンスに乏しいのは許してほしい。
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「──んじゃまあ、こういうときの宣言？　宣誓？　みてえなのは知らねえけど、とりまオレらの門出的ななんかを祝って、かんぱいっしょッ!!」

　金髪男の掛け声を合図に、かんぱーい！　と、あたし以外の大きな声が重なった。

　テーブルの中央でジョッキがガチン、と割れてしまいそうなほど強くぶつかり合う。

　テーブルの上には、刺身やサラダ、独特な香りが売りの酒天庵特製『辛から辛からからあげ』などが、酒盛りの準備は万全とばかりに用意されていた。

　あたしは、苦笑いを浮かべながら腰を浮かした体勢を戻し、ジョッキを手元に置くと、バレないように「ハァ……」とため息をつく。

　──日も沈みきった、大学終わりの午後六時十分。

　叶画駅前にある居酒屋、酒天庵店内の一角……通路に面した六人用のテーブルに、あたしこと葉は咲ざき夏海は座っていた。

　対面に男子三人、こちら側に女子三人といった配置だ。

　あたしの左隣には、ゴツイ指輪を着けている、黒髪眼鏡で前髪パッツンの東とう里り美み奈な。

　右隣には、偽彼氏周知作戦の考案者、綺き麗れいな赤髪をワイルドにセットした薬袋みない風ふう香か。

　このふたりが、まるであたしを逃がさないとばかりに、挟み込むようにして並んでいた。

（これじゃあ強引に抜け出せねえよな……）

　恩人たる風香の頼みだからここまで来たが、なにも酔いつぶれるまでいる必要はない。

　どのあたりで帰ろうか、とさっそく帰りの算段を立てていると、右隣の風香がずいっ、とこちらに距離を詰めてきて耳打ちしてきた。

「いまさらだけど、ありがとうね夏海。彼氏持ちなのに合コン来てくれて。あとひとり、どうしても集まらなくってさ。夏海しか頼れるひといなかったんだよね」

　風香は恩着せがましく、作戦を提案した事実を盾に誘ってきたわけではない。

　むしろ、彼女は提案したことすら忘れかけているだろう。

　今日この場に来たのは、だから、あたしが勝手に恩義を感じてやった自業自得の結果だ。

　この状況を嫌がる資格なんて、ない。

「……いいよ別に。風香は誰か狙ってんの？」

「あ、聞いちゃいます？　風香はね、あの金髪のひとがいいなー、って」

「小しよう生せいはあのピアス」

　会話に割り込むようにしてあたしに寄り掛かってきたのは、左隣の美奈。

　ふたりとも、お目当ての人物ありきでこの合コンに挑んでいるらしい。

　あれだけ必死に頼み込んでくるわけだ。

（しっかし、ふたりとも物好きだなあ……）

　チラッ、と対面の三人を確認する。

　あたしから見て右手側、風香の正面に座っている金髪のチャラ男が、須す磨ま。

　正面、先ほどから黙々とビールを飲んでいるスラっとした体形の男が、和わ田だ。

　左手側、耳や唇にピアスを着けまくっているラッパー男が、伊達だて。

　この三人が、件くだんの『ハイエナ』だ。

　風香も美奈も、この男たちの噂を知らないわけではない。

　だが、彼女たちはそれを、実態のある事実として受け入れていなかった。

　──あ、そんなこと言われちゃってるんだー。

　──実際に話すと楽しいひとたちなのにね。

　そんな風にして、悪い噂を遠い場所での出来事のようにしか捉えていないのだ。

　危機感の欠如と言ってしまえば、それまでなのだけれど。

（あたしが帰るときに、このふたりも一緒に帰せたらいいんだけど……）

　ふたりは大事な友達だ。

　こんな男たちの毒牙にかかってほしくはない。

　あたしのソレはまだしも、秋樹のような事件が起こってからでは遅いのだ。

　それから。

　他た愛あいのない雑談まじりの三十分が過ぎ、わずかにお酒が回り始めてきたところで、金髪の須磨が口火を切った。

「それじゃあそろそろ、親交もっと深めるために席替えでもしとくっしょ！　このままだとオレ、無駄に野郎共と仲良くなっちゃうからさー。やっぱ、せっかくの合コンなんだし、女性陣ともお話ししたいっしょ！」

「風香たちは別にいいけど」

　ホロ酔いの風香が、席を見まわして言う。

「どう席替えするの？　組み合わせっていうか、色々パターンありそうだけど」

「んー、自分で決めるとかなると時間かかりそうだし、偏りそうだから……とりま、ジャンケンで決めるっしょ！　それも、ちょい変則的なルールで！」

「変則的？」

「まず普通に全員でジャンケンして勝者を決めるっしょ。んで、今度はその勝者がひとりひとりとジャンケンしていくっしょ！　勝者が勝ったら、その相手がどこに座るかを指定できる。もし負けたら、逆にその相手にどこに座るかを指定されるってルールっしょ！」

「へえー、ちょっと面白そうかも」

「ＹＯ！　隣になってもお触りなし、ミーはそこまで節操なしじゃなし。ヒェア！」

　風香の相あい槌づちを受け、ピアス野郎の伊達がいきなり韻を踏みながら加勢してきた。ヒェアじゃねえヒェア。

　しかし、なるほど。

　伊達のこの反応からするに、つまりは接触目的の席替え、と。

　わかりやすすぎる。

　女性陣を安心させようとして裏目に出た形か。

　この店はテーブルごとに仕切りがされているので、通路を通る店員以外、ほかの客の目にあたしたちは見えない造りになっているけど……まあ、それでもここは店内だ。

　最悪の事態が起きても、大声で叫べば助けはいつでも入るだろう。

「エビバディ！　それじゃあいくぜ運勝負！　ミーのグーはマジ丈夫！」

　伊達のわけのわからないグー自慢を皮切りに、全員でジャンケン開始。

　一回目の勝者は、あたしの正面に座っている和田に決まった。

「おいおいおーい！　やるっしょやるっしょー！　んじゃあ、ひとりずつジャンケンしていって席を決めるっしょ！　まずはオレからっしょ！」

　金髪が『わかってるな？』と言わんばかりに、和田に向けてウィンクをした。

　和田は静かにうなずき返して、ジャンケンを始める。

　勝者は、和田。

　須磨は、いまと同じ位置を指定された。

「マジでー!?　代わり映えのしない毎日にサヨナラバイバイしたかったっしょー！」

「次はミーだＹＯ、魅せるファイティンゴー」

　ゆらゆら身体からだを揺らしながら、今度は伊達がジャンケンを始めた。

　勝ったのは、和田だった。

　伊達もまた、いまと同じ席を指定される。

「ホーリーシッ!!」

　叫ぶ伊達をよそに、和田がテーブル対面にスッ、とジャンケンの手を差し出してきた。

　このままいけば、まず間違いなく須磨と伊達の間に、女性ひとりが座ることになる。

（ここでトイレ……は、あからさますぎるよな）

　いや、逃げたところで、あたしの隣に男が座ることには変わりないのか。

　軽い絶望を覚えている最中にも、和田は風香、そして美奈とジャンケンしていく。

　和田の四連勝。

　風香も美奈も、いまと同じ席を指定された。

　ということは……。

（ここで負けたら、あたしがあの男共の間に座ることになんのか……）

　仮にあたしが勝ったとしても、結局あたしは須磨と伊達に挟まれることになるのだろう。

　これは合コンで、席替えだ。

　いまのまま席を替えない、だなんて空気の読めない選択肢は取れない。

「ジャンケン、いい？」

　ふと。男性としてはすこし高めの声で、和田がそう訊たずねてきた。

　というか、いまさらだけど、このひとこんなにおとなしかったっけ？

　この三人の中では一番女喰ぐいがひどいって噂うわさで、話し方ももうすこしチャラかった気がしたんだけど……体調でもすぐれないのかな？

　すこし訝いぶかしみながらも、恐る恐るジャンケンをする。

　結果は、あたしの負け、和田の勝利だった。

　最初の勝者決めも含めて、まさかまさかの六連勝である。

「マジかよ！　お前、運強すぎっしょー！」

「未知の結果。それでいっか」

　両脇の須磨と伊達が騒ぐ中。

　和田は、ふんわりと柔和な笑みをたたえて、あたしにこう告げた。

「葉咲さんも、その席のままで」

　席替えの意味をなくす、空気の読めない選択肢を。
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「はぁ？　長女ちゃんの合コン相手に変装して乗り込む、って……マジっスか？」

「マジっスだ」

「いや『っス』は真似まねしなくていいっス」

　驚きよう愕がくしながらツッコむ小林を見据えつつ、俺は続ける。

「不ふ甲が斐いなくも、夏海が合コンに行くのは止められなかった。であれば、残された手段はただひとつ。その合コン相手の男に変装して、合コンを早々に切り上げてしまえばいい。空気の読めない発言を繰り返して、合コンの雰囲気を悪くする……そうすれば、いかがわしい事態が起こる前に夏海を無事帰宅させることができるだろう。これこそが『夏海防衛作戦』の全容だ」

「周到に見えて単純な全容っスね……つか、いかがわしい事態って、お持ち帰りされてＨえつちしちゃうとか、そんな感じのことっスか？」

「……、そ、そうだ。というか、小林は女性なんだから、Ｈとかそういう言葉はあまり口にしないように。すこし驚いたぞ」

「どんだけエロ話に免疫ないんスか、クロウっち……」

　呆あきれつつ、「でも」と小林。

「変装して乗り込むったって、変装相手の情報はあるんスか？」

「名前はすでに獲得済みだ。昨夜、夏海に聞いておいた。同じ大学の別学科という情報も得られているから、あとは容姿がわかる写真や口調などの基本情報パーソナルデータを獲得できれば、俺が持っているスパイ道具で変装が可能だ──替わる候補は三人。その中でも、一番俺に近い背せ恰かつ好こうの男がいいだろう。さすがに俺も骨格までは替えられないからな」

　スパイ十じつ指しの『変装騙だまし』、『No.006ナンバーシツクス』であればその骨格すらも替えてくるんだろうが、俺にあんな芸当は不可能だ。

「変装のスパイ道具っていうと、ウィッグとかシリコンの特殊メイクっスか。そんなのまで持ってきてたんスね……じゃあ、その男と入れ替わるタイミングは？」

「対象者ターゲツトが大学を出たあとだな。ひとりになったところを狙って、スパイ道具の睡眠薬で眠らせる。それで三時間は起きないはずだ。場所は、公衆トイレの近くだとベストだな。眠った対象者ターゲツトを隠しておけるし、誰にも見られずに服を脱がすこともできる」

　対象者ターゲツトにとっては踏んだり蹴ったりな話だ。

　だが。これもハイエナから夏海を守るためだ。許してほしい。

　そのお詫わびというわけではないが、いまは十一月中旬、服を剥はいだ対象者ターゲツトには代わりに温かな服を着せてあげるとしよう。

「じゃあ、その男の声はどうするんスか？　中途半端な『変声機ボイスチエンジヤー』だと電子音がひどくて、一発で変装がバレちゃうっスよ？」

「んん──あーあー、これぐらい変えられたら問題ないだろう」

　喉を調整し、小林の声で応えてみせる。

　喉周りの筋肉を駆使し、こうして他人の声を真似てみせるのも、スパイの必須スキルだ。

「す、すごいっスね。普通は、真似られても同性の音域までなんスけど」

「子供の頃から叩たたき込まれただけだ。小林も訓練を積めばすぐにできるようになる」

「すぐには無理だと思うっスけど……つか、あーしの声はもういいでしょ！　戻して！」

「あーしの大好物は鳥の軟骨っス。ぐへへ」

「好物がニッチすぎるッ！　つか、あーしそんな山賊っぽい笑い方じゃないっスもん！」

「わかった、わかったからコーヒーカップを置いてくれ。投げられたらカーペットが染みになる──ともあれ、だ」

　怒る小林をなだめて、俺は元の声に戻ると、本題に入った。

「もうわかっているだろうが、この作戦の下準備には、男たち三名の情報が必要不可欠になる──そこで、協力者たる小林の登場だ。小林には、大学生に扮ふんして叶画大学に潜入、三名の基本情報や趣味、音声データなんかをスマホで録音してきてほしい。変装する相手は、実際に写真を目にした上で俺が決めよう」

「情報収集の潜入任務っスね、わかったっスよー」

　無理だ無む茶ちやだと愚痴らないあたり、さすがスパイである。自信があるということだろう。

　まあ。この程度の任務はスパイ入門編みたいなところあるし、自信はあって当然か。

「でも、どうしてあーしが情報収集するんスか？　クロウっちじゃダメなの？」

「とある理由で、俺は大学の学生たちに顔を知られてしまってな。おいそれと出向くわけにはいかない立場にあるんだ」

　いっそ夏海の彼氏として堂々と大学に行き、男たちに直接話をつけにいく方法も考えた。

　だが、それでは誘ってきた女友達と夏海との関係が悪化することに繋がりかねない。

　やるのなら徹底的に隠れて、俺という存在を出さず秘密裏に、だ。

　そのほうが、スマートでクールなスパイらしくていい。

「ふぅん……まあ、そのとある理由ってのが気になるっスけど、とりあえずは了解っス」

「すまない。助かるっス」

「だから『っス』はもういいっスって！」

「ああ、それと──」

　最後にもうひとつ、小林に重大な役割を与えて、作戦会議は終了。

　俺たち『ママ友ふたり組』による『夏海防衛作戦』がスタートしたのであった。




　　　　□




　そうして──俺こと野の宮みやクロウが和田という大学生に変装し、夏海の合コンに潜入した場面に移り変わる。

　いままさに席替えジャンケンを終え、作戦の中核をなす『空気の読めない発言』を繰り出したところだった。

　ちなみに。俺がジャンケンを六連勝できたのはイカサマなどではなく、シンプルに相手の手を観察していたからだ。ジャンケンの手は脳内でコンマ数秒前に決定している。自然、末端の指先も脳と連動し、コンマ数秒前には手がその形になろうとしているのだ。

　俺はそれを見極め、勝利できる手を出していただけに過ぎなかった。

　スパイであれば、この程度の観察眼は持っていて当然なのである。

　……まあ、久しぶりに言わせてもらうと、俺はもうスパイではないのだけれど。

　閑話休題。

「ちょちょ、和田和田ぁー！　それじゃあ意味ないっしょってー！」

　金髪野郎の須磨が苦笑まじりの声をあげながら、隣の俺に詰め寄ってきた。

「おま、これ合コンってわかってるー？　席替えなくしちゃったら、それもうただのお食事会っしょー！」

「お食事会でもいいと思うけどな。だって俺、合コンとかあんま好きじゃないし」

「は、はぁ!?　おま、なんでそんな、いきなり暴露るっしょ……昨日とは別人っしょ」

「別人だと思われようが、これが俺の本音だ。俺はお前に誘われたから来ただけだよ」

　独特な香りの『辛辛からあげ』をひとつ頬ほお張ばり、俺は言う。

「というか。お食事会すらも面倒だから、できることなら早く帰りたいと思ってる。こうしてるいまも、ずっと」

　俺の発言に、場の空気が凍りついた。

　ふと。俺は正面の夏海の顔をチラリ、と確認する。

　まるで、自分の気持ちを代弁されたかのような、そんな驚きの表情をしていた。

　夏海は店に入ってからずっと、両脇の友人たちを意識していた。どうにかしてこの場を抜け出せないかと模索していた証あかしだ。

　しかし。夏海はここまでなにもアクションを起こさなかった。起こせなかった。須磨と伊達が、大切な友人たちに襲いかかる可能性を危惧したからだ。

（夏海の友人たちのためにも、この合コンは早々にぶち壊す……！）

　俺は、大仰にため息をついて。

「なあ。もういっそのこと、合コン切り上げて解散しないか？　なんか疲れてきたわ」

「……いや、いやいやいやー！」

　凍った雰囲気を溶かすようにして、須磨が苦笑いをしつつ口を開いた。

「急に老人くさいこと言うなっしょー！　ほら、女の子たちもシラけちゃってるし、ひとまず席替えだけはしてみて、それから解散は考えようっしょ！」

「いや、だから今日は乗り気じゃないんだって言って──」

「ミーが奇跡の一手を開拓！　それが未来を拓ひらくぜまったく！」

　と。俺の言葉を遮るようにして、ラッパー伊達が席を立ち、通路側に躍り出た。

　強引に席替えを決行するつもりだ。

　ここで力ずくで引き止めることも可能だが、それでは喧けん嘩かに発展する怖おそれがある。そうなった場合、変装を解いたあとの和田とコイツらに軋あつ轢れきが生じてしまう。『ハイエナ』と呼ばれているクズたちだが、だからと言って、俺がこの交友関係を破壊していい理由にはならない。俺は裁判官ではない。裁きは、ほかの誰かが下せばいい。

　よって。

　穏便に伊達を阻止するために、俺はここで、今作戦の『隠し玉』を使用することにした。

　伊達が女性陣の席に近づいていく最中に、スマホで、とある人物にワンギリを一回行う。

「──お待たせしたっスー！」

　直後。

　両手にビールジョッキを持った女性店員が、シュババ！　と駆け足で通路に現れた。

　この店の店員に変装した、小林流美である。

　作戦決行前。小林に与えていた重要な役割とはこのことだったのだ。

　ウィッグをかぶせて声も変えさせているから、新妻ギャルの小林だとは誰も気づかないだろう。口調は同じだが、新人のバイトっぽくて逆に馴な染じんでいる。

「生ビール三つ、お待たせっス！　あ、ちょっと失礼しやーっス！」

　頼んでもいないビールをテーブルに並べながら、通路を歩いていた伊達をぐいぐい、と背中で押し、女性陣の席から遠ざけていく小林。

　力士も真っ青な押し出しを受け、伊達は困惑気味に。

「ちょ、あの……ミーはそっちの席に」

「いやあ、ほんと申し訳ないっス！　忙しいんでそちらの空いてる席に戻ってもらっていいっスか？　あ、空いたお皿片づけるっスねー！」

「グッ……雑踏に流される環境、それに抗あらがえないのが日常……！」

「注文聞きたい感情！　あーしそれが仕事なんスよセイホー！」

　歯は噛がみしながら席に戻る伊達を横目に、見事なアンサーを返す小林。ノリノリだなオイ。

　……あ、いやちがう。

「じ、じゃあ、注文のほうあればよろしくっスー！」

　よく見たら小林、ちょっと照れてる。耳が赤い。

　明るい店員を演じてはいるが、内心では恥ずかしがっているようだった。

「注文は以上っスね！　それじゃあ、少々お待ちくださいっスー！」

　俺たちからの注文を取り終えたあと、小林は脱だつ兎とのごとくテーブルから離れていく。

　去り際。わずかに俺に視線を投げてきた。

　──二回目は無理っスよ。

　小林の目は、そう訴えてきていた。

　たしかに同じような妨害工作は通用しないだろう。一度だけならまだしも、二度もこのテーブルに駆けつけたとあっては、小林が店側から疑われてしまう。

　ここで畳みかけるしかない……！

「な、なんかビミョい空気になってっけど、合コンはむしろこっからっしょ!!　オレ今日のために色々ゲーム考えてきたんよ！　『十円玉ゲーム』とか『愛してるゲーム』とか、バカ定番のやつに始まって、あとはクッソ古典的な『王様ゲーム』とか──」

「──女装」

　ボソリ、と。

　なんとか空気を変えようとする須磨の耳元で、俺はそうつぶやいた。

　須磨は全身をピタリと硬直させ、信じられないといった表情のまま小声で返す。

「……な、なにっしょ……？」

「お前の趣味だよ。女装趣味。一年と二ヶ月半前からどっぷりとハマり始めたらしいな。それ専用のＳＮＳアカウントを作成して、月一で自撮り画像までアップしている」

　俺は自身のスマホを取り出し、その女装専用アカウントを表示させた。

　綺き麗れいに化粧をし、アニメのような奇抜な色のウィッグと、白いマスクを着けた女装男子が、様々な衣装で、様々なポーズを取って写真を撮っていた。

　中には、すこし過激なポーズを取っているものまである。

　……事故を装ってかなんなのか、センシティブな箇所をわざと露呈させている卑ひ猥わいな画像も、中にはあった。

　それを見た須磨が「な、……ッ!?」と、驚きとも恐怖とも取れぬ声をあげた。

　小林が得たこの情報に間違いはなかったようだ。この反応からするに、やはり伊達と和田にも秘密にしていた趣味みたいだな。

　須磨の肩に片手を置き、もう片方の手で自撮り画像をフリックしつつ、俺は続ける。

「素晴らしい趣味じゃないか。フォロワー数も２万人を超えている。お前の女装が認められている証拠だ──なら、女性陣にも教えてやったらどうだ？　この場で、いますぐに。きっといい話のネタになるぞ」

　須磨の肩に置いた手で、彼の首の右側面を指し示す。

　スマホの中の女装男子と同じ色、同じ形のホクロが、そこにはあった。

「同一人物である証拠もバッチリだ──さあ、ビミョい空気を壊そうぜ？」

　追い打ちとばかりにそうささやくと、須磨はプルプルと肩を震わせながら、怯おびえた瞳を俺に向けた。

「だ、誰にも、言わないでほしい、っしょ……」

「言わないでほしい？　それはお願いか？」

「そ、そうっしょ……な、なんでもするから、このことだけは……」

「なら、俺からもお願いだ。この合コンを切り上げろ。それが黙っておく条件だ。それと、この三人の女の子には今後一切近づくな」

　いいな？　と念押しの交渉を須磨に迫る。

　交渉というか、ここまでくると脅迫に近いけれど。

「わ、わかったっしょ……」

　弱々しくうなずく須磨。

　交渉成立だ。

　俺がスマホを仕し舞まうと、須磨は引きつった笑みを浮かべ、場をまとめるように言った。

「よ、よーし！　それじゃあ、そろそろ宴もたけなわ的な感じになってきたし、合コンはここらで終わりにしとくっしょー！」

「ホワイッ!?」

　ザワめく女性陣と一緒に、伊達も驚きの声をあげた。

「パーティーはまだまだ延長戦！　肩を抱いて持ち帰る海岸線！　終電逃した女──」

「──露出」

　またもボソリ、と。

　今度は伊達の耳元で、俺はそうつぶやいてみせた。

　声もなく驚きよう愕がくの表情で固まる伊達。

　ああ、俺も正直、お前の趣味を知ったときは驚いたよ。

　情報を持ってきた小林も「いや、なんつーかソイツはマジで引くっス」と嫌悪感を露あらわにしていた。

「お前、夜な夜な露出する趣味があるそうだな。そういう……あの、いかがわしいサイトに自分の露出動画を投稿しているそうじゃないか」

「わ、ワッツ……？」

「ほら、これだ。まさに夜の海岸線を全裸で全力疾走しているお前の動画だ。ピアス穴でバレないように顔全体を隠してはいるが、右手の甲にあるホクロまでは隠しきれていない──これ、間違いなくお前だよな？」

「み、ミーには、なんのことやら……？」

「そうか。じゃあ女性陣に見せてたしかめてもらおう。もちろん露出してるシーンじゃなく、手の甲が映っている部分だけな」

「ウェ、ウェイツ！　ウェイツだぜ、ボーイッ！」

「ん、なんだ？　ダメなのか？　合コンを終わらせたくないみたいだから、この話で盛り上がろうと思ったのに」

「……の、望み通りに終わらせるから。黙っておいてほしいミーのカラー」

「了解した。黙っておくよ。この合コンを終わらせて、今後三人に近づかないと約束するのなら、このことは誰にも話さない──ただ、一点だけ」

「な、なんだボーイ？」

「これ、バレてないってだけで、公然わいせつ罪だから。いますぐやめろ」

「……はい、すみませんでした」

「と、いうわけで」

　伊達が交渉を飲んでくれたところで、俺はパン、と手を叩たたく。

　事態がまったく読めない、とばかりに困惑する女性陣に、俺は言った。

　任務成功だ。

「今日の合コンは、これにて終了！」
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　よくわからないまま、あたしたちの合コンは唐突に終わりを告げた。

　時間にして、およそ五十分弱。

　望んでいたことだったけれど、まさかこんなに早く終わるとは思ってなかった。

　喜びよりも、いまは戸惑いのほうが大きい。

　肩を落とす須磨と伊達を引きつれて、和田はあたしたちとは反対方向に帰って行く。

　その背中を見届けて、あたしたちも帰路についた。

　首筋を十一月の冷気が滑り、ホロ酔いで火照った身体からだを冷やしていく。

　叶画駅から南に延びる大通りを三人、言葉もなく連れ立って歩いていると、不意に風香が口を開いた。

「なんか、突然でビックリしちゃったけど……うん、早く終わってくれてよかったかも」

「？　なんで？」

「だって、あの金髪のひと、お箸の使い方すごい汚かったんだもん。子供みたいにこう、グーでお箸掴つかむんだよ？　ちょっとガッカリしちゃった」

「小生も。あのピアス、クチャラーだった。生理的に無理」

「──ハハ」

　ふたりの辛辣な感想に、思わず笑いがこぼれる。

　こんなことなら、あたしが心配するまでもなかったかもな。

　あたしは、履き慣れないヒールを踏み鳴らしながら。

「そうだな。じゃあ、今日の失敗を活いかして、これからはもっとマシな男を見極める目を養わねえとな」

「反省します……」

「小生も猛省……」

　あたしは、落ち込むふたりの背中をやさしく叩き、そのまま肩を抱き寄せた。







「ただいまー」

　心落ち着く我が家に帰宅し、玄関を抜けると、先ほどまで居酒屋で嫌というほど嗅いでいた揚げ物の香りが鼻び腔こうをくすぐった。

　この匂いは……からあげではないな。トンカツだろうか？　コロッケやエビフライとか、お弁当に入っていたら最高にうれしいオカズの線もある。

　酒天庵特製『辛辛からあげ』の独特な匂いがまだ鼻に残っていて、判別がむずかしい。

　合コンという悪夢から解き放たれたことで浮かれていたのだろう。そんな風にひとりで夕飯当てクイズをしながら、リビングに向かう。

　そこには台所でひとり、スマホを片耳に添えながら揚げ物を調理しているクロウの姿があった。誰かと電話中のようだ。

　いつものスーツに、いつものエプロン。

　なんというか、『ハイエナ』を見たあとだと余計に落ち着くビジュアルである。

「さっきから何度も謝っているだろ？　俺も無駄に働かせたかったわけじゃない。店に残れない以上、あの場はああするしかなかったんだ。だから、店に置いていったことはもう許してく──、おっと」

　あたしの存在に気づいたクロウが、慌てて電話を切り、スマホをしまった。

「おかえりだ、夏海。随分と早かったな」

　その、いつも通りの反応に、あたしは内心ホッとする。

　昨夜。あんな思わせぶりな態度を取ってしまったせいで、変に気遣われやしないかと、すこしだけ心配だったのだ。

「ただいま。ちょっと色々あってな──それより、よかったん？　電話」

「問題ない。まあ、こうした事態も含めての契約だと納得してもらうしかない」

「？　よくわかんねえけど、大丈夫そうならいっか。なに作ってんの？」

　すこしだけ弾んだ足取りで、クロウの隣に並ぶ。

　高温の油の海で泳いでいるのは、トンカツとエビフライだった。

　鍋の上で、換気扇がゴウゴウと回る。

「うお、なにこれどしたん？　今日の夕飯、めちゃくちゃ豪華じゃね？」

「なんだか無性に揚げ物を食べたくなってしまってな。贅ぜい沢たくだとは思ったんだが二品用意してしまった。夕飯はどうする？」

「食べる。つまみやらは軽く食べたけど、歩いて帰ったせいでまた腹減っちゃった」

「そうか、よかった。なら存分に食べるといい」

「そうする。でも、こんだけ油っこいのがそろうと、太っちまわねえか心配だな……」

「安心しろ。人間はある程度脂肪を有していたほうが長生きできるという統計が出ている。むしろ肥えたほうが未来は安泰だぞ」

「女としては安心できねえんだよ、その未来は」

　呆あきれながら、クロウの背後にある冷蔵庫を開き、ペットボトルを取り出す。

「できんのはどんくらいになりそう？」

「もう三十分もすれば完成だ。時間になったら下りてこい。あ、二階に行く前にうがいと手洗いを忘れずにな。なんだったら先に風呂を済ませてしまうといい」

「あいよー」

　本当、オカンよりもオカンしてるよな、クロウって。

　バタン、と冷蔵庫を閉めて、ペットボトル片手に台所を離れようとした。

　瞬間。

「あ」

　履き慣れないヒールを履いてたせいか。歩く感覚がどこかおぼつかなくて、踏み出した足をもつれさせてしまい、体勢を大きく崩してしまった。

　顔面から倒れる！　咄とつ嗟さに目をつぶり、暗闇の中で受け身の両手を伸ばす。

「──っと、あぶない」

　そんな声と共に、カラン、と菜箸が落ちる音。

　気づくと。倒れるはずだったあたしの身体を、クロウが両手で支えてくれていた。

　直前で腕を引っ張ってくれたのか、それとも身体ごと反転させたのか。うつ伏せだったあたしは仰あお向むけの体勢になっていて、クロウと真正面から向き合っていた。

　鼻先三十センチもない至近距離。

　互いの息が当たる、そんな危険な距離だ。

「大丈夫か？　夏海。どこかぶつけたりはしていないか？」

「だ、大丈夫。悪い、ちょっとバランス崩しちまっ────、」

　ふと。

　わずかにかかったクロウの息──その、シトラスミントの香りの奥に。

　あたしは、ここにあるはずのない、ある匂いを嗅ぎ取った。

「どうした、夏海。立てないのか？　足でもくじいたか？」

「い、いや、大丈夫……ありがと」

　言いながら、クロウに支えられつつ体勢を戻し、その場に立ち上がる。

「まずはコレを洗わないと……」落ちた菜箸を拾い、洗い始めるクロウを前に、あたしは思わず言葉を失って立ちつくす。

　──辛辛からあげ。

　クロウの息から、わずかにあの特製メニューの独特な香りがした。

　いま調理している中にからあげはない。そもそも、あのからあげは酒天庵でしか食べられない。テイクアウトもしていない。

　つまり、クロウは今日、間違いなくあの店に行ったのだ。

　おそらくは、あたしが合コンをしている最中に。

　酒天庵の開店時刻は午後五時半。あたしたちが店に着いたのが午後六時前。

　あたしが来る前に辛辛からあげを食べて帰宅するには、そのわずか三十分の間に注文し、急いで完食するしかない。

　だが、それは無む茶ちやだろう。調理工程を含めれば時間はもっと減るし、なにより、辛辛からあげは鶏とりもも肉を一キロ使った多人数用のメニューだ。ひとりで平らげるには、時間も状況も無理がある。

　それに、このあらゆる現状がクロウの来店を裏打ちしていた──シトラスミントの香りは、辛辛からあげの口臭を隠すため。そして、この揚げ物二品は、辛辛からあげの匂いを嗅ぎ取られないための隠蔽工作だと読める。

　どこに潜伏していたかはわからない。どのようにしてからあげを食べたのかも不明だ。

　けれど──たしかに、クロウはあの店にいた。いてくれたんだ。

　まるで、あたしたちの合コンを見守るように。

　あたしを、守るように。

（あたしのことを心配して来てくれた、んだよな……？）

　昨夜。あたしが沈鬱に合コンのことを話し、あまつさえ開始時刻や場所まで伝えていたのは、もしかしたらクロウが来てくれるかも……、と、小こ賢ざかしくも期待してのことだった。

　王子さまが駆けつけるのを、夢見てのことだった。

　それを、クロウは叶かなえてくれた。

「……ありがとね」

　小さく、油の弾はじける音よりも小さな声でつぶやいて、あたしは台所を離れた。

　換気扇がゴウゴウと回る。

　弱虫の胸がジクジクと鳴く。
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　かくして。

　小林を店に置いてけぼりにしてしまうトラブルはあったものの、夏海防衛作戦はなんとか無事成功してくれた。

　須磨と伊達には別れ際に再度、釘くぎを刺しておいたから、奴やつらが夏海たちを合コンに誘うことはもう二度とないだろう。

　もちろん、公衆トイレで眠ってもらっていた和田のアフターケアも万全だ。

　俺は特殊メイクを剥はがしたあと、互いの服を交換し、トイレ近くの公園ベンチに和田を横たわらせた。しかし、季節は冬の入り口十一月。このまま放置しては風邪を引いてしまうと思い、彼のスマホを拝借し、目下四股中の女性全員に『いますぐ公園に来てくれ』と一斉に連絡しておいた。

　俺の見込みでは二時間は起きない予定だったが……まあ、風邪を引く前には女性たちが到着して、寒さも忘れる大炎上を繰り広げてくれたはずだ。

　前述したように俺は裁判官ではないが、これぐらいの私刑は許されてもいいだろう。

　夏海も被害に遭いかけたわけだし。

　なんてことを振り返りながら、静まり返った台所で明日の朝食の下ごしらえをしていた、午後十一時二十分。

「ん？」

　不意に、テーブルに置いてあるスマホが震え出した。

　調理の手を止め、ディスプレイを覗のぞく──着信者名、キャサリン・ノーナンバー。

　俺はため息まじりに、通話ボタンを押した。

「本日の酒の肴さかなは終了いたしました」

『…………』

「あれ？　もしもし、キャサリン？」

『……なんれ、そんなころ言うの……？』

「え」

『いろいろ、調べなくちゃいけないものが一いち段らん落らくついれ、それれ、せっかく電れん話わしらのに……ひろいよ、ナイン……』

　いつもの高圧的な態度はどこへやら。

　ぐずぐずと鼻をすすり、母親を見失った子供のような悲しい声で応えるキャサリン。

　呂ろ律れつが回っていない。幼児退行して所々『た行』が『ら行』になってしまっている。

　俺の呼び方も昔のコードネームだし。かなり酩めい酊ていしているみたいだな。

（これは、やばいぞ……）

　ワイン十本をカラにしてもピンピンしている酒豪キヤサリンが酔うってことは、相当量の酒を飲んでいるにちがいない。

　この電話は、クソ面倒くさい絡み酒だ……ッ！

「あー、キャサリン？　とりあえず手にしているであろうグラスを置いてー」

『置いれー』

「水を飲んでー」

『水がにゃい……』

「…………」

『……ひぐっ、怒らないれ……』

「ああぁー！　怒ってない怒ってない！　そんな、俺が怒るわけないじゃないかー！」

『ほんろに……？』

「ああ、本当に！」

『こうやっれ……』

　と。なにかを考え込むような、訊ききにくいことを言おうとしているような不思議な間を置いて、キャサリンは続けた。

『こうやっれ、いつも通ろおりにいっぱい電話しても、怒らない……？』

「？　もちろん」

『ワラシのこと、嫌いやらなーって思っらりもしない？』

「あー……家事をしているときは、ちょっと面倒だな、と思ったことはある」

『……ひぐっ』

「でも、嫌いになんてなったことはないよ」

　テーブルに腰かけて、嘘うそ偽りのない本心を告げる。

「一緒の職場で七年も付き添った仲なんだ。俺にとってはもう、キャサリンは大切な家族で、姉みたいな存在だよ。これ以上好きにはなっても、嫌いになんてなるはずがない」

『────』

「だから、こうやってまた好きなときに電話してくるといいさ。まあ、洗い物とかで手が塞がってるときは、ちょっと待ってほしいけど」

『……い』

「い？」

『いつか刺されろーッ!!　バカ弟おろうろー！』

　音割れするほど大声で叫び、一方的に電話を切るキャサリン。

　キーン、という耳鳴りを覚えながら、俺はスマホをテーブルに置き、つぶやく。

「……なにそれ怖い」

　見事な絡み酒だったな、本当に！








第三章　元スパイは秋あ樹きとバザーに向かう。






　　　　▼▼





　あたらしい土地のあたらしい国でひとり、女の子はたくさんがんばりました。

　両親がじまんできる、りっぱな女の子になろうと努力しました。

　そのおかげで女の子は次第に、まわりのひとにみとめられていきました。

　面かじいっぱいヨーソロー。

　女の子のあたらしい人生は、とてもさわやかに進んでいきます。






　　　　□




　十一月十八日、土曜日。午前十時二十分。

　カラッとした気持ちのいい晴天の下。

　俺と秋樹は、叶かな画え公民館から徒歩三分ほどの場所にある、公園広場に来ていた。

　小こ林ばやしに誘われた『古こ書しよ古こ書しよバザー』のためである。

　桜さくらと夏なつ海みにも声をかけたが、休日はゴロゴロしたいと断られてしまった。薄情者め。

　まあ。本のバザーなんて、よほどの本好きでもない限り退屈か。

「わあ、古い本ばっかりですね。クロウさん」

「だな。掘り出し物があればいいな」

　青々とした短い芝生が広がる敷地に、それぞれ個性豊かなお店が軒を連ねていた。多くはブルーシートの上に本を並べているだけだが、中には商品棚を持ち込んでいる本格的な参加者も見られる。

　絶版になった古書のほかに、比較的新しい古本なども並んでいた。古書と古本。まあ、そのあたりはあまりこだわらずに、ということなのだろう。

　また、バザースペースの隣では、老人会の方々がゲートボールに興じていた。興じていたというか、もはや争っていた。「福引のスタッフを押しつけやがってよおおッ!!」と叫びながら、見覚えのある老人がスティックを振りかざし、ボールを弾丸よりも速く撃ち込んでいる。あのひと、俺が温泉旅行チケットを当てたときに福引会場にいたあの老人か。ようやく因縁の宿敵、先代の自治会長との勝負が叶ったようだ。

　さておき。

　バザーというか、もはや地元住民の寄合場のような雰囲気だ。

　参加者と客の数はそれほど多くはない。店舗よりも青い芝のほうが目立つくらいだ。

　だが、地方の催し物として見れば盛況なほうだろう。

　これも大おお村むらさんの人徳の為なせる業わざか。

　小林……は、まだ来ていないようだな。

「知ってるか？　秋樹。本日十一月十八日は、世界一有名な某ネズミの誕生日らしいぞ」

「バザーとなんら関係のない情報を叩たたき込まれた……は、はうわぁッ!?」

　雑談まじりに古書を見て回っていると、急に秋樹が屈かがみ込み、並べられた一冊の本を手に取った。

「こ、これ、推理小説家『宮みや村むら与よ三ざん』の短編集じゃないですか！　絶版になっちゃって、図書館にも入ってなかったんですよ。うちの書斎にもないし……うわあ、本物だあ……」

「ほう、それはラッキーだな」

　ラベルには『１５０円』と記されている。安いな。

「買っていこうか？」

　訊たずねるも、返事はなし。秋樹は真剣な表情でページをめくっていた。

　すでに読書モードに入っているようだ。

（こうなると、区切りがいいところまで意識は戻らないな……）

　店主の老男性に軽くお辞儀をし、俺も時間つぶしに近くの本を手に取る。

「ふむ……」

　それは、『背中の王子さま』というタイトルの絵本だった。

　発売時期は十五年前。秋樹が生まれた直後ぐらいか。

（俺も子供の頃、ボスに読んでもらったっけな……世界のあらゆる殺人犯が載っている、マーダーズブック）

　とんでもなく教育に悪いセレクションである。

　無修正の死体写真を指差して『見ろナイン、サイコロステーキみたいだぞ！』と笑っていたボスの笑顔を、俺はいまでも忘れない。

　記憶の中のボスにそっと恨みの念を飛ばしつつ、絵本を元の位置に戻そうとした。

　その直後。

「ん？」

　ガチン!!　とぶつかり合うような音が響いたかと思うと、こちら目がけて球状のなにかが高速で飛来してきた。ゲートボールのボールだ。

　それは店々の合間を縫い、一直線に秋樹の後頭部を目指してくる。

　遅れて、ゲートボールで争っていた老人たちの慌てるような声が届いた。

　おそらく、白熱しすぎてボールがバザースペースに飛んでしまったのだろう。

「よ、っと」

　だがまあ。

　俺が秋樹の傍そばにいる以上、そんなに慌てる事態でもない。

　俺は置こうとしていた絵本を振りかざすと、固い背表紙部分でボールを撃ち返した。

　ナイフで銃の弾丸を弾はじくより何倍も簡単な作業だ。

　青天に昇るボール。

　艶やかな球体に太陽光がきらめく。

　程なくして。撃ち上がったボールは綺き麗れいな放物線を描き、トスン、とゲートボールのフィールドにバウンドして着地した。

「す、すまん！　大丈夫だったかー!?」

　急いでこちらに駆け寄ろうとする老人に向けて、俺は片手をあげて「大丈夫ですよ」と返したあと、背後の店主に向き直った。

　俺の手には、背表紙がベッコリと凹へこんだ、絵本が一冊。

「すみません、これいくらでしょうか……？」

　プレミア価格のついた貴重な本とかじゃないといいんだが……。
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　すこし冷や汗をかきながら俺が財布を取り出している最中。

　秋樹はそれでも、黙々と読書を続けていた。

　ちょっとしたイタズラ心で頭の上に絵本を置いてみても、読書をやめることはなかった。







　秋樹を連れてきたのは正解だったらしい。

　その後も秋樹は、バザーを見て回り、目に留まった古書に何度も瞳を輝かせていた。

　ここまで満喫してくれると、連れてきた甲か斐いがあるというものだ。

　そんなこんなで──気づけば時刻は、午前十一時。

　予定では十二時前には帰ろうと思っているんだが……大村さんにはまだ会えていない。小林も結局来ていないみたいだ。

　とりあえずはまあ、このあたりで飲み物でも飲んでおこうか。空気も乾燥しているし。

「秋樹。飲み物買ってくるが、なにが飲みたい？」

「…………」

「了解。そうだな、読書中に話しかけても応えてくれないんだったな。それじゃあ、適当になにか買ってくるよ」

　一文字も逃すまいという勢いで読書する秋樹を残し、広場外にある駐車場脇の自販機へ。

　軽く見積もってもバザー参加者は五十人近くいる。これだけいれば、秋樹がさらわれるといった心配はないだろう。

　あれからゲートボールの老人たちも落ち着いて、静かにゲームを楽しんでいるようだし、先ほどのような事態もそう起きないはずだ。

　そんなことを考えながら硬貨を投入し、ペットボトルのお茶を二本購入する。

「やっほー、クロウっち」

　そんなとき。

　背後からそんな、あっけらかんとした小林の声が聴こえてきた。

　俺は、呆あきれたようにため息をひとつ。

　自販機の取り出し口からお茶を取り出して、後ろを振り返った。

「お前……いままでどこにいたんだ？　誘った張本人がいないとか、どうかと思うぞ」

「申し訳ないっス。バザー自体には時間通りに来てたんスけど、ちょっと野や暮ぼ用ようで広場を離れてたんスよ」

「それだったら、ＲＩＮＥとかで教えてくれればいいのに……」

「え、なになに？　もしかしてクロウっち、あーしがいなくてさみしかったんスかー？」

「んなわけあるか」

　すこしだけ事故の心配をしていた過去の自分を振り払い、俺は続ける。

「いいから広場に戻るぞ。大村さんを見つけて挨拶しないと。俺たちがここに来た本来の目的は、地元住民との交流のためなんだからな」

「──その前に、クロウっち」

　と。

　広場に向かおうとする俺を、小林の固い声音が呼び止めた。

　どこか切羽詰まったような瞳が、俺を射抜く。

「ここで、ちょっとあーしと戦ってくれないっスか？」




　　　　◇




「……は？　戦う？」

「そう。簡単な模擬戦だと思って。一戦だけでいいっスから」

「いや、急にそんなこと言われても……」

　思わず苦笑いしながら、彼──野の宮みやクロウは周囲を見回した。

　たしかにここは、樹き々ぎで囲われた人ひと気けのない駐車場、戦うにはもってこいの場所だ。

　樹が邪魔して、道路側からも、公園広場からも見られない。

　だからこそ。

　小林の嘘うそのような提案が、いやに真しん実じつ味みを帯びていく。

　真剣すぎる眼まな差ざしが、クロウの苦笑をこわばらせる。

「……理由を聞かせろ」

　冗談の類ではないと判断したクロウは、あらためてそう問いなおした。

「ただの模擬戦に、理由なんているっスか？」

「スパイ同士のソレならいらないさ。だが、いまの俺は家政夫だ。相応の理由がなければ、納得はできない」

「……まあ、色々あるっスけど」

　区切って、小林は軽い柔軟を始めながら言う。

「一番の理由は、クロウっちの『実力』を見たいから、っスかね？」

「俺の実力？」

「三流スパイなのは理解してるっスよ？　でも、いまのクロウっちって、それを考慮してもまったくスパイっぽくないじゃないっスか。天然で鈍感で、家政夫業でも失敗ばかり。多少のスパイ技術とスパイ知識は持ってるっスけど、でもそれだけ──フルピース最強だなんて言われるほどの凄すご腕うでスパイには、全然、これっぽっちも見えないんスよね」

「急に辛辣すぎない？」

「とにかくあーしは、スパイ最強の片へん鱗りんを見せてほしいだけなんスよ。いま、この場で」

「……嫌だと言ったら？」

「やってくれるまでお願いするだけっス」

「ハァ……わかった、わかったよ」

　面倒くさそうにため息をつき、クロウはペットボトルを自販機の横に置いた。

　昨夜、居酒屋に取り残してしまった件もある。

　動機が興味本位であれなんであれ、お詫わびもかねて一戦ぐらいは付き合ってやってもいいかと、クロウはそう思ったのだ。

　ひらけた駐車場の中央に移動し、両手首と両足首をぐりぐりと回して、クロウは訊たずねる。

「じゃあ、一戦だけな。ルールは？」

「ギブアップしたら負けで。ほかは特にないっス。あーしのこと、好きにボコしてくれていいっスからね。ふひひ。できるもんなら、っスけど」

　好戦的に微笑ほほえみ、勇ましく前に出てくる小林を見て、クロウは「？」と首をかしげた。

「随分と戦い好きなんだな。小林、諜ちよう報ほう型のスパイなのに」

「え？　いや、あーしはどっちかと言うと実戦型っすよ。諜報も嫌いじゃないっスけど」

「そうだったのか？　へー、小林が実戦型……」

「そんなに意外っスか？」

「ああ。つい先日スパイだって明かしたとき、小林、腰を浮かして行動アクシヨンを起こそうとしただろ？　あの反応速度があまりに遅かったから、つい諜報型だとばかり」

「……天然の煽あおり、どうもありがとうっス──、よッ!!」

　瞬間。

　小林の肢体がわずかに沈んだかと思うと、前方に高速で弾はじけ飛んだ。

　戦闘開始である。

　とても諜報型とは思えない、実戦型であることを示す、パワフルかつ洗練された動き。

　クロウとの間合い二メートル弱。それが一瞬で詰められる。

「フッ──！」

　まずは小手調べとばかりに、小林は頭狙いの右回し蹴りを繰り出した。

　空振り。

　当たる寸前に、クロウは音もなく後退していた。

　攻撃の手は止めない──勢いそのままに前進し、軸足で駐車場のアスファルトをジャリ、と踏みしめ、胴をひねるようにして右脚を跳ねて戻す。

　言うなれば、佐さ々さ木き小こ次じ郎ろうの燕つばめ返がえし。

　死角から跳ね上がってくる右踵かかと。

　致命傷とまではいかずとも、クロウの体勢を崩すくらいの一手にはなるだろうと思われたその攻撃は、しかし。

「な……、ッ!?」

　誰もいない空くうを切るだけだった。

　さっきまでいたはずのクロウの姿が、小林の視界にない。

　まるでマジックのように、目の前から消えてしまった。

　裏回し蹴りを戻したあと、すぐさま態勢を取りなおして、クロウの姿を探す。

　その直後だ。

「はい、俺の勝ち」

　ポン、と。

　骨ばった手が、小林の頭頂部にやさしく乗せられていた。

　いつの間にか、クロウが音もなく小林の背後を取っていたのだ。

「ッ、……クソッ！」

「女性がそんな汚い言葉を使うもんじゃないぞ」

　ブン！　と裏拳を放つと同時に距離を空け、余裕の態度で指摘してくるクロウをにらむ。

　小林はもう一度、攻撃の手を再開しようとするも、前方のクロウを目にして動けない。

　いや、正しくは『耳にして』、か。

「まだやるのか？　実力差は示せたはずなんだが……」

　ゆっくりとこちらに歩んでくる野宮クロウ。

　その、すべての動作に──音がなかった。

　たしかにこちらに歩いてきているのに、アスファルトの細かな砂を踏む音も、スーツの衣きぬ擦ずれ音も、呼吸音も、なにも聴こえてこない。

　幽霊の行進かのように、クロウの動きは質量を伴っていなかった。

　全身に異常な神経を巡らせ、音が鳴る瞬間に音を消しているのだ。

　およそ人間業ではない。

　ゾッ、と小林の全身が総毛立つ。

（これがフルピース最強。スパイ十じつ指しの『無音殺し』、『No.009ナンバーナイン』……！）

　人間は、目と耳で視みる生物だ。

　視界で大おお雑ざつ把ぱな情報を得て、音の反響によって細かな情報を補完する。

　前から歩いてくるひとを視認して、おーい、と呼びかけてくる声で距離を補完する。

　運ばれてくる茶ちや碗わんを視認して、カチャ、とテーブルに置かれた音で距離を補完する。

　海中を探るソナーのように、音で視覚を補助サポートする。

　その補完情報が存在しない、無音の人間を前にしたとき、どうなるか？

　視覚情報の半減。一時的にその無音人間との正確な距離が測れなくなり、目の前にいるはずなのに、目の前にいない錯覚に陥る──

「そもそも、小林は勘違いしてるよ」

　ピタッ、と。

　気づくと、亡霊のようなクロウの回し蹴りが、小林の脇腹を抉えぐる寸前で止められていた。

　寸止め空手だ。

　視覚情報のみで対処しようとするが、音のない動作では一手遅れる。避けられない。

　次いで、小林の脇腹、肩、膝、頭部へと。

　不気味な無音攻撃を寸止めで繰り出しながら、クロウは続ける。

「本当の意味での『最強のスパイ』ってのは、こんな『力』に頼らないものなんだ。力がある？　体術が優れてる？　特殊な能力がある？　──そんなの、なんの自慢にもなりはしない。暴力を行使する、しなければいけない時点で、そのスパイは三流決定なんだよ。誰かを力でぶっ倒したその瞬間、そのスパイは自ら『私は三流スパイですよー』って言いふらしてるのと同じになるのさ」

「ッ……、クッ──！」

「スパイ映画やスパイ小説では、スパイを表すために記号テンプレを多用する。暗号、尾行、偽装、変装、隠蔽、工作、嘘……そこまではいい、そこまでがいい。ダメなのは最後だ。ラスト付近になると、スパイ主人公は押しなべて力を行使する。暴力を振るい出す。強いスパイこそがヒーローなんだと、そんな表現をしだすのさ。そして悪の組織を仲間と打ち倒して、こう締めるんだ。『私たちのチームワークの勝利だ』ってね──くだらない。台無しだ。隠おん密みつが常のスパイが表立って暴力を行使するとか、笑えなすぎるジョークだ」

　スマートじゃない、と唾棄するように言って。

　クロウは攻撃の手を止め、数歩後ろに下がった。

　いまさら、ギブアップだと告げる必要もない。

　完敗だ。

　十一月の午前十一時。薄手のパーカーを羽織っても若干寒いくらいの気温なのに、息を荒くする小林の額にはビッシリと脂汗が浮かんでいた。

　小林の理解が追いつかない。

　ありえないと本能が叫んでいる。

　スピード自体はゆっくりなのに、ただの一度も、一手も、クロウの攻撃を防げなかった。

「まあ、いま話したのはエンタメの中のスパイだから、いくら暴力を振るおうが不可解な特殊能力を使おうが、偽物のスパイだねー、で終わりなんだが、実際のスパイはちがう。暴力を行使したスパイは、その時点で三流に堕おちるんだ」

「…………」

「覚えておけ、小林。真の最強のスパイは、暴力を一切行使することなく任務を達成する。誰にもスパイだとバレることなく、スマートに、クールにな……だから、こんな暴力しか取り柄のない俺は、どこまでいってもくだらない三流スパイでしかないのさ」

　一流のスパイ、『ジュテーム・ボンドリン』には程遠い──

　そう言って、クロウはすこし切なげな笑みを浮かべた。

　最強に暴力はいらない。

　それが、フルピース最強のナンバーナインが目指した理想こたえ。

　スパイならば諜報活動にこそ秀でているべきだという、クロウ個人のスパイ観の表れだ──自身の解決手段が暴力しか存在しないから、諜報を主としたスパイに憧れを抱き、力を正義としたエンタメスパイを唾棄しているのだろう。

　同族嫌悪、というやつ。

　あるいは、自己嫌悪か。

「さてさて、小林さん。存分に見られましたかな？　三流スパイの片鱗は」

　おどけたクロウの自嘲ぎみな問いかけ。

　小林は乱れた呼吸を整え、フゥー、と長い吐息をつくと、額の汗をぬぐって答えた。

「それはもう、目を覆いたくなるほどに」

　彼のスパイ観は抜きにしても──これは間違いなく、最強に相応ふさわしい実力だ。

　その事実を痛感し、小林はホッと胸をなで下ろした。

　これなら、きっとあの子のことも……。




　　　　□




「あーし、ちょっと休んでから広場に戻るっスよ。クロウっちは先に広場に戻ってて」

　突発的な模擬戦を終えたあと。

　疲ひ労ろう困こん憊ぱいといった様子の小林を駐車場に残し、ひとりで広場に戻ると、秋樹は別の店に移って読書を続けていた。

　本の虫め。

「秋樹。ほら、お茶を持ってきたぞ。そろそろ水分補給をしておけ」

「…………」

「……えいっ」

「むぐっ!?」

　ペットボトルの蓋を開け無理やり口にねじ込むと、ようやく秋樹はこちらを見てくれた。

「ふぁ、ふぁふぃふうんふぇふふぁー！」

「おそらく『なにするんですかー！』って言ったんだな。いや、水分補給しないと身体からだに悪いと思ってさ。定期的に水分を補給しないと尿路結石になってしまうぞ？」

「──ぷはッ！　まさかこのタイミングで結石を心配されるとは夢にも思いませんでしたよ……というか、あれ、いま何時です？」

「十一時半前だ。一時間近く読書してたことになる──まあでも、あと三十分ほどしたら帰ろう。昼飯を作らないとだしな」

「わかりました。それじゃあそれまでは読書してますね。このバザー、思った以上に掘り出し物が多くて……ジュルリ」

「わかった、ヨダレを商品に落とさないようにな。俺は大村さんを探してくるよ」

　と伝えた頃には、秋樹はペットボトルを脇に置き、すでに本の世界にダイブしていた。本の虫というか、もはや本の精霊なのでは？

　呆あきれたように肩をすくめ、俺は大村さん探しに出た。







　バザー会場を歩いて数分。視界の端に、奇抜な紫髪の女性を発見した。

　失礼な判断の仕方だが、あの恰かつ幅ぷくのよさは大村さんに間違いない。

　俺は小走りで彼女の下に駆け寄り、声をかけた。

「こんにちは、大村さん」

「え──あら野宮さん、こんにちは」

「先日は、素晴らしい肉じゃがをありがとうございました。本当においしかったです」

　嫉妬してしまうぐらいに。

「やだわ、そんな。お世辞でもうれしいわ。それに、こうして来てくださったことも──こうした行事に若いひとはなかなか来なくってね」

「こちらこそ、お誘いいただけて光栄です。それと、大村さんに言われた通り、うちの三姉妹、秋樹もあっちに連れてきてますよ。いまは目下読書中ですが」

「……わたくしが、野宮さんと三姉妹ちゃんを誘った？」

「？　ええ、小林さんからはそう聞いていたんですが……ちがいましたかね？」

「小林さんから……」

　思案顔でうつむく大村さん。あれ？　俺の聞き間違いだっただろうか？

　首をかしげていると、大村さんはなにか思い至ったかのように「あっ」と声をもらした。

「なるほど、そういうことね……うふふ、小林さんもかわいいところあるのね」

「えっと、それはどういう……」

「いえ、ゴメンなさい。こちらの話ですわ──そう、野宮さんと三姉妹ちゃんを誘ったのは、まぎれもなくこのわたくしですわよ。うんうん」

「あ、そうですよね。間違えてなくてよかったです」

「あー、それよりもー」

「はい？」

「野宮さんに渡したいものがあったんでしたわー。あらあら、いっけなーい」

　突然、千両役者もビックリの棒読みと共に、大村さんはポケットから紙切れを取り出し、こちらに差し出してきた。

　なにかのチケットのようだ。四枚ある。

「これ、つい最近叶画市の外れにできた『ウィッシュランド』という大型レジャー施設の開園記念割引チケットですの。レジャー施設前で配っていたのを偶然いただいちゃってね。うちの家族分もらっちゃったんだけど、わたくしたちは行く予定がないから、よければ、三姉妹ちゃんたちと一緒に遊びに行ってくださいな。期限は三週間ほどですって」

「割引チケット、ですか……」

　そういえば、近所の田た中なかさんと佐さ々さ木きさんが、そんな話をしていたっけな。

　この施設のアルバイト募集のチラシが入っていたとかなんとか。

「温水プールなんかもあるみたいですから、いまの季節でも楽しめると思いますわ。なんなら、明日の日曜日に行ってしまうのもアリなんじゃないかしら？」

「せっかくの休みですしね……わかりました、帰ったらさっそく三人を誘ってみますね。ありがとうございます」

「いえいえ。みんな喜ぶと思いますわ──きっと、秋樹ちゃんもね」

　そう言って大村さんは、離れた場所で読書をしている秋樹を見やった。

「本当によかったわ。秋樹ちゃんがこうして外に出られるようになって……」

「？　昔、秋樹になにかあったんですか？」

「……野宮さん、まだ聞いていないの？　冬ふゆ子こさんからもなにも？」

「え、ええ。特には……」

「そう……」

　意外そうにつぶやいて、大村さんはすこし真面目な表情でこちらを振り向いた。

「なら、わたくしが話すべきではないわ。冬子さんか、秋樹ちゃん本人が話してくれるのを待ってあげてちょうだい。それと、この話は内密にしてもらえると助かるわ」

「り、了解しました」

「大丈夫。野宮さんになら、きっとすぐに打ち明けてくれるはずですわ」

　がんばって、家政夫さん。

　そう言い置いて俺の肩をやさしくポン、と叩たたくと、大村さんは別のバザー参加者の下に挨拶に向かった。

　……昔、秋樹にいったいなにがあったのだろう？

　大村さんの口ぶりからするに、外に出られなくなるような大事のようだけれど。

（無理に詮索するのは禁物、だろうな……）

　葉は咲ざき秋樹の過去、その秘密。

　もしかしたらソレは、嫌っているはずの俺男を雇った『採用理由』にも繋つながる話なのかもしれない。

　露天風呂での桜の話曰いわく、秋樹と夏海の採用理由は、それぞれ別のものらしいが……。

（ともあれ、いまは下手に突つつかないほうがいいか）

　そう結論付けて、ひとまず秋樹の下に戻ろうと踵きびすを返す。

　すると。目の前から、見知った三つ編みが早歩きでやってきた。

　秋樹だ──俺は思案顔を緩めて、つとめて明るい語調で話しかける。

「ようやく満足したか？　本の妖精さん──」

「──帰りましょう、クロウさん」

　突如。秋樹はこちらの右腕をガッシリと掴つかみ、足早に公園広場を後にし始めた。

　急いでいるような、なにかから逃げようとしているような、そんな焦燥まみれの表情。

　先ほどまでの、古書に目を輝かせていた秋樹が嘘うそのようだ。

　広場を出て、駐車場を抜け、あっという間に道路へ。

　昼前の歩道を連れ立って進みながら、俺はここで、ようやく秋樹に問うた。

「どうした、なにかあったのか？」

「……本を読み終えて顔をあげたときに、すこし『嫌なひと』を見た気がしたんです」

「嫌なひと？」

「もしかしたらわたしの見間違いかもしれない……けど、広場の樹の隙間から、その嫌なひとが見えた気がしたんです。いっそ、見間違いだったらうれしいんですけど」

「……戻って確認してこようか？」

　詳細はわからないが、秋樹に害なす存在である可能性も否めない。

　家政夫としての俺の提案に、しかし秋樹は首を横に振った。

「いえ、大丈夫です。いまはとにかく、早く家に帰りましょう」

「そうか……秋樹がそう言うのなら」

「ありがとうございます……あの、クロウさん。このことは、夏なつ姉ねえと桜ちゃんには秘密にしておいてもらえますか？　特に、夏姉には」

「？　ああ、了解した」

　大村さんといい秋樹といい、今日は秘密にすることばかりだ。

　そうして、俺たちは無言で帰路につく。

　秋樹のこの言動の意味を知るのは──明けて翌日。




　夏海のトラウマが掘り起こされてからのことだった。








第四章　元スパイと三姉妹は遭遇する。
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　気になる男のひともできました。

　女の子にとって、生まれてはじめての恋です。

　相手は、その国の王子さまでした。

　まずしい国民にも笑顔を見せ、そっと手をさしのべる王子さま。

　そんな彼を、女の子はあこがれのまなざしで見つめていました。

　けれど、叶かなわぬ恋だと女の子はあきらめます。

　身分がちがうからではありません。

　女の子には、王子さまのような『勇気』がなかったからです。






　　　　□




　十一月十九日、日曜日。午後一時。

　曇天の中。俺と葉は咲ざき三姉妹は、大おお村むらさんからもらった割引チケットを利用し、叶かな画え市の外れにあるレジャー施設『ウィッシュランド』を訪れていた。

　野球スタジアム二個分はあろう広大な敷地内に、ガラス天井の大きな建物と、四季折々の自然を詰め込んだ散歩用の庭園が設けられていた。

　本日の目的地はガラス天井の建物。その建物内に、流れるプールやウォータースライダー、ジャンクフードの売店などが設置されている。客の大半が水着姿で歩き回っていた。

　割引チケットをバラ撒まいたおかげか、かなり大盛況のようだ。

（三姉妹を見失わないように気をつけないとな……）

　チケットの期限は三週間あるので、別に今日来る必要もなかったのだが、来週から桜さくらと秋あ樹きの学園祭の準備が忙しくなるとのことで、今日しか予定が空いていなかった。

　まあ、こういうのは勢いが大事だとも聞く。

　開園して間もないホットな時期に遊びに行ってしまうのが吉だろう。

（……そういえば）

　出かける準備を進めていた午前中。小こ林ばやしにＲＩＮＥで「今日は命令はないんスか？」と訊きかれ、「ない。三姉妹みんなとプールに行く」とだけ答えておいたが……あれは暇だからかまえ、という合図サインだったのだろうか？

　既読スルーされて返信もないままだが……まさか、拗すねてるわけじゃないだろうな？

（なんて、そんな子供でもないか）

　俺が用事があることを知って、小林は小林の用事を優先しただけだろう。

　今日の俺は、三姉妹と遊ぶことだけに集中すればいいか。

　秋樹と桜とは出かけたことがあるが、三姉妹全員で出かけたことはまだなかった。

　なので、今日のプールはちょっと楽しみにしていた俺なのだった。

　昨日、バザーから帰ってきたあとに、わざわざ商店街に水着を買いに行ったからなッ！

　俺の気合は充分である。無駄に。

　……まあ、もらったのは割引チケットであって、無料チケットではないから、その分の入園料はかかってしまったのだけれど。

　正確に言うと、三姉妹の六日分の食費に相当するお金が消えてしまったのだけれど。

　……いや、うん。こういうのはお金じゃないさ。

　ケチくさいこと言わずに、三姉妹が楽しんでくれるのなら、それで良しとしよう。







　そんな主夫根性丸出しなことを考えながら、更衣室で着替えを済ませたあと、入園後に決めておいた集合場所に向かう。

「すまん、待たせたか？」

　プールに抜ける通路の出口付近。

　その自販機前で、水着姿の三姉妹は待っていた。

「遅いわよ、クロウ」

　桜は、下がホットパンツになっているタイプの水着で、上にパーカーを羽織っていた。元気な桜にピッタリの水着だ。俺と目が合うや否や「ふゅーふゅー」と下手くそな口笛を吹いて視線をそらした。ああ、わかっているぞ桜。ここ最近、脇腹の肉がぷにぷにしてきてるんだよな。俺は目測が得意なんだ。お前のウエストが半月前より五センチ増えていることはお見通しだぞ。健康的でよろしい。

「ご、五分くらいしか待ってないですけどね……」

　秋樹は胸元を隠すようなハイネックビキニを着て、もじもじと恥ずかしそうにしていた。男性客の目を気にしてのチョイスなのだろうが、ハイネックは逆に胸が強調されてしまう水着なので、そういう意味では逆効果の魅力を発揮してしまっていた。おまけに、眼鏡を外しているせいでその美麗な容姿が露呈し、すれちがう男性客のほぼ九割が秋樹に視線を向けてきていた。あとでなにか羽織らせるか……。

「うわ、クロウ腹筋バキバキじゃん。すげー」

　夏なつ海みは明るい色のビキニ姿で、上に白のＴシャツを着ていた。スラっと細身の夏海にはビキニが似合う。そのポニーテイルも相まって活発な印象を受ける。というか、水着姿になってはじめて気づいたが……そうか、夏海は着やせするタイプだったんだな。秋樹ほどではないが、桜に負けず劣らずのボリュームを誇っている。そうか、ふむ、そうか……。

「……なにジロジロ見てんのよ」

　と。

　合計14行にわたって水着観察をしてきた俺に対し、桜がジトッと半目を向けてきた。

　バッと両手で胸元を隠し、軽蔑するような声音で。

「もしかしてクロウ、私たちでイヤらしい妄想を……」

「するわけないだろ！　俺はただ、桜の脇腹が肥えてきたなあ……、と思って明日からのダイエットメニューを考えていただけだ！」

「想像以上に失礼な妄想だったんですけどッ!?」

「明日からのお米は玄米にしておくな（グッ）」

「失礼に拍車をかけるな！　親指立てて『グッ』じゃないのよ！　そこまでは肥えてないからいつものでいいわよ、いつもので！」

「じゃあ、なぜお腹なかを隠すようにパーカーを？」

「────」

「よ、よーし！　それじゃあみんな、さっそくプールに行こうか！」

　桜の殺気まじりの視線を前にして、俺はそそくさとプールに向かって歩き出した。

　あ、あれはガチで殺やる気の目だ……！　マーダーズブックで見た！

　ハァ、と呆あきれたようなため息をつき、桜たちが俺の後ろについてくる。

　ガラス天井の空。どんよりとした雲が、色濃くなってきていた。







　老若男女、様々な客の声が飛び交う施設内を歩くこと数分。

　ウォータースライダーの陰に隠れる位置のプールサイドに荷物を置き、俺は両手をパンパン、と払った。

「よし、ここなら客の目も少ないだろう。ここを葉咲家のキャンプ地とする！」

「キャンプではないですけどね……」

「細かいことは気にするな秋樹。さあ、ここを拠点として好き勝手泳いでくるといい！　ただし、単独行動はなるべく控えるように」

　こんな人混みでさらう人間などいないと思うが、万が一ということもある。

　俺の忠告にうなずくと、三人は思い思いに行動し始めた。

「桜ちゃん、一緒に泳がない？　実はわたしも太ももがヤバくって……水泳とかの全身を使う運動ができたらなー、って思ってたんだ」

「……その細い太ももがヤバい？　秋樹、もう一回私の目を見て言ってごらん？　それか、私の大根みたいな太ももを見てごらん？　ん？」

「瞳孔が開いてる……い、いいから、泳ぎにいくの！」

「あ、ちょっと！」

　そう言って、秋樹は桜のパーカーを強引に脱がすと「クロウさん、キャッチして！」と楽しそうにそのパーカーを俺に放り投げてきた。

　そうなれば自然、桜の上半身を拝む形になるわけだが……うん、言うほど太ってるようには見えないな。脇腹はぷにぷにだが、それこそ健康的な標準体型だ。

「ほら、これでもう恥ずかしくないね。じゃあ行こう、桜ちゃん！」

「ち、ちょっと待って！　わかった、泳ぐから！　だから、すこしだけ脇腹をさらす心の準備をさせてーッ！」

　叫ぶ桜の腕を掴み、ズルズルとウォータースライダーに引っ張っていく秋樹。

　こうした身体からだを動かす施設で、読書家の秋樹が積極的に動くのは予想外だったな。

　普段動かずに読書ばかりしているから、その反動だろうか？

　読書好きというだけで、実際は運動も好きなタイプなのかもしれない。

　なんであれ。

　ああして明るい秋樹を見ていると、ホッとする。

　昨日の大村さんの話が、どうしても頭に残っていたから。

「若いのは元気だなあ」

　いつの間にかデッキチェアに座っていた夏海が、桜と秋樹の背中を見送りながら、日向ひなたぼっこする老人のようなことをつぶやいた。

　俺は、そんな夏海の露あらわになった太ももを隠すように、受け取ったパーカーをかぶせる。

「お、サンキュー。クロウは相変わらず天然紳士だねえ」

「夏海は泳がないのか？」

「どうすっかな……まあ、もうちょいしたら適当に泳ぐよ」

「結局泳がないパターンだコレ……よし、わかった。じゃあ俺の背中に抱きついていいから、そこの流れるプールに行ってみないか？　それなら抱きつくだけだし、疲れないし、面倒くさくもないだろ？」

　スパイ時代に要人を運ぶための水中運搬訓練も受けてきているからな。人間ひとり背負うことなど造作もない。なにより夏海は軽いしな。

　が。そんな俺の提案に対して、なぜか夏海は顔をすこし赤らめて。

「そ、そんなバカップルみたいな真似まねできるわけねえだろ！　恥ずかしい！」

「？　バカップルとは？」

「人前にもかかわらずイチャイチャする、バカみてえに甘いカップルのことだよ！」

「そ、それはいけないなッ！」

　というか、そうか。

　夏海は女性なんだから、男の俺の背中に抱きつけば自然、イチャついているカップルに見られるのは当然か。そうか……。

「ふぅ……あやうく、いかがわしい痴態を衆目にさらすところだったな」

「痴態は言いすぎ」

「では、普通にプールで遊ぼう。実は、遊ぶためだけにプールに入るのは久しぶりだから、早く行きたくてウズウズしているんだ。ほらほら、早く遊ぼう」

「あー、もう。わかったよ。行けばいいんだろ、行けば」

　面倒くさそうに言いながらも、太もものパーカーをどかし、立ち上がる夏海。やった。

　こうして俺と夏海は、流れるプールに向かった。







「うぅ、冷た……くはねえけど、微妙に温ぬるいな。まあ、温水プールだから当然か。あたし、もしかしたら何気に温水プール初かもしんねえわ」

「おお、たしかに水流ができている。なるほど、プールの各所で吸水と吐水を繰り返しているのか。面白い構造だ」

「なんか考察してるし……てか、あたし髪あんま濡ぬらしたくねえんだよな。なあクロウ、ちょっとあたしの前に来てー」

「？　こうか？」

「そそ。んで、クロウの肩をあたしが両手で掴つかんでー……よし、これで楽チン！　さあ、馬車馬のようにあたしを引っ張って運びな！」

「……これは、バカップルにはならないのか？」

「抱きつくのは色々なのが当たったりしてやべえけど、この程度なら仲のいい友達レベルじゃね？　異性の肩を触ってハイ恋人ー、とはならねえじゃん？」

「それはたしかに……では、お望み通り運んでやろう。馬車馬のようになッ！」
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「うおーッ！　速い速い！　アハハハ！　マジで馬車馬だー！」

「馬車馬、潜水モードッ！」

「うわあ潜ったー！　馬のくせに潜りやがったぞ！　なのにスピードは落ちねえ！」

「────」

「うへえ、水中でよくこんなに速く歩けんなあ……もはや軽く走ってるぐらいの速度じゃねえか。腹筋バキバキなだけあんなー。いや、腹筋は関係ねえか」

「────」

「マジですげえなー。掴まってるだけでスイスイ進んでいくぜー」

「────」

「……なんか、周りの目が痛くなってきたな……そ、そりゃあそうだよな。一見すると、涼しい顔したあたしが高速で流されてるようにしか見えねえもんな、この図」

「────」

「てか長くね？　もう二分近く潜水してんだけど……お、おい、クロウ。もう潜水モード終わりでいいぞ。頭あげてくれ（背中ペシペシ）」

「──ブハァッ!!」

「どぅわあッ!?　びっくりした！」

「なんだ、もう潜水モード解除か？　あと七分弱は潜れたのに」

「長なげえよッ！　七分もこの痴態をさらせるか！」

「痴態は言いすぎでは？」







「はー、泳いだ泳いだ。久々に泳ぐのも悪くねえな」

「夏海は掴まってただけだがな……では、ここらで腹ごしらえでもしようか。そろそろ、桜と秋樹が戻ってきてもおかしくない。ふたりのためにもなにか買ってこよう」

「オッケー」

「そうと決まればさっそく売店だ！　ほら、早く髪を拭いて！」

「へいへい、そう焦らせんなって」

　気け怠だるげに応え、夏海は濡ぬれた髪を拭いて桜のパーカーを羽織ると、俺の隣に並んだ。

　その道中。

　ふと。パーカーのポケットに両手を突っ込んだまま、夏海が話しかけてきた。

「なあ、クロウ」

「なんだ？」

「……いや、あのことはたしかめなくてもいっか。クロウの嫌いなものってなに？」

「話題そらしが下手すぎないか……？」

「まあまあ。コレもちゃんと訊きいてみたかったことのひとつだよ。ほれほれ」

「強引に躱かわされた気がするが……」

　呆あきれたように言って、俺は両腕をつかねつつ。

「嫌いなものか。あまり考えたことがなかったな……それはなんでもいいのか？　物質でも動物でも、概念でも？」

「なんでもいいよ。とにかく嫌いなもの」

「そうだな……」

　しばし思案して、俺はその回答を思いつく。

「弱虫は嫌いかもしれない」

「……、それは、どうして？」

「どうして、と言われると困るが……」

　スパイ任務を完遂できず、落ち込んでばかりいたときの俺が、まさに弱虫だったから。

　なんて、そんな話をするわけにもいかないので、俺は適当に答えることに。

「まあ、ほら。やっぱ強いほうがいいじゃないか。少なくとも弱いよりは。ああもちろん、腕力とかの暴力的な意味での強いじゃなく、精神的な意味での強いな」

「…………そう、だな」

「？　どうした？　なにか様子が変だが……寒くなってきたか？」

「ううん、大丈夫だよ──お、あそこじゃね？」

　そんなやり取りをしているうちに、売店の前にまでやってきた。

　フランクフルト、アメリカンドッグ、やきそば、カレー、フライドポテトなど、泳ぎ疲れたあとにはたまらない食べ物がズラリと並んでいる。

　俺と夏海はカウンターには近づかず、すこし離れた位置から品定めするようにして。

「ふむ、思った以上にあるな……というか割高すぎやしないか？　やきそばひとつ五百五十円だと？　三食入りの生やきそば一袋九十八円を買ったほうが何倍もお得じゃないか！」

「こういう場所の食事って、大抵こんなもんじゃね？」

「ぐぬぬ、足元を見られているわけか……悔しいが、しかし今日はケチくさいことは言わないと決めたんだ。夏海はどれが食べたい？」

「んー、じゃあフライドポテトのＳサイズで」

「Ｓサイズでいいのか？　Ｌサイズじゃなくて？」

「なんでＭを挟まねえんだよ……一昨日おとといの揚げ物といい、そんなにあたしを太らせてえのかクロウは。注文ばっか多い料理店とか経営してねえだろうな？」

「ポキっと折れちゃいそうで怖いんだよ、夏海の手足は。見ていて不安なんだ」

「……そう簡単には折れねえよ」

「だといいがな──では、ほかは適当に買ってこよう」

　カウンターに向かい、目についた商品を雑多に注文する。

　合計二千四百円……すこし買いすぎただろうか？　いや、泳ぎ疲れた桜ならこれぐらいはいけるだろう。うん。彼女の胃袋を信じよう。

「おお、うまそうじゃーん。早く戻ろうぜー。半分持つよ」

「ありがとう。では頼む」

　購入後。ふたりで分け合って容器を持ち、来た道を戻った。







　その後も他た愛あいのない話をしながら歩き、拠点のプールサイドにたどり着いた。

　そのときだった。

「──夏なつ姉ねえッ！」

　プールからあがっていた桜が、濡れた髪もそのままに慌てて夏海に駆け寄ってきた。

　デッキチェアの傍そばでは、秋樹が驚きの表情でプールサイドの向こうを見つめている。

　桜は、迷子になった我が子を抱きとめるように夏海を両腕で包み。

「ああ、よかった……夏姉、無事だったんだね」

「？　大げさだな、クロウとメシ買いに行ってただけだ……てか、水が冷てえんだけど」

「なにかあったのか？」

　俺が訊たずねると、桜は夏海への抱擁を解き、ひどく真剣な声音で言った。

「クロウ、荷物をまとめて。今日はもう帰るわよ」

「は？　まだ来て三十分も経たっていないぞ？　それに食べ物だってこんなに……」

「いいから！　いまはとにかく、夏姉を外に──」

　桜が切迫した表情で口にした、その直後だ。

「────、あ」

　夏海がそう、消え入るような声をもらした。

　振り返り、唖あ然ぜんとする彼女の視線の先をたどる。

　ウォータースライダーの正面。

　流れるプールを挟んだ先のプールサイドに、その集団はいた。

　数にして八名。全員が男性だった。先頭を進むのは、グラサンをした茶髪の若者。派手な水着姿で、スマホを耳に当てて周囲を見回している。なにかを探しているのか？

　それに付き従うような形で、背中や腕にタトゥーを彫ったガラの悪い男たちが肩で風を切って歩いていた。

　先頭の若者以外は、三十代から四十代ほどの男ばかり。全員のタトゥーに共通して赤い花が彫られている。おそらく、赤い花を代紋としたどこかしらの組の人間だろう。

　ジャパニーズマフィア、というやつだ。

　夏海の視線は、そんな集団の先頭──茶髪の若者に向けられていた。

　どことなく夏海の髪色に似た、その若者に。




「あ、あぁ…………ッ」




　ドシャ、と。

　震えた声と共に、夏海の手から容器が落下した。

　視点をさまよわせ、叫び声を堪こらえるように両手で口を押さえる。

　異常な動揺を見せたまま、夏海は怯おびえるように桜の背中に隠れてしまった。

「……、クロウッ!!」

「了解した」

　事情はわからない。

　だが、あの集団と夏海を会わせてはいけないことだけは、理解した。

　桜の声を聴き、俺は持っていた容器をデッキチェアに置くと、荷物の中からバスタオルを取り出し、夏海の頭にだけかぶせた。簡易的なカムフラージュだ。

　幸運にも、ここはウォータースライダーの陰に隠れている。女子更衣室までの道のりも誰にも見られず移動することができるはず。

「いいか？　桜。腰を低くして早歩きで行け。走りはするな。人混みの中では逆に目立つ。本当は俺が夏海をおぶって行ってやりたいが、それはさすがに悪目立ちしすぎる。悪いが、三人だけで更衣室まで向かってくれ」

「わ、わかった」

「夏海の頭のバスタオルだけは外すな。反対に、桜と秋樹はタオルをかぶらなくていい。これも悪目立ちしないようにするためだ──着替え終わったら、夏海を連れてそのまま家に帰っていい。俺のことは待たなくていい。帰り道は、できるだけ人通りの多い道を通れ。外に出ても、夏海の頭のタオルはかぶせたままでな」

「うん、ありがとう！」

　桜が夏海の肩を、秋樹がその背中を支え、早歩きで更衣室に向かう。

　三姉妹が無事、女子更衣室に繋つながる通路に入ったのを見届け、俺は落ちた食べ物を片づけながら、再度あの集団を見やった。

　なにかを探すように辺りを見回していた男たちだったが、このエリアにはいないと判断したのか、程なくして別のプールエリアに向かって歩き出した。

　いや。

　いまさら『なにか』だなんてボカす必要もないか。

　桜と秋樹の態度からすれば、奴やつらが捜しているのは、ただひとり。

（アイツら、夏海を捜していたのか……？）

　どうしてジャパニーズマフィアが夏海を？　まさか、友達なわけでもないだろうに。

　答えの出ない疑問を抱きながら、俺は片づけの終えたプールサイドを後にする。

　黒い曇天から雨が降り出したのは、それから五分ほど経ってからのことだった。




　　　　□




　雨脚が強まってきた、午後二時すぎ。

　葉咲家に帰宅し、三姉妹の靴があることを確認すると、俺はホッと胸をなでおろして、足早にリビングに向かった。

「ああ、おかえり。クロウ」

　そこにはテーブルでひとり、紅茶を飲んでいる桜の姿があった。

　俺は、水着を入れたバッグをソファに置いて。

「夏海と秋樹は？」

「夏姉の部屋。夏姉は帰ってきたらすぐに寝ちゃった。かなり精神的にキテタんだと思う……秋樹は、その付き添い」

「そうか……それで、桜。さっきのは」

「ゴメン、クロウ」

　問いただそうとした俺の言葉を遮り、桜はティーカップをなぞりながら、苦笑まじりに。

「たぶん、私がその質問に答えることはできない」

「…………」

「私も秋樹も、それに夏姉も、クロウのことは信用してるし、頼りにもしてる……だけど、だからと言って、すべてをさらけ出す勇気は、きっとまだないんだ」

　だから、ゴメンね、と桜は重ねて謝った。

　夏海の事情を、夏海の許可なく口外することはできない。

　そういう意味だろう。

　その当然の警戒心は、むしろ俺にとって喜ばしい反応だった。

　信用してくれていようが、頼りにしてくれていようが、それでも、出会ってまだ半月だ。

　自分の過去を詳つまびらかにするには、あまりに短すぎる。

　俺にだってまだ、三人に明かせていない『過去』があるのだから。

「いや、こちらこそすまない。軽率に訊ねていいことではなかった」

「ううん、そんなことないよ。あんなことがあったら、気にならないほうがおかしいもん……でも、いまはまだ、もうすこしだけ静かにしておいてあげてほしい。きっと夏姉から話してくれる日が来るはずだから」

「ああ、了解し──、？」

　ふと。ソファに置いておいたバッグから、くぐもったバイブレーション音が響いた。俺のスマホだ。

　以前作ったクッキーの残りを桜に出したあと、バッグからスマホを取り出して、画面を確認する──非通知設定。

　スパイ時代から使っていた携帯に、非通知の電話が半月で二回。

　もはやこの非通知表示が、誰でもない『彼女』であることをありありと示唆していた。

「もしもし」

『──自分の部屋に戻って』

　通話を開始した瞬間。受話口からそんな小声の指示が聴こえてきた。

　屋外にいるのだろうか。時折、風の吹く音が聴こえてくる。予想した通りの『彼女』だ。

　俺は、桜に片手をあげてリビングを離れることを伝えると、早足で自室に戻った。

「お望み通り戻りましたよ」

『うん、ありがとう！　クロウくん！』

　万が一にも、桜に聴かれる心配がなくなったからだろう。

　いつも通りの溌はつ剌らつとした声で、『彼女』は元気いっぱいに言った。

『そして、久しぶり！　あなたの大事な依頼人、冬ふゆ子こおばさんですよー！』




　　　　□




『ふむふむ、知りたいことが山ほどあるって声してるわね！

『だけど、桜から質問することは禁じられちゃった感じかしら？

『ならば、私が勝手に夏海の過去をバラしちゃいましょー！

『これならクロウくんも余計な罪悪感を覚えずに済むでしょ？

『おばさんから勝手に垂れ流される情報を、〝偶然〟耳にしちゃうだけだもんね！

『というか、ここまで来たら逆に、クロウくんには知っておいてもらわないと困るのよ。

『誰でもない、夏海の未来のためにも……ね。

『そうそう。なんで今日起こった事情をすべて知ってるのかっていうと、レジャー施設の防犯カメラを全部ハッキングさせてたからよ！

『クロウくん、昨日バザーから帰ってきて、三人にプールに行かないかって話してたじゃない？　だから、万が一のときのために監視させてたのよねー。

『──お、ようやく気づいたかしら？

『そう！　おばさんがこれまで、クロウくんたちの家での状況を色々と把握できてたのは、プールの防犯カメラをハッキングしたのと同じ理屈。

『クロウくんが家の中に仕掛けた〝監視カメラ〟にアクセスしてたからなのでしたー！

『まったくー、データをクラウド上に保存できるお高い監視カメラなんか使うからよ？　そういう高性能品は、高性能ゆえに〝穴〟が大きいものなんだからー。

『自分で自分を監視させてちゃあ、スパイ失格ね？　クロウくん。

『って、元スパイだったわね。ゴメンなさい。

『さて。それじゃあさっそく本題に入りましょう──ほんのすこしだけ真面目に、ね。




『まず、クロウくんが目にしたイカつい集団。

『あれは、〝浪なみ藤ふじ組ぐみ〟っていう悪ーい組のひとたちなの。

『四年前まで叶画市をシメてたんだけどね。おばさんが遠い地方に飛ばしちゃってたんだ。

『その理由は、あとで話すわね。

『んで、先頭を歩いてた茶髪の若い子が、浪藤組の若頭──浪藤渋しぶ堂どう。二十歳。

『なんの実力もないくせに組長親父の権力を笠かさに着て、周りの取り巻きに〝坊ぼつちゃん〟なんて呼ばれて調子づいてる、夏海の元同級生よ。

『そう。同級生。

『小学校、中学校、そして高校一年の途中までの十年間、坊ちゃんはずっと夏海の同級生であり続けて……同時に、その肩書きを〝夏海の恋人〟にしようと画策してた。

『ぶっちゃけて言えば、夏海の〝ストーカー〟ね。




『おばさんが言うのもなんだけど、夏海は子供の頃から綺き麗れいな子でね？

『それはもう、色んな男の子から毎日のように告白されてたみたいなの。

『〝みたい〟っていうのは、夏海がそうやって告白されてるっていう事実をおばさんが知ったのは、坊ちゃんとの問題が深刻化したあとだったから。

『正義のヒーローが聞いて呆あきれる。無理やりにでも聞き出しておくべきだったわ……。

『ゴメンなさい。話を続けるわね？

『そうして連日、告白されまくってたわけだけど、夏海はソレを〝妹の世話があるから〟と言って断り続けていた。

『そんな中。

『何度もしつこく告白してきたのが、浪藤の坊ちゃんだった。

『子供の頃から、親おや父じさんに好きなものを際限なく与えられて育ったからでしょうね。

『坊ちゃんはワガママに、なにがなんでも夏海を手に入れようと躍起になった。高慢に、傲慢に。強引に夏海に迫った。断られても断られても、何度も愛の言葉をささやき続けた。

『それだけなら、まだよかった。そこまでなら、まだ許せた。




『中学校に入る頃になると、坊ちゃんのワガママはさらに肥大化。

『学校の中だけでなく、下校中の夏海にまでつきまとい始めた。

『なんでオレの恋人にならないんだ？　四の五の言わず早く彼女になれよ。

『そんな軽薄な言葉を、繰り返し夏海にかけ続けた。

『なんとしても夏海の気を引くためでしょう。髪を同じ茶色に染めたりもしてきた。

『夏海の友達も、がんばって坊ちゃんを引きはがそうとしてくれたみたいだけど、浪藤組の暴力をチラつかせられると黙らざるを得なかった。

『このあたりになると、夏海は断ることも諦めて、無視を貫いた。

『おばさんたち家族にも相談せず、かたくなに無視を貫き続けた。

『言っても、同級生の男子がつきまとって告白してくるだけで、怪け我がなんかの実害は出てなかったから、相談する必要もないと思ったのかもしれないわね。

『自分ひとりが我慢すればそれで済むと、そう思ってたのかもしれない……。




『問題が起きたのは──夏海が高校に入った直後。

『茂しげるさんが死んで、おばさんが仕事で海外に出払うことが多くなって、家に大人がいなくなったとわかってから。

『大人のいないこの瞬間がチャンスだと、坊ちゃんはついに強硬手段に出た。

『浪藤組の取り巻きを使って、夏海に坊ちゃんとの交際を〝脅迫〟し始めたのよ。

『数十人単位の大軍勢で、ね。

『ただし、家に乗り込んでくるような真似まねだけはしなかった。おそらく、不法侵入なんかでしょっぴかれるのを警戒してのことだと思う。

『大勢でのつきまといも、充分に犯罪なんだけど……叶画大学で起きた夏海の一件同様、離れてつきまとうぐらいなら犯罪にならないだろうって思ったのかもね。

『登校時も下校時も、通学路で待ち伏せしてるガラの悪い大人たちに毎日、毎日毎日毎日……好きでもない男との交際を強要され続ける。

『とんでもないストレスよ。想像するのも痛ましいぐらいに。

『桜と秋樹も度々そのつきまといの光景を目にしていたけど、〝オカンには絶対話すな〟って夏海に口止めされてたらしいわ。

『大人おばさんに告げ口した瞬間、今度は家族が標的になると思ってたみたい。




『夏海の心にヒビが入ったのは、それから半年後の秋だった。

『いまにして思えば、むしろ遅すぎるくらいのタイミングだったわ。

『突然、なにも言わずに学校を休んで、部屋から出なくなった。

『真っ暗な部屋の隅で、体育座りをしてジっと動かなくなった。

『そこでようやく、おばさんはすべての事情を知った。

『後悔したわ……なんでもっと早くに気づけなかったんだろう、って。

『そうした憤りもあって──おばさんは単身、浪藤組の本部に乗り込んだ。

『カチコミってやつね。

『そこでおばさんは大暴れ。もちろん素性は隠した状態でね。

『人は殺さない程度に痛めつけて、浪藤組の本部を一晩で壊滅させた。

『それだけじゃ気が済まなかったから、銃刀法違反や未成年へのストーカー行為で叶画市にいられないよう法律的に殺して、組ごと遠い地方に飛ばした。

『これが、浪藤組を飛ばしたその理由。いまから四年前の話よ。




『それから、おばさんたちは引っ越しをした。

『そう。いまクロウくんがいる家にね。

『同じ住所のままだと、浪藤組の人間が叶画市に戻ってきた場合、やぶれかぶれに今度は直接家に会いに来る可能性があるから。どうしても拠点は変えざるを得なかった。

『と言っても、叶画市外に出ることはない、駅二つ分隣の地区に移動する程度のささいな引っ越しだったけど。

『本当は、思い切って遠くの地域に引っ越そうかとも思った。そのほうが、仕返しを心配する必要もなくなるからね。

『でも、夏海の精神状態を考えると、その選択肢は取れなかった。

『弱り切った夏海が友達のいる慣れ親しんだ叶画市を離れて、友達のいない慣れない土地に引っ越したら、今度こそストレスで立ち直れなくなる。

『本気で心が壊れちゃう……そう思ったのよ。

『友達という最後の砦とりで、拠より所どころは、残してあげなくちゃいけないと思ったの。

『だから、引っ越しはしたけど転校はさせなかった。もちろん、桜と秋樹も。

『浪藤組がいなくなったあと。桜と秋樹、それに友達のみんなが元気づけてくれたおかげで、夏海は徐々に笑顔を取り戻していった。

『学校にも通い始めて、やっと普通の生活を取り戻せた、と思ってた。

『今日、浪藤組が姿を現すまでは』




　　　　□




『過去の本部壊滅がきっかけで衰退していった浪藤組だけど、つい最近組長が病で倒れたことで、若頭の坊ちゃんが組長代理として浪藤組を仕切るようになった──実権を得たことで坊ちゃんのワガママは再さい炸さく裂れつ。先日、数十名の組員を引き連れて、懲りもせず叶画市に凱がい旋せんしてきたってわけ。目的はもちろん』

「……夏海を、手に入れること」

　以前、夏海の偽彼氏になって大学構内を歩いたとき、夏海が後ろを尾つけてくる男たちに怯おびえる場面があった。

　あれは、そうした浪藤組のトラウマがあったからなのだろう。

『大正解』

　冬子の呆れたようなため息が、電子音になって俺の耳じ朶だを叩たたいた。

『おばさんが素性を隠して壊滅させたせいで、坊ちゃんは原因が自分にあるとは微み塵じんも思ってないみたい。ほんと未練タラタラで困っちゃうわ。また地方に飛ばそうにも、現状では奴やつらに罪状はないから飛ばせないのよね。浪藤組の過去の罪はこないだ〝効力切れ〟になっちゃったし……まあ、そのせいで地方に留とどめておけずに、こうしてまんまと叶画市に戻って来られちゃったわけだけど』

　なるほど、と俺は胸中でうなずく。

　冬子が『飛ばす』基準には、その者の罪状が大きく関わっているようだ。

　罪が重いほど遠くへ、長く飛ばされるというわけだ──桜をさらった鈴すず木きと不良たちは海外だから、相当な重罪だったとわかる。

　冬子がレジャー施設のカメラをハッキングしていた真の理由も、だから、浪藤組の罪がそろそろ効力切れになると予期してのことなのだろう。

　飛ばし方までは定かではない。先ほど『ハッキングさせていた』『監視させていた』と、協力者がいるような発言をしていたから、その者たちの力を借りているのだろうか？

　余談。

　最近この町で不良たちがのさばっていたのは、叶画市をシメていた浪藤組が飛ばされたことで……必要悪がいなくなったことで、治安が乱れたせいだったのだろう。悪のおかげで平和になる。皮肉にも程がある話だ。

　冬子は以前、叶画市のそれらしき人間には警告をしておいた、と話していたが、浪藤組は市外に飛ばされていたため適用されない。またも浪藤が治安を乱正す可能性があるわけだ。

　閑話休題。

「冬子さん。すこし気にかかってることがあるんですが……」

『ん、なにかしら？』

「浪藤はなぜ、夏海がいるあのタイミングで、レジャー施設を訪れたんでしょうか？」

　先日のバザーにて、秋樹が『嫌なひと』を見た気がすると話していた。特に、夏海には話さないでほしいとも。

　おそらくあれは、バザー会場付近に現れた、浪藤渋堂の姿（あるいは浪藤組の組員）を目にしてのことだったのだろう。

　だが、それはつまり。

　浪藤は、バザー会場とレジャー施設……異なるふたつの場所で、連続で葉咲家の人間とニアミスしかけた、ということになる。

　レジャー施設はまだしも、古本のバザーに夏海が現れる可能性など、ほぼゼロに等しいと考えるのが普通だろう。秋樹のような本好きであれば別だが、夏海は特にそういった趣味は持ち合わせていない。それは、ストーカーであれば把握済みのはずだ。

　なのに──浪藤は現れた。

　奇跡を疑うほど、偶然に。

「百歩譲って同じ場所を訪れた偶然まではいい。けれど、時間帯まで同じというのは看過できません。これじゃあまるで、夏海がいることがわかっていたかのようです」

『んー、そうねえ』

　俺の疑念に対し、冬子は飄ひよう々ひようとした声で応えた。

『なんとなく〝当たり〟はついてるけど、確証がないからまだなんとも言えないって感じかしらね。コレをいま伝えても、クロウくんを無駄に混乱させるだけだと思う』

「混乱、ですか……」

『まあ、クロウくんならすぐ答えにたどり着くわよ。この一件だけじゃなく、いままでの疑問をひとつひとつ解決していく中で、確実にね』

「……だといいんですが」

　その当たりだけでも聞かせてほしかったが……はぐらかされたような気がする。

　そんな俺の不満を察してか。冬子は元気づけるような弾んだ声音で。

『大丈夫、クロウくんならやれるわ。おばさんのほうでも、浪藤組の罪状をあらってみて──、っと』

　と。突然。

　受話口から、タタタン！　と乾いた音が連続して聴こえてきた。

　マシンガンの銃声だ。

　次いで、素早く風を切るような音が聴こえたかと思うと、直後に、ドカッ！　となにかを蹴飛ばす打撃音が響いた。

『──ったく、隠れてた残党？　電話中なんだから邪魔しないでほしいわね』

「……あの、冬子さん？　いまのは……」

『え、なにか聴こえた？　いやいや、聴こえなかったわよね？　聴こえてるはずがないわよね？　クロウくん？』

「アッ、ハイ」

　これ、言及したらいけないやつだ！

　好奇心で猫が殺される系のやつだ！

『うん、いい返事』

　どこか威圧感のこもった声で言い、『ともあれ』と冬子は話を戻した。

『夏海の中で、浪藤の坊ちゃんがあれほどトラウマになってるのは、彼が夏海の心を壊しかけた最悪の外敵だから。昔の〝弱い夏海〟を思い出させるトラウマスイッチだからなの。アイツと真正面から対たい峙じしたら、今度こそ心が壊れるかもしれない。そう本能的に悟って、怖おそれて、夏海は桜の背中に隠れたのよ』

「……昔の、弱い夏海」

　冬子の過去話を聞いていく中で、齟そ齬ごを感じていた。

　夏海の強気な性格を考えると、もうすこし反撃というか、仕返しのような行動に出てもおかしくないと思った。

　それはたとえば、偽彼氏作戦を提案してきたときの、あの恨めしい愚痴のように。

　浪藤の心をボキボキにへし折ってやる、と、夏海ならそれぐらいの気概を見せてもおかしくないように思えたのだ。

　だが、その認識は過ちだった。想像力が足りなかった。

　未成年の少女が毎日、数十人単位の大人につきまとわれ、執しつ拗ように交際を強要される。

〝──あ、あぁ…………ッ──〟

　トラウマにならない理由は、ない。

『その見た目も相まって、傍はた目めからは強い子に見えるでしょう？　でも、それは強がって見せてるだけで、本当はすっごく内気で卑屈で臆病で、なにより弱虫な子なの。三姉妹の中でも一番怖がりな子だと思うわ。でも、だからこそ、おばさんは愛いとおしいのよ。ほかの〝正義執行〟を後回しにしてでも、手を差し伸べたくなるぐらいに』

「…………」

『あの日。暗い部屋でうずくまりながら、夏海は言ったわ。〝浪藤がしつこく迫ってくるのは自分が告白を断って怒らせたせいだ〟って。何年も浪藤にストーキングされていく中で、おかしな加害者意識を持つようになっちゃったの。だから、浪藤の前では余計に怯えて本心を出せなくなる──まるで、〝背中の王子さま〟に出てくるヒロインみたいにね』

「それって……」

　背中の王子さま。たしか、バザーで買った絵本が、そんなタイトルだったはず。

　そう思い返しているうちにも、『とにかく』と冬子は言葉を紡ぐ。

『いまの夏海は、完全に昔の弱い夏海に戻ってる。偽彼氏を演じて解決するような、そんな単純な問題じゃない。夏海を立ち直らせるのは、相当な困難を極める──でも、クロウくんなら解決できるって信じてる。いい加減、夏海のこの長いトラウマを根本から解消してあげてほしいの……それが、今回の電話の本題。この依頼、頼めるかしら？』

「当然です」

　俺は躊躇ためらいなく即答した。

「冬子さんに言われずとも、最初からそのつもりでしたよ」

『アハハ！　さすがはキャサリン仕込みの〝罠わな〟なだけあるわね。頼もしいわ！　わざと抱え込んだ甲か斐いがあるわ』

「……罠？」

『最高の家政夫って意味よ──それじゃあ、周りがやかましくなってきたから、そろそろ切るわね！　またね、クロウくん！』

　そう、お決まりのように元気いっぱい言い残して、冬子は電話を切った。

　スマホを仕し舞まい、俺は立ち上がって、窓の外を見やる。

　雨粒が流れる冷たい窓ガラスに、俺の熱い意志のこもった息が広がった。
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「へへ、おっす……」

　夏海が気恥ずかしそうにリビングに下りてきたのは、桜と秋樹に夕飯を振舞ったあと、午後十時を回ってからのことだった。

　俺はわずかに驚きかけて、しかし、つとめて平静を装って応える。

　ここで夏海を過剰に気遣う言動は、彼女からすれば一番してほしくない対応だと思ったからだ。

「随分と長い昼寝だったな」

　おどけたようにそう言うと、夏海はいつものジャージ姿でテーブルに向かい「へへ」とはにかみながら。

「大学のレポート続きで寝不足だったのかもなー。八時間も眠っちまったよ」

「見事に昼夜逆転したな。腹は？」

「ん……いまは、空すいてねえかも」

「……そうか」

　プールのときには、『うまそう』と食欲があるようなことを言っていたのに。

　ストレスで食べ物が喉を通らない、ということか。

　だが、あれからもう八時間だ。

　なにも口にしないというのは、さすがに身体からだに悪い。

「では、スープ系はどうだ？　夕飯の味み噌そ汁しるか、インスタントのコーンスープがあるが」

「……じゃあ、コーンスープもらおうかな？」

「ああ、了解した！　すこし待っていろ。お手製のスープを入れてやる」

「ハハ、ただのインスタントなのに？」

「ただのインスタントなのに、だ」

　容器にスープの素もとを入れて、ポットのお湯をそそぐ。

　そうして、意気揚々と用意している最中。

「──クロウを家政夫に採用したとき、さ」

　夏海が、独白のように語り出した。

「あのとき、あたしが真っ先に『採用』って言ってたと思うんだけど……あたしはまず、桜の顔を確認してから採用って口にしてたんだ。気づいてた？」

「……いや、緊張していて気づかなかったな」

「あれ、桜の反応がいままでの希望者と明らかにちがったから、だから、あたしが代わりに採用を決めたんだ。このひとなら、桜たちも受け入れられるだろう、と思って……要は、あたし自身はクロウのことをなんとも思わずに採用したってこと。換言して、自分の採用理由を妹たちに委ねてたって意味なんだ。自分でなにかを決めるのが、怖いから。自分の本心を見せるのが、怖いから……だから、妹たちの意思に任せたんだ」

　それが、夏海の『採用理由』。

　妹ありきの、空虚な理由。

「住み込みすればいいって提案したのも、そうしたほうが桜と秋樹が喜ぶと思ったから。晩酌に誘ったのも、本当に桜たちの近くに置いていいひとなのか、姉として見定めるためだった。あたしは、あたしの行動理由を全部妹たちに委ねてたんだ。『妹のために』『妹のためだから』……そういう免罪符があったから、姉の立場を利用した口実があったから、苦手な男のクロウとも、なんとか話せてこられたんだ」

　たしかに夏海は、何度か『アイツら……』と、桜と秋樹を気遣うような発言をしていた。

　また過去には、数多あまたの告白を『妹の世話があるから』と断ってきた。

　悪い言い方をすれば、妹を盾にして、自身の意思を偽ってきた。

　本心をさらけ出すのが、怖いから。

〝──本当はすっごく内気で卑屈で臆病で、なにより弱虫な子なの──〟

　うつむき、寒さを堪こらえるように両手を組みながら、夏海は震えた声で続ける。

「最低だろ？　あたし。桜たちのこと思ってるようなフリして、結局は自分の保身ばっかでさ……ほんと、自分でも嫌んなる」

「…………」

「クロウも軽蔑しただろ？　こんなズルくて弱いあたしのこと。もう顔も見たくねえよな……？」

　だからコレは、独白ではなく──贖しよく罪ざい。

　夏海は、罰してほしいのだ。

　罰してもらった上で、『そんなことない』と、やさしく声をかけてほしいのだ。

　あえて弱い自分をさらし、癒いやしてもらう。

　それは、稚拙なマッチポンプで、ひどく一時的な処世術だった。

　そんな一時の安心を得られなければ自己を保てないほど、いまの夏海は浪藤に心を壊されることを怖れ、怯おびえ……そして、脆もろくなっていた。

　だが。ハッキリ言ってしまえば、こんなのは罪でもなんでもない。

　この世のすべての人間が、本心をさらして生きているわけではないからだ。

　だからこの吐露は……弱った夏海の発露は、夏海が知らず浪藤のトラウマを引きずってきた証拠。夏海が、過去の弱い自分と向き合い、ひとりでがんばってきたなによりの証あかしだ。

　ゆえに──コトン、と。

　俺は、夏海の目の前にスープを置いたあと、両肩をすくめてこう言うのだ。

「さあ、どうだろうな？」

「…………」

「だが、このスープを飲み干すまでは、しっかり見ているよ。ズルい夏海も、弱い夏海も、全部」

　それが、家政夫の務めだからな。

　そう言って、俺は夏海の対面に静かに腰を下ろした。

　夏海はなにか口にしようとして、しかし、唇を引き結んでそれを飲み込むと、困ったように苦笑した。

「ほんと、ズレてるよな……クロウは」

　つぶやいて、ゆっくりとコーンスープを飲み始める夏海。

　俺は顔をそらし、なにもない天井を見上げた。

　スプーンとカップがこすれる金属音にまぎれて、わずかに鼻をすするような、ナニカを堪えているような感情音が聴こえてくる。

　俺は、それを聞くとはなしに聞きながら、決意する。

　こんな、一時的なものじゃない。問題の根本的な解決を。







　夏海が二階に戻ったあと。

　俺はリビングでひとり、スマホを握りしめていた。

〝──いままでの疑問をひとつひとつ解決していく中で──〟

　冬子のあの言葉はつまり、夏海の一件だけじゃなく、俺が抱いた疑問にも目を向けろ、という意味にほかならない。

　であれば、最初に連絡する相手は、決まっている。

　俺はスマホを操作し、とある人物の家にコールした。

「──ああ、夜分遅くにすみません。野の宮みやです。すこし、お訊ききしたいことが……」








第五章　元スパイと背中。
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　そんなある日。

　女の子の住む国に、故郷の村の領主がやってきました。

　自分の告白をことわった無礼者だと、女の子にうらみをぶつけにきたのです。

「あの女は悪いものを呼ぶ。オレの村も、アイツのせいでめちゃくちゃになった。すぐに追い出さなければ、この国もほろびるぞ」

　王さまをはじめ、国民たちはみんなあわてて、おどろきました。

　そして、手のひらを返したように、女の子に冷たくなっていきます。

　ただひとり、やさしい王子さまをのぞいて。
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　十一月二十日、月曜日。

　太陽が覗のぞきそうで覗かない、スッキリしない曇り空の午前八時。

　三姉妹の朝食を作り終えると、俺は台所の奥でワイヤレスイヤホンを使い、『あのふたり』の今日のスケジュールを盗聴した。

「……ちょうどいい」

　その後。ＲＩＮＥで、ある人物に連絡事項を伝えておく。

　昨夜。大おお村むらさんから聞いた話が本当であれば、これで動きがあるはずだ。

　その動向次第では、浪なみ藤ふじ組ぐみが二度も『ニアミス』していた謎も判明する。

　……俺としては、すこし複雑な気持ちではあるけれど。

「ごっそさーん。んじゃあ、支度すっかねー」

　と。夏なつ海みが手を合わせ、テーブルを立った。

　あんなことがあったにもかかわらず、普段通り大学に行くつもりのようだ。

　いや、いつもの生活を送ることで、平常を保とうとしているのか。

　瞬間。俺はすぐさま台所を出て夏海の背後に回ると、その細い両脇に両手を伸ばして、「よいしょ！」と力任せに持ち上げた。

　子供にする『たかいたかい』の形である。

「な……え、はぁッ!?」

　持ち上げられたまま困惑する夏海を無視し、俺は背後のテーブルに座る桜さくらと秋あ樹きを振り返った。

「ふたりとも、今日の夏海はなんだか熱っぽいような気がしないか？　額とか頬ほおとか、顔全体がなんか赤らんでるだろ！　なッ!?」

　ほら、と赤子状態の夏海を振り向かせて、確認させる。

　もちろん夏海に熱などない。夏海の脇から伝わる体温は正常なソレだ。

　しかし。俺のこの突飛な行動の意味に気づいたのだろう。

　桜と秋樹は、ほぼ同時になにかに思い至ると、俺と調子を合わせるようにして。

「そうね、たしかに赤っぽいかも。夏なつ姉ねえ、今日は休んだほうがいいわよ！」

「う、うん。無理は禁物だよ……今日はゆっくり寝てて？」

「ほらな！　ということで夏海、今日は休め。大学には俺から電話しておくから」

「い、いや、なんで急にそんな話に……う、おぉッ!?」

　話も途中に夏海を運び、リビングのソファに強引に寝かせ、このときのために用意しておいた毛布を何枚もかける。

　夏海の上に、こんもりと山のような毛布が積みあがった。

　夏海が逃げないよう傍そばで待機していると、桜と秋樹がテーブルを立ち、「それじゃあ、いってきます」と足早に学校に出かけた。

「いってらっしゃい！」リビングから声をかけたあと、俺は夏海に視線を向け、白々しく首をかしげる。

「おや？　身体を温めて寝たおかげで、随分と顔の赤みが引いたみたいだな。夏海」

「……どういう意図だ？　これは」

　山の毛布をかぶったまま、夏海がジト目でこちらをにらんでくる。

「大学を無理やりサボらせて、あたしをどうする気だよ？」

「夏海をどうこうする気はないさ。むしろ、夏海『に』どうこうしてもらうのさ」

「？　どういう意味だよ？」

「夏海」

　毛布を一枚ずつどけながら、俺は言った。

「午後になったら、ふたりっきりで昨日のレジャー施設に行こう」




　　　　□




　割引チケットは使い切ってしまったので、入園料は完全に全額自腹となってしまった。

　が。後悔はない。

　むしろ、この程度の額で問題が解決できるのであれば、安いものだ。

　……まあ、それもすべて夏海次第ではあるんだが。

「な、なあ？　クロウ」

　雲がまばらになり始めた、午後三時。

　レジャー施設、ウィッシュランド。その施設内にある人ひと気けのない散歩用の庭園を歩いていると、隣り合う夏海が声をかけてきた。

　周りをキョロキョロと警戒し、ひどく怯えた様子で俺の服の裾を掴つかんでいる。

　昨日の今日だから、もしかしたらまた……、と考えているのだろう。

　ここに来るまでの道程でも、夏海は不安そうに俺の服を引っ張ってきていた。

　残念ながら、その予感は的中だ。

「そ、そろそろ教えてくれてもいいだろ……なんで二日連続でここに？」

「ちょっと、夏海に会わせたいやつがいてな」

「あ、会わせたいやつ、って────、ヒッ!?」

　そのとき。

　歩道脇にある草むら方面から、待ってましたとばかりにスーツ姿の男たちが姿を現した。

　総勢二十五名。人相からして堅かた気ぎの人間ではない。

　約数名、昨日のプールで見た覚えがある奴やつもいる。

　間違いない──浪藤組の組員たちだ。

　コイツらがいるということは、同時に俺の『推測』が当たってしまったことも意味する。

（……外れてほしかったんだがな）

　一目見て浪藤組だと悟った夏海は、声にならない小さな悲鳴をあげ、俺の背中に隠れた。俺の服を握る手がプルプルと恐怖に震えている。

　怖い思いをさせてすまない。

　だが、根本的な解決には、奴に会うことが必須なんだ。

「お前たちの若頭、浪藤渋しぶ堂どうを出せ。どうせ来てるんだろ？」

　俺がそう告げると、組員たちはあっけにとられたような顔をして、一斉に笑い出した。

　チャラそうな組員が、クチャクチャとガムを噛かみながら俺に近づいてくる。

「テメエみてえなわけわかんねえ野郎に坊ちゃんを会わせるわけねえだろうが。いいから、そっちのお嬢ちゃんをこっちに渡──、ッ!?」

「──近寄るな」

　直後。殴りかかってきた組員の鳩尾みぞおちに、瞬時に前蹴りを入れた。

　悶もん絶ぜつするチャラ組員。そのままフラフラと後退し、口端に泡を吐き始めると、ついには脇道に倒れこんでしまう。

　瞠どう目もくするほかの組員たちに向けて、俺は告げた。

「そこのチャラ男の態度からするに、どうせ俺をシメるつもりだったんだろ？　なら話は早い。お前ら下っ端に用はないから、全員一気に倒されに来い」

　某カンフー映画の主人公よろしく、右手でクイクイ、っと煽あおってみる。

　ダメだな。俺ではやはり煽り慣れていないのが丸わかりだ。キャサリンぐらい神経を逆なでできる煽りを習得しないとな……いや、習得しなくていいな。しなくていいや。

　すると。

「「「上等じゃワレえええええッッ!!」」」

　俺のこんな煽りでも、下っ端共は釣り堀の魚よりもたやすく釣られてくれたのだった。

「夏海、後ろのほうで屈かがんでろ。大丈夫、絶対に俺が守るから」

　夏海の頭をなでて服を放させると、俺はネクタイをすこしだけ緩めた。

　戦闘開始だ。

　イノシシよろしく突進してくる一体目に、顎下からの掌底を一発。

　横から襲いかかってくる巨漢の二体目の鼻っ柱に、裏拳を喰くらわせる。

　一斉に飛びかかる三、四、五体目に、キャサリン直伝の回し蹴り。

　五秒にも満たないこの一連の流れで、組員五名が地に伏した。

「す、すげえ……」

　唖あ然ぜんとした声音で夏海がつぶやく。

　埼さき宮みや港こうの不良たちよりは、幾分か戦闘の心得のようなものを持っている人間が多いようだが、それでも所詮は有象無象の素人集団だ。

　裏世界を生きるスパイに敵かなう道理はない。

　……本当、こういう暴力で解決するスパイはスマートじゃなくて嫌いなんだがな。

　いまの俺は家政夫だから良しとしよう。うん。

「残り十九人。ほら、立ち止まるなよ。三下共」

　夏海の凄惨な過去を聞かされたせいか、すこしお口が悪くなっている俺なのだった。

　桜の一件のときといい、どうにも三姉妹のことになると感情的になってしまう。

（反省、反省……）

　などと考えながら、六体目を合気道でぶん投げて、背後の七体目にぶつける。

　続く八、九、十体目の急所にそれぞれ手刀を入れて昏こん睡すいさせ、駆け込んだ勢いそのままに十一、十二、十三、十四体目のボディに拳をめり込ませた。

　ちなみに。

　言うまでもないが、俺の攻撃は相手の攻撃のあとに繰り出している。つまり正当防衛だ。

　だから、俺が一方的に嬲なぶっているように見えても問題ないはず！　たぶん！

「ふ、ふざけんなあああッッ!!」

　と。やかましい咆ほう哮こうをあげて、ひとりの組員がスーツの内ポケットに手を入れた。

　コイツらの職業柄、大村さんのときのような誤解はしようがない。

　拳銃チヤカだ。

　俺はすこしだけ本気になって地面を蹴り、すぐさまその組員の目前にまでグン、と距離を詰めると、いままさに取り出されようとしていたその黒い物体を両手で掴み、一瞬でバラバラにしてみせた。

　こうした銃器の解体もまた、スパイの必須スキルである。

　目をつむって解体できたら三流、実戦中に解体できるようになったら二流だ。

　一流スパイはもちろん、そもそも銃暴力には触れない。

「夏海が怖がるようなものを出すな」

　俺が陰になって拳銃だとはわからなかっただろうが、いまの夏海には刺激が強すぎる。

　……まあ、この組員たちのイカつい顔ぶれだけでも、かなり刺激は強いのだけれど。

　装そう填てんされていた弾丸をピン、と弾はじき出したあと、顎先を殴って脳を揺らし、十五体目。

　残る九名はもはや戦意喪失状態に見えたが、任にん侠きよう魂というやつか、負けるとわかっていても俺に立ち向かってきた。

（この根性を、もっと別のものに役立てればいいのに……）

　呆あきれながらも、残りの組員を倒していく。

　これまでの組員に対してもそうだが、治療費がかかるレベルの怪け我がは負わせていない。数日、長くても一週間休めば治る程度の怪我だ。病院側としても、こんなガラの悪い患者に一気に来院されたら迷惑極まりないだろうからな。

　──そうして。

　平和な散歩道に、二十五名の組員が力なく倒れ伏した頃。

　ようやく、その目的の人物は現れた。

「──おいおいィ！　お前らなにしてるのォ!?」

　夏海そっくりの茶髪に、ド派手な白のスーツをまとった若い男。

　浪藤組の若頭──浪藤渋堂だ。

　その両手には、恥ずかしくなるぐらいの真っ赤なバラの花束を抱えている。

　夏海が息を呑のむ音が聴こえた。

「オレさま、葉は咲ざきのために用意したバージンロードでウキウキしながら待ってたのによォ……なんなのこのザマはァ！　なにをのんびり昼寝ぶちかましてんのォッ!?」

「お前が元凶の浪藤か」

　俺が声をかけると、浪藤ははじめてこちらの存在に気づいたかのごとく視線を向けて。

「え？　あなたどちらさまァ？　てか、もしかしてこれ、全部あなたがやったのォ？」

「一方的に襲いかかってきたんでな。悪いが対処させてもらった」

「あ、そうなんだァ──まあ、それはどうでもいいやァ」

　そう、心底どうでもよさそうに言って、浪藤は地面に倒れる組員をゴミのように容赦なく踏みつけると、そのままこちらに向かって歩き出した。

　浪藤渋堂には、夏海しか見えていない。

　組員も俺も見えちゃいない。

　昔も現在も、コイツの瞳には、葉咲夏海しか映っていないのだ。

「警察やら法律やらに縛られてたけど、やっと戻ってきたよ葉咲ィ！　オレさまが来るまでさみしかったよなァ？　四年前の告白まだ途中だったもんなァ。安心しろ、お前の答えを聞きにきてやったよォ。今日こそ、お前がうなずくところを見ててやるからなァ！」

「ヒッ……や、……ッ!!」

　怯ひるみ、後ずさりする夏海。

　目の前に迫る浪藤から目をそらし、踵きびすを返そうと身体からだを翻す。

　逃避しかけたその華きや奢しやな背中に、俺はそっと右手を伸ばした。

　逃げるのを阻むように。

　同時に、夏海を支えるように。

「大丈夫、大丈夫だ。夏海」

　夏海のトラウマを解消する方法を、ずっと考えていた。

　極論、浪藤渋堂を排除殺害しても、彼女のトラウマが消えることはない。浪藤と似た人物が現れたら、またトラウマ弱い夏海を再発することになるだけだからだ。根本的な解決とは呼べない。

　なら、どうするか？

　トラウマを克服するしかない。正確には、克服させるしかない。

　以前秋樹に施した暴露療法ではないけれど、こうした荒療治でなければ克服は不可能だ。

　だから俺は今日、この場に夏海を連れてきた。

　暗い部屋でうずくまっていた、弱い夏海を越えさせるために。

　弱さを受け入れた、強い夏海を手に入れるために──

　背中に添えた右手から声を、想おもいを伝えるように、俺は言う。

「夏海、戦おう」




　　　　▽




　王子さまは女の子を呼び出し、背中をそっと支えると、耳元で言いました。




「気づけ夏海。お前は弱虫なんかじゃない。怖いってことは、自分の弱さと向き合ってる証拠なんだ。逃げてばかりの人間は怖さすら感じない。怖いと思えている時点で、お前は弱くなんかないんだ」




　領主は顔を真っ赤にして怒ります。




「おいおいおいィッ！　お前、なに俺の葉咲に触っちゃってんのォ!?　ふざけんじゃねえ、ふざけてんじゃねえぞこの野郎ォッ!!」





　領主の言葉に、女の子はビクッ、とおびえてしまいます。

　すべて、あたしが悪いんだ。あのとき、告白をことわっちゃったから。

　女の子の胸が怖さでしぼみ、のども、キュウ、としめつけられます。

　けれど、王子さまは隣に寄りそいながら、こう言ってくれました。

　そのあたたかい手を、女の子の背中にそえて。






「俺は弱虫は嫌いだ。でもな、夏海──」





　すると。王子さまはトン、と。

　女の子の背中を、やさしく押しました。

　まるで、勇気を分けあたえるかのように。






「──強くあろうとする人間は、誰よりも、なによりも尊敬する」





　押し出された女の子は、領主とふたりっきりで向き合います。

　顔を真っ赤にして怒っていた領主ですが、女の子のキレイな顔を前にして、急にその顔をデレデレにゆるませました。

　領主はいまだに、女の子を妻にしようとかんがえていたのです。






「ああ、やっぱキレイだな葉咲はァ！　告白を無視し続けたのはイラついてたけど、お前のその黙った顔も大好きだったんだよねェ!!　妻にしてやるから、ずっと黙っててもいいぜェ？　美人は三日で飽きるけど、夏海は四年経たっても飽きねえんだからさァッ!!」





　一歩、二歩、三歩。領主が近づいてきます。

　女の子は、ふるえる両手をぎゅう、とにぎりしめ、王子さまの言葉を思いだしました。

　チリチリ、メラメラ。胸のおくで、はじめての『勇気』が燃えはじめます。

　そして、ゆっくりと、小さな右手をふりあげて。






　──バチンッ!!




　女の子は──あたしは、目の前の浪藤領主の顔を、思いっきりビンタでぶちのめした。




「ぶげはァ……ッ!?」

　勢いよく飛ばされ、地面を転がる浪藤。

　背後のクロウが「よしッ！」とガッツポーズを取ってるかのような声をあげた。

　宙に舞ったバラの花束が散り、赤い花弁が吹雪となって降り注ぐ。

　ジンジンと痛む右手もそのままに、あたしはカラカラの喉で叫んだ。




「あたしは、テメエのことが大っ嫌いだッ!!」




　自分でも声が震えているのがわかった。

　恐怖か動揺か困惑か、はたまた高揚か。

　なんにせよ。もう、うずくまることだけはしたくない……！

「ちゃんと断ってんのに、何度も何度も何度も告白してきやがって！　しつこいにもほどがあんだろうが!!　おまけにずっとつきまとってきやがって、ストーカー法も知らねえのかよッ!!　ああ、悪い悪い、知らねえよなそうだよな！　テメエはその顔面と一緒で頭の出来もブサイクだもんなッ!!」

「ぶ、ブサイクってェ……え、はへェ？」

　尻餅をつき、鼻水を垂らしながらこちらを見上げてくる浪藤。

　信じられないとでも言いたげなその顔が、あたしをより過熱させた。

「あたしは別に面食いじゃねえ、でもその顔だけは生理的に無理だッ!!　整形したとしても、テメエってだけで一生受けつけられねえ！　そもそも、あたしはチャラついた人間は好みじゃねえんだよ！　相手のことも考えられねえ自己中もな！　あたしがなにを思ってるのかなんて考えもしねえ、気にも留めやしねえ、それでなにが『妻にしてやる』だ！　婚活アプリで一生ブロックされ続けろッ!!」

「い、一生ブロックぅ……？」

「あははははッ!!」

　たまらずといった風に、クロウの笑い声が響いた。

　それでもあたしは止まらない。

　言ってしまった、という気持ちと、言ってやった、という気持ちが、鼓動を高鳴らせる。

「どいつもこいつも表面ばっかり、外見ばっかり！　内側には目も向けやしねえ！」

　ぎゅう、と自分の胸を、心を抱きしめた。

「あたしを見るな！」

　あたしは叫んだ。

　これまでの鬱憤を。

「『あたし』を見ろッ!!」

　あたしはぶつけた。

　生まれてからずっと抱いてきた、本当の願いを。

　──絵本の女の子は、顔をほめてほしかったわけじゃない。

　臆病で弱虫な心を、なによりも認めてほしかった。

　前から見える顔だけじゃなく、後ろから見える背中も見てほしかった。

　村を出るときも、本当は泣きたかった。

　でも、みんな顔しか見てくれないから、女の子は弱い背中本心を見せられなかったんだ──

「器を褒められたところでなんにも響かねえ！　そんな人間の語る愛に重さが伴うわけねえだろうが!!　自分のワガママを殺して他人のワガママに付き合うのはもう終わりだ！　あたしにだって、『あたし』があるんだ！　あたしは、『あたし』の言葉で拒絶する！」

　区切って、あたしは浪藤の眼前に歩み寄り、唾がかかるぐらいの近距離で告げてやった。




「いまここで、テメエに『あたし』の大っ嫌いを叫んでやるよッ!!」




　声を発するためじゃない、ただ音を出すためだけの絶叫にも似た宣告。

　自分の声で、キーンと耳鳴りが木霊する。

　数秒の静寂。

　後。浪藤は茫ぼう然ぜん自じ失しつとした表情で、フラフラとその場に立ち上がった。

「こ、こんな汚い葉咲、オレさまは知らないィ……誰だコイツ、誰だこの女ァ!?　てか、そもそもなんなんだ、そこの男はァ!?　どうせ、そいつがいたから葉咲がこんな汚くなっちまったんだろうがァッ！　あの『雇われ』、こんな奴やつがいるなんて聞いてないぞォ！」

「……雇われ？」

　クロウが思わずつぶやくも、浪藤は聞く耳を持たない。

　両手で頭を抱え、絶望に満ちた顔で苦悩する。

「ああ、最悪だァ、最悪だァ!!　オレさまの葉咲が死んじまったァ……こんな口汚い女、オレさまの妻にはふさわしくなああああいィッッ!!」

　叫び、浪藤はあたしたちとは逆方向に散歩道を駆け出した。

「「「ぼ、坊ちゃああんッ!!」」」

　いつの間に意識が戻っていたのか。あたしの叫び声で覚めたのか。倒れていた組員たちが起き上がり、浪藤を追いかけ始めた。

　その様子を見て、クロウがケラケラ笑っている。笑いごとじゃないってのに。

　……いや、ちがうな。

　笑いごとにすべきなんだ。きっと。

　あたしはもう、暗い部屋を出ることができたんだから。

　クロウは、重く捉えることじゃないと、その笑い声で教えてくれているんだ。

　長年の思いを吐き切った緊張か。いまだ暴れる鼓動を落ち着けるように、深呼吸を数回。

　額に滲にじんでいた汗をぬぐっていると、クロウがあたしの隣にまでやってきて、腕時計を見やりながら。

「そろそろかな？」

　と、つぶやいた。

　なんのことかわからず首をかしげていると、クロウは走り去る浪藤に声をかける。

「おーい浪藤！　気をつけろよ！」

　クロウが謎の忠告をし、浪藤が後方のあたしたちを振り向いた、直後。

「──、ぐべェッ!?」

　ガァンッ!!　と。

　鈍い金属音と共に、浪藤の側頭部に銀色のなにかが衝突してきた。

　前方の曲がり角から突如として現れた、大型の脚立だ。

　またも地面を転がる浪藤。駆け寄る組員たちと一緒に、脚立を運んでいたふたりの女性……プールの監視員のような服装のふたりが、慌てて謝罪に走る。

「──この時間は、田た中なかさんと佐さ々さ木きさんのシフトだから。アルバイト内容は、現場道具の運搬作業……って、聴こえちゃいないか」

　脱だつ兎とのごとく施設外に逃げていく浪藤組を見つめながら、クロウは忍び笑いをもらす。

　まるで、用意していたかのようなタイミングの良さだった。

　あるいは、事前にあのふたりのスケジュールをすべて把握していたかのような、そんな。

「さて、と……」

　区切って、驚くあたしを振り向くと、クロウはやわらかな笑みを浮かべた。

「そろそろ帰ろうか、夏海。お腹なかも減ってきたことだし」

「……食いしん坊キャラかよ」

「俺はむしろ夏海を食いしん坊キャラにしたいんだがな。健康的に太ってもらうために」

　その、いつも通りのクロウの態度に、あたしの心は救われる。

　余計な言葉をかけてこなくてよかった、と。

　クロウに嫌な感情は抱いていない。だけど、知り合って半月という付き合いの浅さで、あたしの暗い過去を理解されたくなかった。『よくがんばった、よく乗り越えたな』なんて、わかった風に慰められたくもなかった。同情なんて以もつての外ほかだ。

　だから──彼との距離はまだ、いつも通りのこれぐらいがちょうどいいんだ。

「まだ太らせようとしてんのかよ。言っただろ？　そう簡単には折れねえよ、って」

　含みを持たせたあたしの言葉に、クロウはわずかに微笑ほほえんで。

「ああ、そうだったな。さすが、それでこそ俺の見込んだ長女だ」

「なんだそれ」

　苦笑しながら、来た道を戻るように、あたしはクロウの先を歩く。

　彼が見てくれていた……変えてくれたこの背中を、存分に見せつけるように。

　足が軽い。視野が広い。世界が明るい。

　うずくまってた暗い部屋は、もう心のどこにもない。

　湿気まじりの風が、あたしの前髪を揺らす。

　気づけば、曇天の切れ間から、まばゆい太陽が顔を覗のぞかせていた。




　　　　□




　夏海と共にウィッシュランドを出た直後。

　タイミングを見計らったかのごとく、スマホに差出人不明のメールが届いた。

　このスマホに迷惑メールが届くはずもない。

　……まあ、十中八九、冬ふゆ子こだろうな。

　メールには、新聞の見出しのようにこう記されていた。

『浪藤組、都内のＪＫビジネス関与で完全消滅！（笑）』

　新聞にしては煽あおりすぎな見出しだった。『（笑）』て。

　しかし、そうか。都内で摘発されたと聞いていたあのＪＫビジネス違法店は、浪藤組が裏で関与していたものだったのか。

〝──おばさんのほうでも、浪藤組の罪状をあらってみて──〟

　昨日の今日だというのに、仕事が早すぎる。

　さすがは正義のヒーローと褒めるべきか、怖おそれるべきか。

　ここに、先ほどの組員の拳銃所持……銃刀法違反の件を追加すれば、浪藤組は二度と日の目を見ることはできなくなるはず。そのことも加えて返信しておこう。

（まあ、それがなくても浪藤は、二度と夏海につきまとわないだろうけどな）

　あの幻滅具合を見れば、逆につきまとう理由もないだろう。

　ちなみに。電話で冬子が言っていた『背中の王子さま』だが、俺はいまだ未読のままでいた。あのタイミングで口にしたということはおそらく夏海の一助になる絵本なのだろうと思い、あえて見ずにいたのだ。

　夏海を助けたいのは、あくまで俺自身だ。絵本の内容に沿って動く操られた俺ではない。

　ともあれ──これで、夏海のトラウマ問題に関する任務は、本当の意味で完了。

　残るは、問題のアイツに話を訊きくだけとなった。




　　　　▽




「夏海だけ先に帰っててくれ。俺は、このまま夕飯の買い出しをしてくる」

　あたしもついて行くよ、と言ったが、それはなぜか断られてしまった。

　買い出し以外にも、誰かと大事な話をする予定があるらしい。

「自治会のことについてだよ。なに、陽ひが落ちる前には帰るさ」

　そう言うクロウと道の途中で別れ、あたしはひとりで帰宅の途についた。







「ただいまー……」

　午後四時。帰宅したあたしは、恐る恐る玄関の扉を開けた。

　案の定、桜と秋樹の靴があった。すでに学校を終えて帰ってきているようだ。というか、リビングからふたりの楽しそうな声が聴こえてきている。

（ど、どうすっかな……）

　不満をぶちまけたことで、浪藤に対するトラウマは克服できた、ように思う。

　けれど、本心を隠すために妹たちを口実に使ってきた負い目は、まだ払拭できずにいた。

　別に妹名義で通販を爆買いしただとか、目に見える形でトンデモなことをしたわけじゃない。あたしが勝手に、心の中で、妹を免罪符に利用してきただけのことだ。そんなことで怒る妹たちじゃないのも、もちろんわかってる。

　でも、それでも怖いんだ。

　誰にも嫌われたくないけど、誰からも好かれたいわけではない。

　だけど、妹たちには好かれていたいんだ。

　大事なあの妹たちだけには、ずっと……。

「およ？　夏姉おかおかー」

「お、おかえりなさい」

　気持ちの整理がつかないままリビングに入ると、ソファに仲良く並んで座る桜と秋樹が、いつものように出迎えてくれた。

　桜のスマホをふたりで覗き込んでいる。動画でも見ていたようだ。

「た、ただいま……」

　自分でもわかるくらい下手くそな笑顔を取り繕って、ひとまず冷蔵庫前に逃げる。

　水のペットボトルを取り出して、気持ちを落ち着かせるために一飲み。

　気合いを入れなおして、ふたりのいるソファ──その、真ん中に座ってみる。

　ふたりに謝るためには、まず状況から自分を追い込んでみようと思ったのだ。

　形から入る、というか、なんかそういう感じ。

　これなら、ふたりと会話せずにはいられなくなるはずだ。

「え、夏姉すっごい邪魔なんだけど」

「せ、狭くない？」

「そ、そこまで狭くはねえだろ。桜が太ったんだよ」

　そう返すと、桜は「あぁん？」とエセヤンキーのように顎をしゃくらせた。

「はい、ギルティー。夏姉、その禁止ワードは国際法的にもギルティーですわー」

「でも、太ったのは事実だよね。桜ちゃん」

「嘘うそ……秋樹、私に辛辣すぎじゃない……？　なにその純粋な眼まなこ。やめてよ。太ったことを隠そうとしてる私が悪いみたいじゃん。やめてやめて？」

「ゴメン、悪いのは運動しない桜ちゃんの怠惰な生活習慣だったね……反省するよ」

「うぐぅッ!?　ダメだ、今日は秋樹の言葉が切れたナイフすぎるッ！　グサグサ心を削り取ってくるよ！　助けて夏姉パンマン！」

「語呂が悪すぎるよ、桜ちゃん。ああ、ゴメン。悪すぎるのは桜ちゃんの増えすぎた中性脂肪だったね。反省しない桜ちゃんに代わって反省しておくよ……」

「うぐぐぐぅッ!?　し、死んじゃう！　唐突な秋樹の毒舌で私の心が死んじゃ──」

「──あの、さ」

　ふたりの漫才を遮って。

　あたしは、意を決してその話題を切り出した。

　ただ、いきなり話の核に突っ込むのは怖いので、迂う遠えんな質問でジャブを打つ。

「ふたりは……その、あたしのこと、どう思ってんの？」

「「はい？」」

「そんな綺き麗れいにハモる？　……いや、別に他意はなくて、質問通りの意味なんだけど」

「んー、夏姉のことかあ」

　両腕をつかねながら、思案顔でうなる桜。

　途端に、時間の経過が遅くなる。

　桜の唇が動くまでの数秒が、何時間にも感じた。

「一言で言うと、ズルいお姉ちゃん、かな？」

　ポッと出てきたその答えに、あたしは一瞬、たしかに呼吸を忘れた。

「私たち妹を、告白を断る理由に使ったり──とかは、もう全然いい」

「え……あ、いいのか……？」

「全然いいよ。だって、そこを言ったら、私だって家族を理由に約束を断ったりとか全然あるからねー。秋樹もあるでしょ？」

「う、うん……そんなにたくさんではないけど、わたしもたまに利用する」

「だからそこはまったくズルいとは思ってなくて、問題はもっと日常的なところよ！」

　ビシッ、と桜が不満そうに指を突きつけてくる。

「私、忘れてないからね？　子供の頃、ピーマンを私のお皿に乗せてきたこと！　あれは本当にズルいと思ったなー。お母さんに言っても『ちゃんと食べないとダメよ』って私が残してるみたいにされちゃうしさー」

「か、雷が嫌いだって言ってわたしの部屋に逃げ込んできたときも『仕方ないから一緒に寝てやるよ』って、わたしが怖がってるみたいにされたしね……」

「ほんとズルいわよねー。まあ、それが夏姉なんだけどさ」

「うん。それが、わたしたちの大好きな夏姉」

　そう言って、秋樹はあたしにかわいらしく微笑んでくれた。

「ちょ……ストレートに言うなし。恥ずかしいじゃんか」と、鼻の下をこすりながら下手な照れ隠しをする桜。

　あたしは、思わず右手で目元を覆って、ソファにもたれかかる。

　内気で、卑屈で、臆病で。

　そんな弱いあたしを……大嫌いなあたしを、このふたりは大好きでいてくれたんだ。

　弱くてズルいあたしを知った上で、大好きになってくれてたんだ。

　胸の奥にあった後悔が、じんわりと氷解していく。

「まあ、だからって嫌いなもの渡してきていいわけじゃ──、っと？」

「え、な、なに？　夏姉」

　体勢を戻して、隣り合うふたりの肩をギュッ、と抱き寄せた。

　表情を見られないよう、うつむいたままで。

　色々こぼれてしまいそうなこの顔は、誰にも見られたくない。

「あんがとな……桜、秋樹」

[image: ]

　その、様々な想おもいが詰まったあたしの声で察したのか。

　ふたりはそれ以上、あたしのこの行動に言及することはなく、むしろ身体からだをさらに寄せ合って、動画の続きを鑑賞し始めた。

　三人寄り添って、くだらない動画で笑い合う。笑い合える。

　こんな幸せな時間を過ごせるのは、誰でもない、クロウの後押しのおかげだ。

　王子さまが、背中を押してくれたおかげだ──

　押された背中が熱を持ち、気づけば、堪こらえきれず二筋の雫しずくがこぼれていた。

　誤ご魔ま化かすようにして、ふたりをさらに抱きしめる。

　大切な妹を、離さないように。








　領主が城からいなくなったあと、王子さまは女の子に笑いかけます。

　いま、こうして笑いあえるじかんを大切にしよう。

　勇気を手にいれ、本当に大切なモノを知った女の子は、心からそう思ったのでした。

　背中をささえてくれる王子さまと、いっしょに。










エピローグ　そうして、元スパイは再会する。






　　　　△△




　高層ビルの最上階にある、世界有数の最上級レストラン。

　夜の深海に沈む街並みを眺めることのできるその店で、ワタシと彼は約束のディナーを楽しもうとしていた。

　店内は満席。見慣れたウェイターとウェイトレスが忙しそうに、厨ちゆう房ぼうとフロアを行き来している。

　客と店員、合わせて三十七名がこの場に集結している。

　ワタシたちが座っている席は、最高級の夜景を見下ろせる窓際の特等席。連日、予約で埋まりっきりと噂うわさの席だった。

「まさか、キャサリンがここまで楽しみにしてくれていたとはね」

　窓外に広がる絶景を眺めながら、対面に座る彼はそう、わざとらしく驚いてみせた。

　マイケル・アイフォード。二十八歳。

　秘密組織フルピース、軍部第二部隊所属。階級は大尉。

　身長百八十四センチ、体重八十九キロ。体格はガッシリとした筋肉質。眉にかかる程度にブロンドの髪を伸ばしている。軍部の人間には珍しい髪形だ。ヒゲは伸ばしておらず、体毛も少ない。一目見て清潔感のあるタイプ。

　ワタシ、キャサリン・ノーナンバーの元カレだ。

「これは、脈アリと見ていいのかな？」

「どうかしらね？　それはあなた次第よ。マイケル」

「アハハ、それもそうだ。それじゃあ今日はがんばってエスコートするよ……と言っても、すでに最高のエスコートをされちゃってる気がするけど」

　ワイングラス片手にウィンクするマイケル。

　ワタシは、窓外の高層ビル屋上の光を確認したあと、呆あきれたように肩をすくめて。

「ワタシがセッティングしたのはこの店だけだから。それじゃあ、このあとのエスコートはマイケルに任せても？」

「もちろんさ！　キャサリンが夕食の場を用意するって言うから、俺はとっておきのバーを予約しておいたんだ。楽しみにしておいてよ」

「期待しておく」

　店内を見回して、ワタシは誘導に入る。

「できれば、雰囲気のいいお店でリラックスしながら飲みたいかしらね。最近、調べものが多くて疲れてたから」

「なら安心だ。最高にリラックスできるバーだから、キャサリンの疲れも吹き飛ぶと思うよ──その様子だと、かなり忙しいみたいだね？」

「それなりに。調べものもそうだけど、リストの整理がこれまた面倒でね。新しく入ってきた孤児のリストとか……解雇者のリストとか、色々とね」

「そうなんだ。諜ちよう報ほう部ぶも大変だね……ところで、キャサリン。解雇者、っていうので思い出したんだけど」

　グラスを置いて、マイケルは周囲に訊きかれぬよう、小声で訊たずねてきた。

　ワタシにとっては、決定打となる質問を。




「ついこないだ解雇したナンバーナインは、まだ家政夫を続けてるのかい？」




　直後──ドゴンッ!!　と。

　ワタシは右足を思いきり振り上げ、目の前のテーブルを頭上に蹴り飛ばした。

　宙に舞ったグラスとフォークが、耳障りな金属音を奏でる。

　マイケルとの距離、目測九十七センチの狭間はざまに、障害物が消えた。

　テーブルが空中を飛び、テーブルクロスがはらりと舞う中。

　正面。マイケルが驚きながら、右手をスーツの内ポケットに差し込んでいるのが見えた。

　さすがは腐っても軍部出身。状況判断は悪くない。

　スパイの足元にもおよばないけど。

「よっ──」

　ワタシは瞬時に距離を詰めると、振り上げた右足をそのまま彼の右手に打ち降ろした。

　踵かかと落としである。

「グ、ァ……ッ!?」

　テーブルやグラスが落下する破砕音が響く中。苦痛の表情を浮かべ、マイケルは思わず右手を引っ込めた。

　いまの感触からして粉砕骨折は免れないだろう。

　その隙を突き、ワタシはマイケルのネクタイを掴つかみ、引っ張ると、日本の柔道の要領でその場にドシン！　と背中から投げ飛ばした。

　衝撃でマイケルのスーツから拳銃がこぼれ落ちる。ワタシはそれを地面のカーペットを滑らせるように蹴飛ばし、彼の身体をうつ伏せにして両手首を締めた。

　拘束完了だ。

　うめくマイケルの背中に片膝を乗せ、ワタシは口を開く。

「残念よマイケル。バー、楽しみにしてたのに」

「クッ……な、なんなんだ急に！　俺がなにしたって──、ッ!?」

　そこで、マイケルはようやく現在の状況を知る。

　周囲にいた客と店員──三十七名全員が一斉に、マイケルに拳銃を向けていた。

　恋人と談笑していた客も、笑顔で注文を取っていた店員も、皆が皆、冷徹な表情でマイケルに照準を定めている。

　息を呑のむマイケルに、「ようやく気づいた？」とワタシはすこしだけ得意げに。

「店にいた人間全員、うちの諜報部のスパイなのよ。アンタを誘い込むためにわざわざ店ごと貸し切っておいたの。いやあ、高かったわー。ちなみに、窓の外に見えるこのビルと同じ高さの高層ビル屋上にも、スナイパーを配置させてたの。こっちは念のために用意してただけだけどね」

　窓の外に向かって片手をあげて撤退の指示を送ると、ビル屋上の光が数回、点滅した。『了解』という意味の信号だ。

「な、なんで、こんなことを……」

「まだシラばっくれんの？　往生際が悪いわね」

　そう言って、ワタシはコートの内ポケットから小さな瓶を取り出した。

　表の世界で流行はやっていた香水。

　一部で惚ほれ薬だなんて呼ばれていた──『アムール』だ。

　キュポン、と蓋を開け、それを惜しみなくマイケルの頭にぶっかけた。

　まさか惚れさせようだなんて思ってるわけじゃない。

　肉体的に、自白を促そうとしているだけだ。

「──暗殺組織『アンチフェイス』」

　香水のキツい匂いが充満する中、ワタシは淡々とその組織名を告げる。

　背中越しに、マイケルの心臓が高鳴った。

　問い詰められ、追い詰められていく中で、鼓動だけが激しくなると、どうなるか？

　本人の意思を無視して、極度の焦燥と混乱が生まれる。

　そのふたつの心理状況は、対象者ターゲツトに自白を促す強力なトリガーとなる。

「四影大陸フオーグラウンドのどの傘下にも属していない三下組織。暗殺やスパイ活動がメインで、最近では一般人相手からの暗殺依頼も引き受けてるっていう、プライドの欠片かけらもないゴミ組織のことよ──アンタ、軍部に在籍しながらその組織の副幹部も務めてるんですってね。知ってる？　そうやってふたつのスパイ組織に属することを『二重スパイ』って言うのよ？」

「……クッ、……」

「とっくに素性はバレてんのよ、マイケル・アイフォード。ここ最近、ワタシには珍しくマジになって調べまくったんだから」

　最近かかりきりになっていた『調べもの』とはこのことだ。

　エリーからの暗号で、フルピース内部に裏切り者が三人いると知ったワタシは、しらみつぶしに内部の人間をあらい始めた。

　だが、構成員の数は数千単位。

　調べきるには時間がかかりすぎる、と判断したワタシは。

〝──ならまあ、せいぜい楽しんで来るといい──〟

　監視団体パシフィックボーンの老ボス、ボルズ・パゴレレのあの言葉を思い出し、調査対象をマイケルひとりに絞ってみた。

　まさかそんなわけ、という思いで調べ始めた結果、そのまさかでこの『正解』を引き当ててしまったのだった。

　さすがは監視団体というべきか。ワタシたち別組織の内情まで監視していたらしい。

　それを暗に伝えてくるあたり、フルピースを同盟組織と認識しているのか。あるいは、別の目的があるのか……。

　なんであれ。

　裏切り者をひとり、あぶり出せたのだから感謝だ。

「二重スパイ疑惑だけなら厳罰処分だけで済んだ。正直、ワタシもそれを望んでた。でもアンタは、ワタシの会話誘導にまんまと釣られて、この場にいっさい関係のないナインの名前を口にした──これは、ワタシからナインの情報を……ひいては、最重要危険人物、葉は咲ざき冬ふゆ子この情報を引き出そうとしている意図にほかならない」

「──、──」

「残念よ。なにが残念って、昔の女だからディナーにでも誘えば機密情報を漏らすだろう、と思ってたアンタのオツムが残念極まりない──冬子に関する情報はすべてトップシークレット。外部に漏ろう洩えいするのはもちろん、盗もうとすることすら許されないパンドラの匣はこなの。さあ吐きなさい。冬子の情報を得て、『アンタたち』はなにをしようとしてるの？」

　あえて、アンチフェイス、と限定はしない。

　含みを持たせ、残りの『裏切り者』の情報を吐かせる狙いだ。

　マイケルとほか二名の裏切り者が繋つながっている証拠はまだないが、エリーがひとまとめに『三人』と伝えてきた以上、裏切り者同士で『ライン』がある可能性は充分残っている。

　片膝に全体重を乗せて、圧を増した。

　ドクンドクン、とマイケルの心臓の鼓動が早まった。呼吸が荒くなる。背中に乗っているワタシが揺らされるほど、それは動揺と興奮にまみれた呼吸だった。

　再三言うようにマイケルは軍部の人間だ。スパイほどではないが、拷問に堪える訓練も受けている。

　不意打ちが決まったこのタイミングで吐かせなければ、自白の芽はほぼなくなる……！

「吐きなさいッ！　アンタたちの狙いは!?」

　ブロンドの髪を掴んで、乱暴に頭を持ち上げる。

　頭皮に残っていた香水が流れ、ついにはマイケルの口内にまで伝った。

　一際大きく、ドクン！　と鼓動が高鳴った。

　呼吸が荒い。闘牛のような鼻息をもらしながら、三十七個の銃口を見渡す。

　フゥ、フゥ、フゥ。

　逃走はもちろん、ワタシが背に乗っている以上、自死することもできない。

　この状況を脱するには、選択肢はふたつだけ。

　素直に吐くか、それとも……。

　結果。

「──クソくらえ」

　マイケルは、黙秘を選んだ。

　一いつ端ぱしにスパイを気取っているのか。それとも、別の信念でもあるのか。

　完全に覚悟を決めてしまったのだろう。緊迫していたマイケルの表情は一気に弛し緩かんし、廃人のような虚うつろな顔になっていた。口端からは香水と一緒にヨダレが垂れている。黙秘を貫くと決意した瞬間、気の緩みが反動となって表れたのだ。香水で緊張を高めすぎたか。

　……これ以上は時間の無駄ね。

　ワタシはそっとその場に立ち上がると、近くの諜ちよう報ほう員いん二名にマイケルを拘束させ、事務的に告げた。

「フルピース機密規定違反により、現時刻をもって、マイケル・アイフォードを軍部より除名。諜報部の懲罰房にて監禁するものとする──連行して」

　死体のように運ばれ、連れられていくマイケルを横目に、ワタシは思わず舌打ちをする。

　失敗だ。

　懲罰房の中で、彼が吐くことはないだろう。一般人ならまだしも、裏組織に与くみする人間は痛みに強い。いたずらに拷問したところで、それはこちら側の焦りを伝えさせることになり、自白をより遠ざけるだけだ。

（裏切り者の情報を引き出せなかったのは痛いわね……）

　正直、アンチフェイスの存在はどうでもいい。

　こちらにケンカを吹っかけてきた以上、敵対組織として壊滅することにはなるが、それは諜報部で即時行える。

　問題は、その諜報部をも欺いて潜伏している裏切り者の情報が得られなかったこと……その一点に尽きる。

　面倒だが、また一から構成員をあらうしかないか。

　そう結論づけ、気け怠だるげに窓外の夜景に目を向けた。

　そのときだ。

「──ああ、まだ『そこ』でよかった」

　連行されているマイケルが、朦もう朧ろうとした声音で、安あん堵どするようにそうつぶやいた。

　ワタシは驚きに目を見開き、レストランを出る直前のマイケルに慌てて駆け寄る。

「待って、いまのはどういう意味？」

「…………」

「答えなさい、マイケル・アイフォードッ！」

　胸倉を掴むが、マイケルは答えない。

　焦点の合っていない目で、ここではないどこかを見据えている。

「ッ……、クソッ!!」

　吐き捨てて、ワタシは足早にレストランを出、苛いら立だちまじりにエレベーターに乗り込む。

　まだ『そこ』でよかった──

　連行される彼の視界に映っていたのは、高級そうなカーペットとレストランの内装だけ。つぶやいたそのセリフには適さない。

　普通に考えればソレは、ワタシのマイケルに対する言及にこそ適用される。

　なにが至っていない？　なにが、まだ『そこ』なんだ？

　彼が二重スパイであることは間違いない。

　葉咲家にいるクロウを探ろうとした以上、冬子の情報を得ようとしたことも間違いは、ないはず。ない、はずか？

「…………いや、ちがう」

　おかしい。

　不本意ながら、マイケルは元カレだ。ワタシが冬子と親友であることも知っているし、解雇したあともクロウと連絡を取っていることも把握していた。

　にもかかわらず、堂々とクロウの情報を探ろうとしてくるだろうか？

　冬子の重要性を熟知しているのだから、葉咲家にいるクロウのことを探ろうとした瞬間、ああ、冬子の情報を得ようとしているんだな、とワタシに疑われることは、火を見るよりも明らかだ。それがわからないほど、マイケルは脳筋ではない。

　となると、彼の目的は、冬子の情報ではなかった？

　じゃあマイケルは、アンチフェイスは、なにを得ようとして…………。

「──まさか」

　その推測に至った瞬間。驚きよう愕がくに目を見開くと同時に、エレベーターが一階に到着した。

　一般客のいるロビーを抜け、エントランスに待機していた諜報部のリムジンに乗る。

　ドアが閉まったのを見て、ワタシは運転手に告げた。

「空港までお願い、すこしヤバい状況かもしれないの。早く出して」

「か、かしこまりました」

　慌てて発進する車内。広々とした後部座席で、ワタシは備え付けのシャンパンを呷あおった。

　香水のせいなんかではない。もっと強い焦燥を抑えるためだ。

　──冬子の情報が目的ではないのなら、アンチフェイスの狙いは、そのさらに奥。

　──一周回って、クロウの情報を得ようとしている可能性が高い。

　冬子の存在が強大すぎるゆえに、勝手にミスリードを想定していた。

　だから、まだ『そこ』。

　ストレートに、クロウを狙っているという推測にまで至れなかった。

　もちろん、クロウを狙う理由までは定かではないけれど。

　彼のあの安堵した声からするに、アンチフェイスの『計画』は消えていない。

　そして。ワタシに堂々と探りを入れてきたということは、その計画はかなり終盤にまで進んでいると見て間違いないだろう。

　つまり。残る二名の仲間、フルピースの裏切り者は。

　すでに、ターゲット──野の宮みやクロウの周辺に潜んでいる可能性がある。

「……刺されるんじゃないわよ、クロウ」

　いつか言ったジョークを、まさか本気で心配する日が来ようとは。

　流れるネオンを見つめながら、ワタシは不安を飲み込むように、もう一度シャンパンに口をつけた。




　　　　□




「よう、小こ林ばやし」

　陽ひが沈み始めた、午後四時半。薄暗い夕暮れの路地を歩いてきた小林流る美みに声をかけると、俺は寄りかかっていた塀から背中を離した。

　俺に会うとは思っていなかったのか。小林は「え？」と驚きに目を見開いて。

「クロウっち、なんでこんなとこに？」

「夕飯の買い出しの帰りだ。せっかく会ったんだし、途中まで一緒に行こう」

「え、ああ、うん……別にいいっスけど」

「小林はなにかの帰りか？」

「まあ、ちょっと」

「そうか」

　言いながら隣り合い、茜あかね色いろの帰路につく。

　怪け訝げんそうにしていた小林だったが、程なくしていつも通りに話し始めた。

「つか、マジでビビったっスよ。なんであんなところで佇たたずんでたんスか？　別にあそこ、景色がいいスポットとかじゃないっスよね？」

「あそこからの帰り道と小林の家の位置を考慮すると、あの道を通るだろうなと思ったのさ。実際、その通りになった」

「……あそこって？」

「レジャー施設、ウィッシュランドのことさ──なあ、小林」

　密集した住宅街を抜け、家も人通りも少ない公園脇の路地に差しかかったところで、俺は本題を切り出した。




「浪なみ藤ふじ渋しぶ堂どうと夏なつ海みを会わせようと誘導してた『雇われ』って、お前のことだろ？」




　浪藤組と連続でニアミスした奇跡、その正体。

　小林流美の、もうひとつの素性。

　嘘うそをついていたことに驚きはない。スパイとは押しなべて、嘘をつく生き物だからだ。

　返答はない。否定もない。

　小林はこちらを見ずに、ただうつむいて足元を見ていた。

　歩く速度を緩めて、俺はこれまでの証拠と推測を並べていく。

「裏世界に生きるスパイが、表世界のマフィアに雇われるなんてことはありえない。あるとすればそれは、一般人からの依頼も受けられるよう民間企業に扮ふんしている、四影大陸の傘下に入っていない『ハグレ』組織を通じてだけだ」

「…………」

「お前は、その組織のスパイとして浪藤組に雇われてたんだ。引っ越して行方がわからなくなった夏海の住所を突き止めるためにな。言うなれば『二重スパイ』ってやつだ。まあ、そうなった事情は知らないし、その組織がどんな組織かもわからないがな」

　スーパーのビニール袋を持ち直し、俺は続ける。

「まず小林は、大おお村むらさんが誘っていたと嘘をついて、俺と三姉妹をバザー会場に招いた。そこで浪藤と夏海を会わせようとしたが、俺が連れてきたのは三女の秋あ樹きだった。しかし、これは小林も想定済みだった。地元の人間しか集まらないような地味なバザーに、三姉妹のうち夏海だけがピンポイントで来るとは考えていなかった。それでも万が一に備えて、浪藤組の面々は来させていた。あのとき、お前が言っていた『野や暮ぼ用よう』というのが、いままさに来ている浪藤組と連絡を取り合うためのものだったんだ」

　夏海に来てもらいたいが、『夏海だけ連れてこい』なんて、明らかに不自然な誘い方はできない。大村さんも、そんなおかしな誘い方は絶対にしない。

〝──もちろん三姉妹の『誰か』を連れて来ちゃっても大丈夫っスからね──〟

　ゆえに、小林にできる自然な誘い方は、あれが限度だった。

「だから小林は、確実に夏海を連れて来るであろうレジャー施設を、次の予備スポットとして用意しておいた。しかし、確実に遭遇するであろうこの場に自分が誘ってしまったら、浪藤組を目にしたあと、結局は俺に疑われることになる。小林はそう考え、再度大村さんを利用することにした」

「…………」

「大村さんに聞いたよ。大村さんにバザーに誘われたとき、レジャー施設の割引チケット四枚を渡しておいたんだってな。『これをクロウに渡しておいてほしい。いつも仲良くしてくれている日頃の感謝だ。ただし、自分が渡したとは伝えないでくれ。バレると恥ずかしいから』──と、それっぽい言い訳を添えて」

〝──小林さんもかわいいところあるのね──〟

　大村さんも、俺と三姉妹をバザーに誘った事実を小林になすりつけられ、疑問を抱いていたはず。

　それでも、その疑問をスルーしていたのは、『日頃の感謝』という美談があったからだ。

　大村さんは、小林が嘘をついたのはすべて、俺に感謝の意が伝わるのが恥ずかしいから、と考え、踏み込んだ言及をしなかったのだ。

　だから、途端に棒読みになって、割引チケットを手渡してきた。

　小林の意を汲くみ、なんとしても俺にバレないようにしよう、と気遣ってくれていたから。

　……まあそれも、昨夜電話で問い詰めたら、あっさり暴露してくれたわけだが。

　悪いことを隠しているわけじゃないし、プールにも行ったあとだから、もう話してもいいだろう、と大村さんは思ったのだろう。

　昨日の朝。小林から『今日は命令はないんスか？』と訊たずねてきたのは、だから、三姉妹がちゃんと来るかどうかの確認を遠回しにしていたのだ。

　結果。俺は『ない。三姉妹みんなとプールに行く』と答えた。

　小林の誘導が見事叶かなったわけだ。

「そうして思惑通りレジャー施設に誘い込んだ小林は、浪藤と直接スマホで通話しながら、夏海と遭遇させようとした。あのとき浪藤がスマホを耳に当てていたのは、施設に来ていた小林と通話していたからなんだ──だが、桜さくらと秋樹が事前に気づいたことでそれも未遂に終わった。その時点で俺は、小林が誘導している推測に至り、罠わなを張ることにした」

「……罠？」

「今朝ＲＩＮＥで伝えたろ。『命令なし。夏海とウィッシュランドの庭園に行ってくる』って──これで浪藤組が来たら、小林が『クロ』であることが自然と確定する。そして、結果その通りになった。俺としては、外れてほしい推測だったけどな……」

「────」

「あの庭園に、小林も潜んでいたはずだ。依頼された雇われの身としては現場で成り行きを見守らないといけない。多少不自然に思われても、小林は現場に行かないわけにはいかなかった──その事実を証明するように、近所の主婦のみなさまが今日、小林がレジャー施設に向かっているのを目撃している。もちろん前日にもな。二日連続でウィッシュランドに行っていたから、余計に記憶に残っていたらしい」

　主婦の方々に聞き込みした際、『最近小林さんがクロウさんのお家うちによく来てるようだけど、なにかあるの？　そういうアレなの!?』と、ワクワクした表情で問い詰められてしまったのだが……その話は割愛。

「そうして、俺の罠を利用した結果、浪藤組と夏海は見事感動の再会を果たし、そして、永遠の別れを告げたわけだ。すべて小林の『真の作戦』通りに、な」

「……真の作戦？」

　苦笑気味の小林の問いかけ。もはや自白しているも同然だ。

　俺はすこし前に出て立ち止まると、小林を真正面から振り返った。

「一連の流れを振り返って、俺はさらに疑問を抱いた。そもそも、どうして浪藤組は小林というスパイを雇っておきながら、葉咲家に直接乗り込んでこなかったんだ？　小林は、当然葉咲家の住所を知っている。教えようと思えばいつでも教えられたはずなんだ。もちろん、俺という人間の存在も」

〝──そもそもなんなんだ、そこの男はァ──〟

　浪藤組の組員は、俺が葉咲家の家政夫であることを知らなかった。

　住所はもちろん、葉咲家の内情も一切伝えていなかった証拠だ。

　雇われスパイとしては、理解不能な行動だ。

　会わせることが目的である以上、伝えない理由がないのだから。

「それをせず、わざわざバザー会場に、夏海が来るかもわからない不確実な誘い方をした。現役のスパイであれば、こんな不親切で運頼みな作戦は計画しない──小林に、浪藤組に協力する意思がない証拠だ。最悪、失敗してもいいとすら思っていたから、そんな不確実な方法を取ったんだ……あるいは」

　区切って、俺は第二の推測を口にする。

「小林が、ハグレ組織に反抗していたか」

「──、──」

「小林は二重スパイでありながら、ハグレ組織の意に背いていた……そう考えるとすべての事象が反転するんだ」

　組み合わせによってその意味が百八十度反転する、スパイ言語のように。

　小林の行動の意味が、逆転してくる。

　ふと。空が紫色に変わった。

　夜の入り口が近づいてくる。

「バザーでの誘い方を運頼みにしたのも、ハグレ組織に手柄をあげたくないため。プールでの通話も、浪藤と夏海を会わせないように遠ざけていた。夏海を守るように、浪藤を別の場所に誘導してくれていたと考えられる──最後、庭園に浪藤組を招いたのも、だから、浪藤が夏海に完膚なきまでにフラれるようにトドメを刺すためだった。俺の手助けをしてくれていたことになるんだ、小林は」

　俺が夏海に付き添うことがわかっていた以上、浪藤の目もく論ろ見みが失敗に終わることは最初からわかりきっていたはずだ。

　なのに、あえて死地に赴かせた。

　失敗を……ハグレ組織の不利益を、望んでいたとしか思えない。

　けれど。

　そうなると自然、あらたな疑問が生まれる。

「だからな、小林。俺があんなところで佇んでた理由は、ただひとつ。小林は、なぜそこまで嫌っている組織のスパイなんかになっているのか？　──その理由を訊きくために、俺はお前を待ってたんだよ」

「……………………」

「パシフィックボーンとハグレ組織の二重スパイなんて、バレたらタダじゃ済まないだろ。ハグレはともかく、パシフィックボーンのほうはそのあたり厳しいはずだし──なによりお前、桜の友人の髪に盗聴器を仕込むほど、パシフィックボーンの監視任務に真剣だっただろ？　なんだって、ハグレ組織との二足のわらじなんか……」

「──盗聴器？」

　と。ここで。

　思い悩むように口数を減らしていた小林が、息を吹き返したかのごとく口を開いた。

「なんの話っスか？　それ」

「え？　四日前、先週の木曜に、桜の友人の髪の毛に盗聴器を引っつけてただろ？　作製者が特定されないようになってる、複合型のやつ」

「…………もう、計画はそこまで進んでる、ってことっスか……」

「？　小林……？」

「クロウっち。一生のお願いっス」

　途端。小林は数歩歩み寄ってくると、切羽詰まった表情で俺の両腕を挟むように掴つかんだ。

　すがるように、託すように。

「ここまで進んでいる以上、あーしはもう自由に発言できない。でも、これだけは覚えておいてほしい。いや、思い出してほしいっス──あーしとはじめて会ったとき、自己紹介しながら握手したっスよね？」

「あ、ああ……そうだったな」

　会話が弾んで、互いにタイミングを逃し、ずっと握手したままの状態が続いたんだ。

「そのときの『秒数』を思い出して、覚えておいてほしいっス。口に出さなくていい。頭の中に留とどめておくだけでいいっスから」

「小林との握手の秒数、って……」

　あれはたしか……そう。

　38秒。

「あーしの髪の変化に気づいたクロウっちなら、いずれ『あの子』にもたどり着──」




「──はい終了ー」




　そのとき。

　ここにあるはずのない、聞き覚えのある声が耳じ朶だを叩たたいた。

　直後。

　無数の風切り音と共に、ありとあらゆるナイフが星のように飛来してきた。

　アーミーナイフ、サバイバルナイフ、コンバットナイフ、バタフライナイフ、シースナイフ、ククリナイフ──そのすべてが小林を狙っている。

「クッ……！」

　小林はすぐさまバックステップし、ナイフの流星をギリギリのところで躱かわした。

　俺がナイフの軌道元をたどり振り向くと、サッ！　と、小さな物体が頭上を駆け抜ける。

　そのシルエットは──見慣れたアイツのソレだった。

「反応が遅いんだヨ。『二桁ダブル・デイジツト』」

　甲高く幼い声を響かせて、その人物は小林に襲いかかった。

　右手には、黒いボールペンを握っている。

　小林が迎撃の蹴りを放った。しかしソレは空を切り、大きな隙を作る。

　この隙を逃すアイツではない──すぐさま背後に回り込み、軸足を回し蹴りで払うと、小林を背中から地面に転ばせた。

　息を忘れる小林に瞬時にまたがり、その咽の喉ど元もとにボールペンを突きつける。

　ペン先に五センチの刃やいばが仕込まれている、彼女愛用の暗器だ。

「お前、どうしてここに……」

　夜の帳とばりが落ちた暗闇で、俺はその姿を目にし、驚きよう愕がくする。

　小林にマウントポジションを取っていたのは──銀髪赤眼の少女。

　年齢は十三歳。下はジーンズのホットパンツとタイツ。矮わい躯くにまとわれた黒のパーカーはぶかぶかで、完全に丈が合っていなかった。髪形もツインテールと幼く、可か憐れんな美少女然とした外見に適かなわない、ひどく猛たけ々だけしい獣のような犬歯が印象的な少女だ。

　うめく小林を事もなげに制圧しながら、少女は俺を振り向いて。

「久しぶり、ナイン！　元気してタ？」

　フルピース諜ちよう報ほう部ぶ所属、最年少のスパイ十じつ指し。

　俺の元同僚──『暗器使い』、『No.008ナンバーエイト』は楽しそうに……けれど、どこか切なそうに笑ったのだった。







　わずかにたわんだ下弦の月が、こっそり聞き耳を立てている。
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あとがき






　みなさま、はじめまして。あるいは、お久しぶりです。秋あき原はらタクです。

　まさか二巻が出せるとは思っていませんでした。これも応援してくださったみなさまのおかげです、本当にありがとうございます。

　ＷＥＢ発の作品は基本、ＷＥＢに掲載されている（されていた）話を改稿して、第一巻、第二巻と刊行していくものと思われますが、第二巻は全編、新規に書き下ろさせていただきました。文字数にして十万文字。昔、新人賞に投稿しまくっていた時代を思い出しました。なんだか懐かしかったです。

　みなさまの第一巻に対する感想を参考にしつつ、これが最後になってもいいという想おもいで私の思う『面白い』を好き勝手に書き散らしてみました。楽しんでもらえたら幸いです。




　ここからは謝辞をば。

　またも素晴らしすぎるイラストを描いてくださったハリオ先生には頭が上がりません。一巻からさらに磨きのかかった三姉妹の可愛かわいさ、ハチャメチャにクールなキャサリン、そして相変わらずカッコいいクロウと、ハリオ先生の絵は見み惚とれてしまうレベルです。そして、新たに小こ林ばやしとあの少女にまで秀麗なデザインで命を吹き込んでくださいました。小林のラフ絵を共有しながら、担当さんと「小林……めっちゃ小林ですね！」って言い合ってました。それぐらいイメージとピッタリでした。本当にありがとうございました。

　一巻に引き続き、今作に携わっていただいた編集部のみなさま、そして担当さん。本当にありがとうございました。一巻でも感謝を伝えるべきだったんですが、紙幅の都合上、伝えられないままでいました。やっと言えました。よかった。

　家族、友人など、伝える感謝は尽きません。特に私のかかりつけのお医者さん。いつも診ていただき、ありがとうございます。ただ、私が問診室の椅子に座った瞬間「それで、凄すご腕うでスパイの『No.009ナンバーナイン』だっけ？」と、タイトルを教えてもいないのに本の内容を口にしてくるのだけはやめてください。お医者さんが患者の心臓を止めるのは本末転倒すぎます。先生の本に書いたサインが、私の最初で最後のサインなので、大事にしてください。

　最後に、読者のみなさま。ここまで読んでいただき本当にありがとうございます。これ以上の感謝を表す言葉を私は知らないので、ＢＯＴみたいに言葉を繰り返すことしかできません。二巻までお付き合いいただき、本当に、本当にありがとうございました。

　それでは、またどこかで。
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